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ロータリー親睦活動月間月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 職場訪問例会「くしろパレスボウル」（職業奉仕委員会）

会員増強・新クラブ結成推進月間
講師例会「釧路北大通での IT 技術者養成事業について」（プログラム委員会）

■ロータリーソング：我らの生業　　■ソングリーダー：荒井　　剛君
■会員数　  102 名
■ビジター   宮田　昌利君（札幌 RC）
■ゲスト　   k-biz センター長　澄川　誠治様

 

　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さま、改めま
してこんにちは。
お食事の方はどう
ぞお続けになって
お耳だけ傾けてい
ただければと思い
ます。
本日、先ほど申し上げましたが、澄川様には大変お忙
しい中、こうしてわれわれのために例会での講話を引
き受けていただきまして心から感謝申し上げます。本
当にありがとうございます。
後ほど、ニコニコ献金でもご紹介あるかと思います。
澄川様とは最近ご縁が生まれまして、私が k-Biz 様の
相談者 1,000 人目ということで大変光栄な取材を受
けさせていただきまして、先日の釧路新聞でも報道さ
れたところで、ご覧になった方がいるかなと思うので
す。
私の相談内容は、僕のお店が釧路市のリバーサイドに
あるものですから、そのリバーサイドゾーンの立地を
活用して、もちろんお客様を増やすということと、名
物になるようなフォトスポットやシンボルゾーンにな
るような働きができないかとご相談させていただきま
した。今、いろんな国や道や市の補助金を活用して、
なんとかできないかと相談を継続させていただいてい
るところです。

ここにおられる皆さま、企業の大・小は関わらず、若
い社員の皆さまのアイデアとか、取り組みを実際に具
現化して、街のため、企業のためになる取り組みを多
くされている k-Biz です。わがクラブにも、滝波君が
ビルのアプリケーション開発のお手伝いをいだたきま
した。舟木米穀店さんではコーヒーの商品化・ブラン
ディングの相談に行って実現されています。ぜひご興
味のある方は澄川様を通じてぜひご活用いただければ
と思っております。
後ほど。詳しくお話いただきますが、釧路市と k-Biz
様が中心となってＩＴ分野の事業に挑戦されます。
私が本年当初から掲げております「より釧路のことを
深く知ろう」というところで、皆さまと今日も有意義
な時間で学びを深めていきたいと思っております。本
日一日どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事挨拶　佐藤　貴之幹事
　皆さま、こんにちは。幹事報告になります。ロータ
リアンマスターズゴルフ大会のご案内です。こちら先
週の委員会報告で前田君よりご報告ありましたが、重
ねてのご案内となります。開催日時ですが９月 24日
（日曜日）12時 30分より、釧路カントリークラブ東
コースにて開催されます。締め切りが９月14日となっ
ておりますので皆さまよろしくお願いします。
当初は、同じ日程でナユタの会が開催予定となってい
ましたが、日にちを変更していただいております。ナ

ユタの会の皆さま、どうもありがとうございます。
各クラブの例会案内はお手元の例会案内をご覧いただ
きますようお願いします。

新入会員のご紹介　スポンサー　曾我部元親君
　それでは、佐藤伸昭さんのご紹介をさせていただき
ます。
佐藤さんは昭和 34年、旭川市で生まれております。
18歳まで旭川にいて、札幌の大学に進学されました。
卒業後はトーヨーサッシ、現在のリクシル（LIXIL）
に就職されました。約 20年前からは、グループ会社
の不動産ＦＣ本部・北海道支店長としてご活躍されま
した。
その後ご縁があり、現在のユタカコーポレーションに
お勤めになっております。現在、社長としてその手腕
を発揮されております。自宅は江別市にありまして、
家族はそちらにおります。現在は、釧路で単身・長期
出張中の状態です。
趣味はゴルフ・麻雀は残念ながらおやりにならない。
休日の帰省時にはもっぱら２匹のニャンコと戯れるこ
と。あと、車や部屋の模様替えなどが趣味で楽しんで
いるようです。それと趣味として、あまり聞いたこと
ない「統計などのデータを見ることだ」と。どんな統
計を見ると興奮するのか気になるところであります。
かなり真面目な方だと推察されます。ちなみに私との
付き合いですが、中小企業家同友会の仲間ということ
で、常に勉強しているのです。先日も隣同士になった
のですが、非常に真面目に勉強される姿を見て、間違
いない人だなと思っております。きっと釧路ロータ
リークラブの活動においてもご活躍されること間違い
ないと思います。次期役員の方々は目をつけておいて
も良いのではないかなと思います。
それでは佐藤さんから自己紹介をしていただきたいと
思います。

新入会員挨拶　
ユタカコーポレーション　代表取締役　佐藤　伸昭君

　はじめまして、佐
藤伸昭と申します。
今回、伝統と歴史の
ある釧路ロータリー
クラブに皆さん満場
一致でお迎えいただ
いたこと本当に嬉し

く思います。紹介いただいたユタカコーポレーション
という不動産会社で６月から代表として席を置かせて
いただいております。
企業の仕事・ビジネスとは別に人を磨きたくて、諸先
輩方にいろいろご指導いただきたいと考えておりま
す。生まれた時のキャラがすごく引っ込み思案の一

人っ子なのです。育ったキャラは、出しゃばりのお喋
りというようなキャラで生きてきております。ぜひ、
そこの席の方では「お前何者だ」とお声がけしていた
だければ幸いと存じます。
簡単ではございますが、ご挨拶させていただきました。
今後ともひとつよろしくお願いします。ありがとうご
ざいます。

スポンサー　木下　正明君
　皆さん、こんに
ちは。曾我部さん
が流れるようなご
紹介をされたので
とてもやりづらい
のですが、ご紹介
させていただきま
す。今回、新入会員になりました桑島洋平さんです。
ＮＨＫ釧路放送局の局長さんで、前任の小野正晴君の
後任となります。ご家族は奥さまと娘さんがおります
が、今、札幌の方にお住まいで、娘さんは高校２年生
ということです。
生年月日が昭和 42年１月 18日で 56歳になります。
１月 18日生まれは私の息子と同じで、全然気にしな
くていいのですが勝手に縁があるなと思っています。
ご出身は仙台で、釧路と似たような雰囲気もありまし
て、炉端があるような所です。
また、趣味は旅行です。ひがし北海道をご担当であり
ますし、ひがし北海道を堪能していただきまして釧路
のファンになっていただければありがたいと思いま
す。ＮＨＫの皆さんは本当になじみ深くて、たくさん
の仲間作っていただいて、楽しん離釧していただくこ
とになると思います。どうぞ出席を多くしていただい
て皆さんと馴染んでいただければと思います。
趣味の方は最近多いのですが、ゴルフと麻雀はされな
いということです。お酒は「好き」ということです。
皆さん遠慮なくお誘いをいただければと思うところで
す。
では、ご本人から自己紹介をよろしくお願いします。

ＮＨＫ釧路放送局　局長　桑島　洋平君
　ご紹介いただきま
したＮＨＫの桑島と
申します。歴史と伝
統のあるこの釧路
ロータリークラブに
入会をお認めいただ
きまして本当にあり

がとうございます。
私はいま局長という立場なのですが、平成３年にＮＨ
Ｋに入っておりまして、この時の初任地がこの釧路な

のです。ＮＨＫの代打の局長でも、初任地に局長で戻っ
て来ることはほとんどなくて、今回は非常に嬉しいと
思って戻ってまいりました。
平成３年と言いますと、漁業と炭鉱・製紙など記者と
しても取材の機会をたくさんいただいて、漁船に乗ら
せていただいたり、炭鉱ですと実際に坑内に入れてい
ただいたり、いろんな経験をさせていただきました。
北方領土も当時はビザなし渡航がありましたので国後
などにも行かせていただいて、釧路・根室の方々、こ
の道東の方々に本当に育てられて、私は記者出身なの
ですがその後の記者人生を決定づけた釧路です。
平成３年に入って６年間この釧路に住んでいました。
そういう意味では本当に忘れられない土地です。最後
に、妻の話がありました。妻も実は釧路の人間でして
今回、単身赴任になったのですが一番釧路に行きた
がったのは妻でした。娘が札幌の高校にいるもので、
どうしても。つい最近も釧路に来て、私のアパートに
「かなり長居して住めるのではないか。やっぱり釧路、
いいな。今度、また来る」と言っていました。
それぐらい釧路という魅力ある土地に再び戻って来ら
れて、また私のプライベートでも家族が住む第二の故
郷という所でして、大事な土地で過ごせることを非常
に嬉しく思っています。
皆さまにいろいろご指導いただいて、ＮＨＫとして地
域に貢献し、私個人としてもこの土地でかけがえのな
い経験を積めればと思います。
皆さま、いろいろご指導をよろしくお願いいたします。
ありがとうございました。

歓迎の言葉　後藤　公貴会長　
　改めまして、佐藤君、桑島君、ご入会、本当におめ
でとうございます。心より歓迎を申し上げます。
敬称が「君」になったということは、正式に私どもの
お仲間になっていただいたということでご理解いただ
ければ思います。私も 11年、このロータリーにいま
すが、引っ込み思案の一人っ子でしたが、しっかりと
皆さま方に可愛がっていただいて現在があるというと
ころです。お二人には、私ども会員の権利であります
「出席」を数多くその機会を行使していただいて 1日
でも早くわれわれに慣れていただければと思います。
今後ともよろしくお願い申し上げます。
お二人の所属委員会ですが、親睦活動委員会になりま
す。本日、濱口委員会が来ております。
ぜひご活躍期待しております。よろしくお願いします。

プログラム委員会　八幡　好洋委員長
　皆さん、こんにち
は。プログラム委員
会の八幡です。本日
は k-Biz センター長
をされております澄
川誠治さんに講師と
してお越しいただい
ております。私から紹介するまでもなく、澄川さんの
ご活躍は皆さんご存じのことと思います。2018 年に
釧路にいらっしゃって、わずか５年程ですが k-Biz の
取り組みは全国各地にある Biz の中でも大変すばらし
い成績を修めているとお聞きしています。澄川さんの
ご活躍も釧路のみならず全国の Biz を取りまとめる役
割を担っていて、釧路を飛び越えて様々な場面でのご
活躍をいただいております。
本日お話いただくテーマは「釧路北大通りでのＩＴ技
術者養成事業について」です。釧路市と連携をした中
で初の行政との連携の取り組みとお聞きしています。
実は明日からスタートというタイミングで、大変お忙
しい中でお越しいただきまして本当にありがとうござ
います。これからの釧路の明るい話題になるのではな
いかなと思います。非常に楽しみにしております。

釧路ビジネスサポートセンター k-Biz
　　　　　　　　　　　センター長　澄川　誠治様
　皆さん、こんにちは。このような機会をいただきま
してありがとうございます。k-Biz のセンター長の澄
川と申します。
先ほど八幡さんからご紹介いただいたのですが、最近
発売された全国紙のコピーを各テーブルに置かせてい
ただいています。そこで Biz モデルの代表みたいな感
じでご紹介いただいております。全国の Biz モデルの
中で一番上手くいっている Biz ということで k-Biz を
選んで、紹介していただきました。そんなに枚数は用
意していないですが、自己紹介代わりにお時間がある
時にご覧いただければと思います。
今回、「釧路の北大通りのＩＴ技術者養成事業」とい
うことでお話させていただけたらと思います。
大変ありがたいことに、いろんなメディアで取り上げ
ていただいているので講演活動もしているのではと思
われる方もいるかと思います。基本的に専門は、マン・
ツー・マンの相談事業なので、こういう１対マスの講
演活動はお断りさせていただいております。今回は「八
幡さんスペシャル」と思っていただけたら幸いです。
今後、皆さんからご依頼いただいた時にお断りするこ
と、結構あります。「あの時、喋ったじゃないか」み

たいな話があるかもしれませんが、本業としておりま
せん。基本的にマン・ツー・マンの形でやらせていた
だいていますのでよろしくお願いいたします。
それではご説明させていただきます。
こちらは、市の公式事業の説明資料となっています。
こちらをかみ砕いてご説明させていただけたらと思い
ます。
釧路市と一緒にやっている事業になります。こういっ
たＩＴ会社を立ち上げた背景ですが、k-Biz を立ち上
げて５年弱。考えたのは、４年の段階で考えさせてい
ただいたのですが、相談件数が１万件に迫るとか、相
談事業主さんが 1,000 件に迫るとか。約 8,000 事業
者のうちの 1,000 事業者さんと統計学的にもある程
度信ぴょう性がある数字というところを通過していく
中で、ＩＴベンチャーの創業がかなり少ない。ＩＴ業界
自体もかなり少ない所で、世界、日本も当然ですけれ
ども、市場が成長しているこの領域において市内にそ
ういった恩恵を受けられる事業者が存在しない。もっ
と言うと、今後、若者がこれからのビジネスマンが就
職するだろう業界に就職先が存在しないという状況に
対して、「市として取り組んでいきたい」という中で、
k-Biz が事業者を良く知っている立場から一緒に考え
ていったという経緯になります。
時を同じくして、市としても何かを始めるにあたり「使
える予算がないか」を検討している中で、国がそのよ
うな予算を作るタイミングでもありました。
これは国のホームページです。「育成 5カ年計画」と
いうものを立ち上げて始めるとあって、これに基づい
てデジタル田園都市構想という予算があり、それに合
わせて釧路市としても事業をやっていきたいと考えて
きました。
政府・国としては「スタートアップ創出」を掲げます。
ですけれども、われわれが考えたのは「スタートアッ
プ人材創出」。というこの似て非なるものだと思って
います。なぜわれわれは「人材」を付け足したのかで
す。国としては今いる人、いろんな理系の学生とか若
者にどんどん独立してほしい。起業してほしい。いろ
んな最先端のサービスをどんどん事業化してほしい、
と。それを支援するやり方、資金提供だったり、そう
いった先輩起業家のネットワークだったり、を例とし
て挙げていたようなガイドラインだったのです。
　釧路は k-Biz もあります。お金がないのか、支援す
る支援機関がないのかというと、それはそこまで大き
な問題ではないのではないか。一番の問題は、人がい
ないということです。そもそも人口がいないですし、
そもそもＩＴ人材がいないということです。
　やりたいという人の環境を整えても、何も起こらな
いだろう。それなりにいろんな企業キャンプとかブー
トキャンプ、いろんなイベント施策は国のお金を使っ
てやろうと思えばできたかもしれないです。おそらく

「空虚なもの」「やりました感じ」になって終わりだろ
うと。何も生み出さない。
そこから市役所とも本当にひざを詰めて、「本当に意
味のあることやりたいですか？」「やった感がいいで
すか？」「本当に何かを生み出したいですか、どっち
ですか？」という覚悟を一緒に決めながら、商業労政
課さんがカウンターパートの中で「本当にこの街に何
か変化を生み出したいところの覚悟感の中でやりま
しょう」と。
「であれば、人」、人がいないと意味がない。第１ステッ
プとしては、支援する仕組みではなくて人です。この
理系人材というものがこの街に住んでもらわないと何
も起こらないですね、と。ここにこだわってスタート
していきました。
じゃあ、その理系人材・ＩＴ人材・ＤＸ人材に住んで
もらうためには何か。一般的な地方自治体のアプロー
チでいうと「誘致」です。ＩＴ企業に支店を出しても
らって、ドバッと人が住んでもらうと即効性がありま
すし、ある程度のボリュームがあります。100 人の
支店など出してくれたら、それだけで地域に 100 人
のエンジニアが生まれるのです。
事業の安定性もあるのですがデメリットは、われわれ
は日本製紙の撤退を経験したばかりです。どれだけ尽
くしても、市長も知らないところで撤退が意思決定さ
れるわけです。主導権がなかったらどれだけ尽くして
も、どれだけ頑張っても、撤退に関しては知らないと
ころで決められてしまう。それは当たり前と言えば当
たり前ですが、「結構、尽くしてきたのに」というこ
とが起きるわけです。どれだけ誘致を頑張って応援し
ても撤退があるということは大きなデメリットかなと
思っています。いろんな人材も定着するかどうかはそ
の企業次第。その企業がどこまで長く進出してくれる
かどうかにかかってしまう。
あと、誘致を簡単に言うけれど誘致がなかなかできな
いわけです。「来てください」と今、1,700 自治体が
どこも言っているわけです。1,700自治体の全員が「Ｉ
Ｔ企業来てください」と言っているわけです。そうす
ると、そもそも来るのだろうかというところがありま
す。
もちろん上手くいっている所があるのです。これは四
国・徳島県の神山町です。地元の建設会社の息子さん
がスタンフォード大学に行って帰ってきて、古民家に
思いっきりエリアごとに光ファイバーを通して、
2010 年ぐらいから「ＩＴ企業、どんどん来てくださ
い」とやって今は、企業も来て、高専を作るぐらい成
功した所もあるのです。もう 2010 年から始めている
みたいな所に先行されているのです。
これを真似しても同じことは起きないのです。これを
真似して 1,700 自治体がみんな頑張っているのです
が、これはそうそう来てくれないですね。誘致をやっ

てもいいのですがなかなか実現はしない。先行してい
る所もあるということです。
であれば、作るということに加わっていきましょう。
何がいいか。繰り返しになりますが主体が釧路市にあ
るので潰れることがあっても撤退がないということで
す。自分たちが知らないところで、釧路の人が全く知
らない意思決定は存在しないということです。
大変難しいのですが、即効性もないのですが、じわじ
わ人が増えるのです。撤退がないことだし、地元企業
に就職してくれるので人材も地元にしっかり長く住ん
でくれる可能性が出る。ということで、こっちが主導
権を持てるやり方で作ろうじゃないか、というところ
です。
これが今までの自治体がやったことがないやり方なの
です。それは当たり前ですね。公共事業なので、ドブ
に捨てる、会社が破綻して無くなるようなものに公共
事業としてお金は出さないです。
なので、民間を中心にそういう会社を作る、民間と連
携をして会社を作る。でも、会社は無くなるかもしれ
ません。というものに普通は、公金を出す踏ん切りは
なかなかつかない中、釧路市が冒頭で確認した「本当
に意味のあるものを今回やるのですよね」で踏ん切り
をつけて一緒に取り組んできた形になります。
誘致ではなくて、取引です。発注してもらう。すでに
人材や会社というのは、釧路に支店を出さなくていい
ので、われわれに発注することで釧路進出をしてくれ
という、そういう企業を探して、仕事の業務としては
安定させて、仕事がある街ということです。釧路に仕
事がある街にして、そこに人を呼ぶ。仕事はあるので
人来てくださいというやり方ができないかを目指して
今回、動いた形になります。
　やっぱり誘致というのはどこかムシがいいのです
ね。これだけいろいろやりますから来てください。で
きれば長くいて下さい。あと、業績は上手くやって下
さい、みたいな感じになります。われわれとしては市
と一緒にリスクを取って覚悟を決めて、われわれは雇
用もしっかり自分たちで採用します。そのうえで、わ
れわれやお宅にメリットがあるから発注してください
と、取引というものを作り出して、釧路に雇用と人材
を生むことをやろうと決めて動いてきました。
　契約のステークホルダーは地元の皆さんです。釧路
市役所・商工団体・金融機関さんが出資して作ります。
個人の資本は１円も入っていない状態になっていま
す。これは補助事業の間だけではあるのですが、基本
的にオーナーは公共団体、公共の方々が持つという形
になっています。
そういったことを伝えて、われわれが仕事を見つけて
きた形になります。東京のベンチャー企業で伸びてい
る『SORAMICHI（ソラミチ）』というウェブ企業から
仕事をもらえて、仕事面では安定したところを作った

形になっています。
　われわれとしてこのソラミチという会社に決めた理
由としては、この会社が大手企業と付き合っているの
です。野村證券だったり、ＴＢＳだったり、大手企業
との販促支援をやっている会社になります。
われわれが人材育成をするときに、このＩＴ開発とい
う仕事は結構ピン・キリなのです。出会い系サイトや
マッチングアプリとかエロ系の仕事も山ほどあるので
す。ただ、われわれとしては「釧路で楽しそうな仕事
があるぞ」というものにならなきゃいけないし、経歴
になるような仕事にならないといけないと思ったので
「TBS のホームページを作っていたよ」「野村証券の販
促に仕組みを作って、バナーを作っていたよ」という
ような、しっかり経歴になる仕事じゃないと意味がな
いと思ったので、そういった「人に言える仕事」をやっ
ている所と組もうということで「ソラミチ」とやりま
した。
この後にも出てきますが、このソラミチという会社が、
いわゆるフロント・エンドといわれるホームページか
らサーバーサイドといわれる顧客管理システムなど幅
広くやっていました。われわれとしては多様なエンジ
ニア層を抱えられる会社になりたかったので、どこか
に特化するのではなく、地域に人材をお送り出そうと
しているので「ある分野だけ、というのはあまり良く
ない」と思って、できるだけオールジャンルで抱えた
いと思ったのでこのソラミチという会社がベストだと
判断をして契約させていただくことにしました。
その契約の上でも、われわれのガバナンスとして、管
理人材はいるけれどもＩＴプレイヤーはいないので
す。ＩＴプレイヤーがいない中で、ＩＴ会社を立ち上げ
るという無茶なものにチャレンジしているのですが、
そういった意味で教えてくれるのはソラミチ社に持っ
てください、コーチはソラミチ。われわれは人材を採
用するけども少なくとも１年間は教えるのはあなた方
です。２年目からはわれわれで自走するのですが、１
年目はあなた方が教えてください、かつ仕事も下さい。
新卒みたいな者を採っても１カ月目からちゃんとお金
を下さい、みたいな包括の業務提携をします。われわ
れにとってはかなり都合のいいことも言うのですが、
当然、制作単価みたいのは思いっきり下げて結構です。
そこをわれわれは耐えます。補助金とか自己資金を活
用しながらそこは耐えるので、われわれの会社を成長
させて下さい。それを途中で抜けられたら困るので、
３年後、補助事業が終わったら 33％の株を持ってく
ださい。これはお互いのためにです。その会社が本当
にうまく行った時に僕らが逃げたらその会社も投資損
ですし、僕らとしても適当な支援をされても困るので、
「3年後に 3分の 1は持ってください。お互いのため
にこれをやりましょう」ということで、3年後 3分の
１を持つという前提で包括的業務契約をしています。

これは先ほどの誘致ではできないのです。ここはしっ
かり契約、「われわれは雇用して、われわれもしっか
り血を出すから、３年後に向けていい会社を作りま
しょう」という話ができることで、リスクをとるから
交渉ができると思っています。誘致なら譲歩しかない
と思っています。この辺も、仕組み自体がこういった
政策でスタートしたのでできたことと思っておりま
す。
これはソラミチがやっている事業の話になります。先
ほどの繰り返しになりますが、左側がホームページな
どの領域で広告代理店がやるような集客領域なので
す。真ん中がホームページを作るデザイナーなどの制
作領域。右側がウェブコンサルという顧客管理とかの
領域になるのです。
この領域ごとにプレイヤーが違うのです。プレイヤー
が違うので自分が売りたい商品を顧客・大きなコング
ロマリットに対して売っていくことになるのですが、
彼らはどこでもソリューションを持っているので、「あ
なたは集客に課題があります」「あなたは顧客管理に
課題があります」をホントに必要なもの提案できるの
でそういう大手会社に受けているという感じです。本
来そこに、例えば広告代理店の電通や博報堂など、制
作だったら制作プロダクション、ウェブコンサルだと
コンサル会社などが入っていますが、彼らはその辺が
全部横断でやっているところが売りだったのです。そ
こが、われわれとして「この会社は成長するのではな
いか」という部分と「オールジャンルでやってくれる」
ので組んだ形になります。
ただ、これはあくまで仮説なので、この会社がコケる
かもしれません。われわれが一気に経営を追い込まれ
る可能性は常にあるわけです。なので、リスクは常に
ある状態の中で進めている状態であります。あっとい
う間に会社潰れるかもしれませんという中で、今、お
話をしたのは「大丈夫なはず」でやっていますが、何
が起こるか分かりません。という意味では公共事業と
しては非常に珍しい体制でやらせていただいていま
す。
運営資金ですが、釧路市からの補助金で年間約 1,200
万円が 3年分、3,600 万円分が出ます。先ほどの公的
団体の資本金で 54万円。あとは僕たちの手出し・役
員からの自己資金で同じくらい 3,000 万円から
3,600 万円、補助金と同額位を拠出する見込みで動い
ています。僕もすでに、この会社の準備で僕の自己資
金 1,000 万円が消えまして、会社経営は本当に大変
ですよね。皆さんもヒリヒリしながらやられています。
あっという間に 4桁消えました。そういう中で僕自
身も覚悟を決めてやらせていただいています。
先ほどのデジタル田園都市構想という予算でやろうと
思っていたのですが、これは僕も詳しくないのですが、
釧路市役所の方が通らず、結局、こちらは自主事業で

釧路市の自前予算でやることになりました。釧路市役
所職員の 2,500 人の方々が削りに削って出していた
だいた予算なので本当に責任が重たい事業だと思って
います。市として本当に数少ない自主事業で取り組め
る予算を捻出していただいたと思っています。何とし
ても形にしていかないといけないと改めて思っている
次第です。
改めてわれわれが何をなしていくか。そういうスター
トアップを作ろうから、あとは、ＩＴ企業が必要だと
いうところからスタートしました。われわれとして、
いざやるぞという時に何をなしていくかで言うと、こ
の２つプラス１つみたいなところで考えて、まず一番
上の大元の人材輩出をしていきたい。釧路にＩＴ人材
を呼び寄せて成長していただいて、どんどん地元に出
していく。それは副業であったり起業であったり、こ
の釧路のＩＴ業界というもの作っていくものになりた
いと思っています。
プラス、その下です。地域のＤＸ業務を副業として社
員がどんどん請負っていきます。もちろん独立してい
いのです。なかなかこの地域で簡単に独立できないと
思っていますので、われわれの方で基礎収入を確保し
ながらどんどん副業ＯＫで、いろんな会社さんの業務
を担っていきたい。もしくは本当に副業という状態、
ダブルワークで本当に雇用をしていただいてその企業
に入っていくのをやっていただきたい。
これはプラス・１になりますが、われわれは事務所を
せっかくなので北大通りに構えました。20代の人が
うようよ北大通りをうろつく、ランチの時間になった
ら 20代がうろうろしている所を作りたいと思いまし
て、北大通りの活性化もわれわれの社員が増えれば増
えるほど起こしていきたいと思っております。
逆にやらないことで言うと、株式会社 k-Hack 自体は、
釧路市内の発注は受け付けません。市内企業から転職
は受け付けないということでやらせていただいていま
す。なので、本当に地域の人材教育、地域のＤＸ化の
推進力にわれわれの企業を起点としてやっていきたい
と思っています。
これは少し一般論になってしまうのですが、企業のＤ
Ｘ化・日本のＤＸ化は難しい理由みたいなものは、僕
は個人的に明らかだと思っています。
上が日本の 2015 年と 2010 年のＩＴ人材、いわゆる
理系人材がどのジャンル、どの分野の会社に入ってい
ますか、です。７割以上が日本ＩＴ企業に、いわゆる
技術会社・ＩＴ会社に入っています。残りの 25％が
それ以外の分野に入っている形です。これは皆さんか
らしたら「普通だ」と思うのですね。ＩＴ人材・理系
人材がそういう専門の会社に入っているのが普通と思
うかもしれません。
下がアメリカです。アメリカの 2021 年、2015 年、
それと同じ調査ですが、アメリカの場合はＩＴ人材、

理系人材の 65％がＩＴ企業以外にいるのです。各会
社でＩＴ業務をやっている。これが日本とアメリカの
根本的な違いです。日本は、自分たちでそういう人材
を抱えてリスクを取って、何かを取り組んでもらうと
いう文化がない感じなのです。
これは難しいのです。実際、そんな人が入ってきても
業務指示書で何をしたらいいか分からない、誰が指示
をするのだ。誰がどんな仕事をさせるのだ。難しいの
ですが、自社のＤＸ化を進めるというと、そこは他社
に任せないで自社でしっかり抱えて取り組んでいくこ
とをしないと、なかなか本気では起きないということ
ですね。しっかりした人間が自社の事業もよく知って
いて、ＤＸについての知識があるからできるのです。
外部の会社と組もうが、なかなか簡単に起きない。
われわれがやりたいことは、釧路の中小企業にＩＴ人
材が副業でいいから務めている状態を作りたいと思っ
ています。これはすぐには無理で、３年ぐらいかかる
と思っています。k-Hack で育てた人間が各会社の中
に副業でいいから務めてもらって、そこですぐにはで
きないと思いますが、その会社さんの事業をしっかり
理解して、その上で自分のＩＴ知識とその会社さんの
事業環境を理解したうえでＤＸに取り組んでいく。こ
れが日本の会社は、他の会社がやれないので、この場
に行ってやれると限らないので、釧路だけそういった
仕組みができたら釧路の競争力が高いのです。釧路の
中小企業、釧路の企業の競争力を他の地域よりも上げ
ることができる。
これも理想論ですが、そういったものを想定して
k-Hack がそういう各会社さんに副業でいいから就職
する、雇用してもらう。月１社員、月２社員、週 1
社員みたいな形で入っていくことを想定しています。
これは入っただけでは使い方も分からないでしょう
し、その人も辞めたくなっちゃうかもしれない。われ
われはそこを、使い方もお伝えしていきたいですし、
そのエンジニア自体がコミュニティです。エンジニア
自体が孤立しないように。「あの会社、入ったけれど
も居づらくて」みたいにならないように、われわれは
常に場として存在し続けて、励ます存在としてやって
いきたいと思っています。
それが３年後、４年後、５年後、もしくは 10年かか
るかもしれませんが。そういった形で起きることが
k-Hack がこの地域に生まれた本当の目的だと思って
います。
われわれが人を呼んで、育てて、各地域の方に使って
いただく。そういう仕組みを今、作ろうと思って動い
ている形になります。
当然、僕もＩＴのプレイヤーじゃないです。大変あり
がたかったのは、こういった会社を作る時に、この佐
藤君です、この釧路が生んだ天才エンジニア。中学生
ぐらいからＩＴ企業にスカウトされるようなコーディ

ングの達人がいたのです。自分で事業売却した経験も
あるような人間がいるのです。その彼が釧路に帰って
きていて、釧路の仕事は一切しなかったのですが、釧
路にいながらメガベンチャーのＣＴＯをやっていたの
です。その彼が協力してくれるということで、一気に
このプロジェクトは現実味が増したところがありま
す。また釧路出身の方ですが、釧路高専を出て日本ハ
ムファイターズで、「次はカーブではないか」「次はス
トライクが来るのではないか」をやっていたデータ・
サイエンティストの兒玉君が 10月から参加すること
になっています。こういった釧路出身の人材がしっか
り協力してくれることで我々としては体制が組めたか
なと思っています。
現在の採用状況ですが、全てあけっぴろげでご説明さ
せていただきます。９月１日から釧路高専の新卒の日
本人１名が入社します。中途の韓国人で東京からの転
職で１人が入ります。日本人の大学生アルバイト、こ
れも高専卒が１人入ってきます。その後、中途・新卒
それぞれが韓国人エンジニアを採用していて、年内に
10人／月のコースを持ち切るようになることが内定
辞退されない限りは入る予定になっています。
そこで皆さんは「どうして韓国人なのだ」と率直に思
うと思います。当然、日本人を採用できたらいいので
すが、日本人のエンジニアは本当に少ないのです。本
当に少ない中で奪い合いになっています。しかも、数
が少ない、釧路に呼んでくる、中では採用しないとい
うと、日本人にこだわったら、いつまで経っても会社
が始まらないのです。
最初から年齢不問・国籍不問で募集をかけていて、韓
国人の良いルートが見つかって、今、韓国人が中心に
なっています。釧路のポータスさんにはミャンマー人
のエンジニアさんがいますし、われわれは国籍不問で
やっていて良いルートが見つかっているのは韓国だと
いうことです。
韓国の状況もご説明させていただきます。なぜと採れ
るのかでいうと、韓国は大企業戦略をずっと昔から
とっていて、ほとんど中小企業が存在しないのです。
そうすると東大・京大卒のレベルの子たちしか韓国の
大企業には就職できないのです。なので、エンジニア
になりたい人はエンジニアになれない。育成機能を国
として持っていないので、最初からそういう子たちは
育成してくれるみたいな日本の大学に入った時から、
１年生の時から日本語の勉強をしているのです。
日本でいうと東大京大以上ですね。大学の世界ランク
で 1,500 位までしか発表されていないのですが、日
本の六大学で 1,500 ギリギリかそれぐらいの層なの
ですが、僕らが採っているのは世界ランク 1,000 位
以内の韓国のエリート層です。なので、コリアンパブ
のイメージとかで韓国を見ないでいただけたらと思い
ます。めちゃくちゃ優秀です。めちゃくちゃ日本語も

喋れる、英語も喋れる、ビザもすぐ下りる。この優秀
な子たちはビザなんか即、下ります。そういう子たち
をわれわれが採用したという感じです。
どうして釧路で採用できるのか。採ってみるまで分か
らなかったことです。「釧路を知っている？　渋谷・
原宿に行けないよ」と何回も説明したのですが、それ
でも「エンジニアになれる。育成してくれるのだった
ら私は行きたいです」と言っていただいて、かなりの
ボリュームが採れているのです。
皆さんも思い出してほしいのです。今の大学生って腹
立ちますよね、割と労働意欲が低くて就職率 60%な
のです。このレベルの環境から来たら無茶苦茶、労働
意欲が高いのです。皆さまが若者に求めるような高い
労働意欲です。「社長、頑張ります」みたいな労働意
欲も圧倒的に高い、能力も高い、という人材を僕らと
しては見つけたので、そこを中心に採っています。英
語は当然、みんな喋れますので、この先の海外からの
受注というのもこの体制を使って狙って行きたいとい
う感じです。
「韓国から来て釧路に残るのか」と疑問に持たれると
思うのです。皆さんのご子息ですら残らない状況の中
で、韓国人と差がありますかという話なのです。この
人たちは「日本語を喋って、定年まで日本でやりたい」
と思って日本語を勉強してきた人たちですので、来て
からが勝負なのです。残る保証は全くないです。ただ
釧路を好きになってもらって、定年の６０歳迄しっか
り釧路でやってみたいと思わせられるか、がこっちの
勝負です。僕たちの会社が魅力的であるかどうか。釧
路という街が魅力的であるのか。釧路という企業、釧
路にある企業を見て彼らが独立したいと思うかどう
か。
それは、国籍で判断する、国籍が違うからといって判
断する時代ではないと思っています。非常に優秀な人
材が今どんどん採れています。彼らに釧路を好きに
なってもらうことも同時にやっていかないといけない
と思っています。もちろん日本人の採用もずっと続き
ますけど、今後、国籍がどういうバランスになるかは
僕自身も分からないです。優秀な人、労働意欲の高い
ルートを常に見つけて採っていきたいと思っていま

す。
今後、補助事業の３年で体制を整えさせていただいて、
年商を少なくとも４億円、従業員 50名、これはハー
ドル高いのですが、従業員 50名ぐらいの規模になっ
ていきたいと思っています。補助事業終わった後から
は、研修事業、いろんな中小事業さん、金融機関から
の学び直し、先ほどの各会社に送り出すところもあり
ます。何なら中の筋がよさそうな人をわれわれの会社
で育てさせていただくみたいな受け入れ事業もあるの
かなと思います。釧路の問題である収入が低い層・未
経験者からの採用をやっていきたいですし、ハロー
ワークでレベルの高いプログラムをやってくれたらわ
れわれが採用しますよ。釧路刑務所は初犯刑務所なの
であまり重大な犯罪の人はいないので釧路刑務所でレ
ベルの高いプログラムを終了した人はわれわれが採用
するよ。シングルマザーとか生活保護受給者も手に職
をつければプログラミングで暮らして行けますから、
というところを支援していきたいと思っています。わ
れわれが一旦、請負でやっていきますが自社サービス
もやっていきたいと思っています。
最近のニュースですが、学び直しに 30億円で、「正
社員 7割に 30億円使って学び直しさせますよ」とか
の動きが始まっているので、これの中小企業版、地方
版みたいなものを事業としてやって行きたいと検討し
ているところです。
すみません、時間が過ぎてしまいましたが、私が釧路
でやりたいことまだまだいろいろありまして、公教育
も変えていきたいですし、いろんな街中再生もやって
いきたいです。いろいろやりたいことありますので、
皆さまに投資のお願いにお伺いすることもありますの
で、ぜひお話を聞いていただけたらと思います。
「元々、そういう気あるよ」という方は、事前に教え
ておいていただけるとどんどんお伺いさせていただき
ます。よろしくお願いいたします。
お時間が過ぎてしまいました。以上になります、あり
がとうございます。

会長の時間



 

　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さま、改めま
してこんにちは。
お食事の方はどう
ぞお続けになって
お耳だけ傾けてい
ただければと思い
ます。
本日、先ほど申し上げましたが、澄川様には大変お忙
しい中、こうしてわれわれのために例会での講話を引
き受けていただきまして心から感謝申し上げます。本
当にありがとうございます。
後ほど、ニコニコ献金でもご紹介あるかと思います。
澄川様とは最近ご縁が生まれまして、私が k-Biz 様の
相談者 1,000 人目ということで大変光栄な取材を受
けさせていただきまして、先日の釧路新聞でも報道さ
れたところで、ご覧になった方がいるかなと思うので
す。
私の相談内容は、僕のお店が釧路市のリバーサイドに
あるものですから、そのリバーサイドゾーンの立地を
活用して、もちろんお客様を増やすということと、名
物になるようなフォトスポットやシンボルゾーンにな
るような働きができないかとご相談させていただきま
した。今、いろんな国や道や市の補助金を活用して、
なんとかできないかと相談を継続させていただいてい
るところです。

ここにおられる皆さま、企業の大・小は関わらず、若
い社員の皆さまのアイデアとか、取り組みを実際に具
現化して、街のため、企業のためになる取り組みを多
くされている k-Biz です。わがクラブにも、滝波君が
ビルのアプリケーション開発のお手伝いをいだたきま
した。舟木米穀店さんではコーヒーの商品化・ブラン
ディングの相談に行って実現されています。ぜひご興
味のある方は澄川様を通じてぜひご活用いただければ
と思っております。
後ほど。詳しくお話いただきますが、釧路市と k-Biz
様が中心となってＩＴ分野の事業に挑戦されます。
私が本年当初から掲げております「より釧路のことを
深く知ろう」というところで、皆さまと今日も有意義
な時間で学びを深めていきたいと思っております。本
日一日どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事挨拶　佐藤　貴之幹事
　皆さま、こんにちは。幹事報告になります。ロータ
リアンマスターズゴルフ大会のご案内です。こちら先
週の委員会報告で前田君よりご報告ありましたが、重
ねてのご案内となります。開催日時ですが９月 24日
（日曜日）12時 30分より、釧路カントリークラブ東
コースにて開催されます。締め切りが９月14日となっ
ておりますので皆さまよろしくお願いします。
当初は、同じ日程でナユタの会が開催予定となってい
ましたが、日にちを変更していただいております。ナ

ユタの会の皆さま、どうもありがとうございます。
各クラブの例会案内はお手元の例会案内をご覧いただ
きますようお願いします。

新入会員のご紹介　スポンサー　曾我部元親君
　それでは、佐藤伸昭さんのご紹介をさせていただき
ます。
佐藤さんは昭和 34年、旭川市で生まれております。
18歳まで旭川にいて、札幌の大学に進学されました。
卒業後はトーヨーサッシ、現在のリクシル（LIXIL）
に就職されました。約 20年前からは、グループ会社
の不動産ＦＣ本部・北海道支店長としてご活躍されま
した。
その後ご縁があり、現在のユタカコーポレーションに
お勤めになっております。現在、社長としてその手腕
を発揮されております。自宅は江別市にありまして、
家族はそちらにおります。現在は、釧路で単身・長期
出張中の状態です。
趣味はゴルフ・麻雀は残念ながらおやりにならない。
休日の帰省時にはもっぱら２匹のニャンコと戯れるこ
と。あと、車や部屋の模様替えなどが趣味で楽しんで
いるようです。それと趣味として、あまり聞いたこと
ない「統計などのデータを見ることだ」と。どんな統
計を見ると興奮するのか気になるところであります。
かなり真面目な方だと推察されます。ちなみに私との
付き合いですが、中小企業家同友会の仲間ということ
で、常に勉強しているのです。先日も隣同士になった
のですが、非常に真面目に勉強される姿を見て、間違
いない人だなと思っております。きっと釧路ロータ
リークラブの活動においてもご活躍されること間違い
ないと思います。次期役員の方々は目をつけておいて
も良いのではないかなと思います。
それでは佐藤さんから自己紹介をしていただきたいと
思います。

新入会員挨拶　
ユタカコーポレーション　代表取締役　佐藤　伸昭君

　はじめまして、佐
藤伸昭と申します。
今回、伝統と歴史の
ある釧路ロータリー
クラブに皆さん満場
一致でお迎えいただ
いたこと本当に嬉し

く思います。紹介いただいたユタカコーポレーション
という不動産会社で６月から代表として席を置かせて
いただいております。
企業の仕事・ビジネスとは別に人を磨きたくて、諸先
輩方にいろいろご指導いただきたいと考えておりま
す。生まれた時のキャラがすごく引っ込み思案の一

人っ子なのです。育ったキャラは、出しゃばりのお喋
りというようなキャラで生きてきております。ぜひ、
そこの席の方では「お前何者だ」とお声がけしていた
だければ幸いと存じます。
簡単ではございますが、ご挨拶させていただきました。
今後ともひとつよろしくお願いします。ありがとうご
ざいます。

スポンサー　木下　正明君
　皆さん、こんに
ちは。曾我部さん
が流れるようなご
紹介をされたので
とてもやりづらい
のですが、ご紹介
させていただきま
す。今回、新入会員になりました桑島洋平さんです。
ＮＨＫ釧路放送局の局長さんで、前任の小野正晴君の
後任となります。ご家族は奥さまと娘さんがおります
が、今、札幌の方にお住まいで、娘さんは高校２年生
ということです。
生年月日が昭和 42年１月 18日で 56歳になります。
１月 18日生まれは私の息子と同じで、全然気にしな
くていいのですが勝手に縁があるなと思っています。
ご出身は仙台で、釧路と似たような雰囲気もありまし
て、炉端があるような所です。
また、趣味は旅行です。ひがし北海道をご担当であり
ますし、ひがし北海道を堪能していただきまして釧路
のファンになっていただければありがたいと思いま
す。ＮＨＫの皆さんは本当になじみ深くて、たくさん
の仲間作っていただいて、楽しん離釧していただくこ
とになると思います。どうぞ出席を多くしていただい
て皆さんと馴染んでいただければと思います。
趣味の方は最近多いのですが、ゴルフと麻雀はされな
いということです。お酒は「好き」ということです。
皆さん遠慮なくお誘いをいただければと思うところで
す。
では、ご本人から自己紹介をよろしくお願いします。

ＮＨＫ釧路放送局　局長　桑島　洋平君
　ご紹介いただきま
したＮＨＫの桑島と
申します。歴史と伝
統のあるこの釧路
ロータリークラブに
入会をお認めいただ
きまして本当にあり

がとうございます。
私はいま局長という立場なのですが、平成３年にＮＨ
Ｋに入っておりまして、この時の初任地がこの釧路な

のです。ＮＨＫの代打の局長でも、初任地に局長で戻っ
て来ることはほとんどなくて、今回は非常に嬉しいと
思って戻ってまいりました。
平成３年と言いますと、漁業と炭鉱・製紙など記者と
しても取材の機会をたくさんいただいて、漁船に乗ら
せていただいたり、炭鉱ですと実際に坑内に入れてい
ただいたり、いろんな経験をさせていただきました。
北方領土も当時はビザなし渡航がありましたので国後
などにも行かせていただいて、釧路・根室の方々、こ
の道東の方々に本当に育てられて、私は記者出身なの
ですがその後の記者人生を決定づけた釧路です。
平成３年に入って６年間この釧路に住んでいました。
そういう意味では本当に忘れられない土地です。最後
に、妻の話がありました。妻も実は釧路の人間でして
今回、単身赴任になったのですが一番釧路に行きた
がったのは妻でした。娘が札幌の高校にいるもので、
どうしても。つい最近も釧路に来て、私のアパートに
「かなり長居して住めるのではないか。やっぱり釧路、
いいな。今度、また来る」と言っていました。
それぐらい釧路という魅力ある土地に再び戻って来ら
れて、また私のプライベートでも家族が住む第二の故
郷という所でして、大事な土地で過ごせることを非常
に嬉しく思っています。
皆さまにいろいろご指導いただいて、ＮＨＫとして地
域に貢献し、私個人としてもこの土地でかけがえのな
い経験を積めればと思います。
皆さま、いろいろご指導をよろしくお願いいたします。
ありがとうございました。

歓迎の言葉　後藤　公貴会長　
　改めまして、佐藤君、桑島君、ご入会、本当におめ
でとうございます。心より歓迎を申し上げます。
敬称が「君」になったということは、正式に私どもの
お仲間になっていただいたということでご理解いただ
ければ思います。私も 11年、このロータリーにいま
すが、引っ込み思案の一人っ子でしたが、しっかりと
皆さま方に可愛がっていただいて現在があるというと
ころです。お二人には、私ども会員の権利であります
「出席」を数多くその機会を行使していただいて 1日
でも早くわれわれに慣れていただければと思います。
今後ともよろしくお願い申し上げます。
お二人の所属委員会ですが、親睦活動委員会になりま
す。本日、濱口委員会が来ております。
ぜひご活躍期待しております。よろしくお願いします。

プログラム委員会　八幡　好洋委員長
　皆さん、こんにち
は。プログラム委員
会の八幡です。本日
は k-Biz センター長
をされております澄
川誠治さんに講師と
してお越しいただい
ております。私から紹介するまでもなく、澄川さんの
ご活躍は皆さんご存じのことと思います。2018 年に
釧路にいらっしゃって、わずか５年程ですが k-Biz の
取り組みは全国各地にある Biz の中でも大変すばらし
い成績を修めているとお聞きしています。澄川さんの
ご活躍も釧路のみならず全国の Biz を取りまとめる役
割を担っていて、釧路を飛び越えて様々な場面でのご
活躍をいただいております。
本日お話いただくテーマは「釧路北大通りでのＩＴ技
術者養成事業について」です。釧路市と連携をした中
で初の行政との連携の取り組みとお聞きしています。
実は明日からスタートというタイミングで、大変お忙
しい中でお越しいただきまして本当にありがとうござ
います。これからの釧路の明るい話題になるのではな
いかなと思います。非常に楽しみにしております。

釧路ビジネスサポートセンター k-Biz
　　　　　　　　　　　センター長　澄川　誠治様
　皆さん、こんにちは。このような機会をいただきま
してありがとうございます。k-Biz のセンター長の澄
川と申します。
先ほど八幡さんからご紹介いただいたのですが、最近
発売された全国紙のコピーを各テーブルに置かせてい
ただいています。そこで Biz モデルの代表みたいな感
じでご紹介いただいております。全国の Biz モデルの
中で一番上手くいっている Biz ということで k-Biz を
選んで、紹介していただきました。そんなに枚数は用
意していないですが、自己紹介代わりにお時間がある
時にご覧いただければと思います。
今回、「釧路の北大通りのＩＴ技術者養成事業」とい
うことでお話させていただけたらと思います。
大変ありがたいことに、いろんなメディアで取り上げ
ていただいているので講演活動もしているのではと思
われる方もいるかと思います。基本的に専門は、マン・
ツー・マンの相談事業なので、こういう１対マスの講
演活動はお断りさせていただいております。今回は「八
幡さんスペシャル」と思っていただけたら幸いです。
今後、皆さんからご依頼いただいた時にお断りするこ
と、結構あります。「あの時、喋ったじゃないか」み

たいな話があるかもしれませんが、本業としておりま
せん。基本的にマン・ツー・マンの形でやらせていた
だいていますのでよろしくお願いいたします。
それではご説明させていただきます。
こちらは、市の公式事業の説明資料となっています。
こちらをかみ砕いてご説明させていただけたらと思い
ます。
釧路市と一緒にやっている事業になります。こういっ
たＩＴ会社を立ち上げた背景ですが、k-Biz を立ち上
げて５年弱。考えたのは、４年の段階で考えさせてい
ただいたのですが、相談件数が１万件に迫るとか、相
談事業主さんが 1,000 件に迫るとか。約 8,000 事業
者のうちの 1,000 事業者さんと統計学的にもある程
度信ぴょう性がある数字というところを通過していく
中で、ＩＴベンチャーの創業がかなり少ない。ＩＴ業界
自体もかなり少ない所で、世界、日本も当然ですけれ
ども、市場が成長しているこの領域において市内にそ
ういった恩恵を受けられる事業者が存在しない。もっ
と言うと、今後、若者がこれからのビジネスマンが就
職するだろう業界に就職先が存在しないという状況に
対して、「市として取り組んでいきたい」という中で、
k-Biz が事業者を良く知っている立場から一緒に考え
ていったという経緯になります。
時を同じくして、市としても何かを始めるにあたり「使
える予算がないか」を検討している中で、国がそのよ
うな予算を作るタイミングでもありました。
これは国のホームページです。「育成 5カ年計画」と
いうものを立ち上げて始めるとあって、これに基づい
てデジタル田園都市構想という予算があり、それに合
わせて釧路市としても事業をやっていきたいと考えて
きました。
政府・国としては「スタートアップ創出」を掲げます。
ですけれども、われわれが考えたのは「スタートアッ
プ人材創出」。というこの似て非なるものだと思って
います。なぜわれわれは「人材」を付け足したのかで
す。国としては今いる人、いろんな理系の学生とか若
者にどんどん独立してほしい。起業してほしい。いろ
んな最先端のサービスをどんどん事業化してほしい、
と。それを支援するやり方、資金提供だったり、そう
いった先輩起業家のネットワークだったり、を例とし
て挙げていたようなガイドラインだったのです。
　釧路は k-Biz もあります。お金がないのか、支援す
る支援機関がないのかというと、それはそこまで大き
な問題ではないのではないか。一番の問題は、人がい
ないということです。そもそも人口がいないですし、
そもそもＩＴ人材がいないということです。
　やりたいという人の環境を整えても、何も起こらな
いだろう。それなりにいろんな企業キャンプとかブー
トキャンプ、いろんなイベント施策は国のお金を使っ
てやろうと思えばできたかもしれないです。おそらく

「空虚なもの」「やりました感じ」になって終わりだろ
うと。何も生み出さない。
そこから市役所とも本当にひざを詰めて、「本当に意
味のあることやりたいですか？」「やった感がいいで
すか？」「本当に何かを生み出したいですか、どっち
ですか？」という覚悟を一緒に決めながら、商業労政
課さんがカウンターパートの中で「本当にこの街に何
か変化を生み出したいところの覚悟感の中でやりま
しょう」と。
「であれば、人」、人がいないと意味がない。第１ステッ
プとしては、支援する仕組みではなくて人です。この
理系人材というものがこの街に住んでもらわないと何
も起こらないですね、と。ここにこだわってスタート
していきました。
じゃあ、その理系人材・ＩＴ人材・ＤＸ人材に住んで
もらうためには何か。一般的な地方自治体のアプロー
チでいうと「誘致」です。ＩＴ企業に支店を出しても
らって、ドバッと人が住んでもらうと即効性がありま
すし、ある程度のボリュームがあります。100 人の
支店など出してくれたら、それだけで地域に 100 人
のエンジニアが生まれるのです。
事業の安定性もあるのですがデメリットは、われわれ
は日本製紙の撤退を経験したばかりです。どれだけ尽
くしても、市長も知らないところで撤退が意思決定さ
れるわけです。主導権がなかったらどれだけ尽くして
も、どれだけ頑張っても、撤退に関しては知らないと
ころで決められてしまう。それは当たり前と言えば当
たり前ですが、「結構、尽くしてきたのに」というこ
とが起きるわけです。どれだけ誘致を頑張って応援し
ても撤退があるということは大きなデメリットかなと
思っています。いろんな人材も定着するかどうかはそ
の企業次第。その企業がどこまで長く進出してくれる
かどうかにかかってしまう。
あと、誘致を簡単に言うけれど誘致がなかなかできな
いわけです。「来てください」と今、1,700 自治体が
どこも言っているわけです。1,700自治体の全員が「Ｉ
Ｔ企業来てください」と言っているわけです。そうす
ると、そもそも来るのだろうかというところがありま
す。
もちろん上手くいっている所があるのです。これは四
国・徳島県の神山町です。地元の建設会社の息子さん
がスタンフォード大学に行って帰ってきて、古民家に
思いっきりエリアごとに光ファイバーを通して、
2010 年ぐらいから「ＩＴ企業、どんどん来てくださ
い」とやって今は、企業も来て、高専を作るぐらい成
功した所もあるのです。もう 2010 年から始めている
みたいな所に先行されているのです。
これを真似しても同じことは起きないのです。これを
真似して 1,700 自治体がみんな頑張っているのです
が、これはそうそう来てくれないですね。誘致をやっ

てもいいのですがなかなか実現はしない。先行してい
る所もあるということです。
であれば、作るということに加わっていきましょう。
何がいいか。繰り返しになりますが主体が釧路市にあ
るので潰れることがあっても撤退がないということで
す。自分たちが知らないところで、釧路の人が全く知
らない意思決定は存在しないということです。
大変難しいのですが、即効性もないのですが、じわじ
わ人が増えるのです。撤退がないことだし、地元企業
に就職してくれるので人材も地元にしっかり長く住ん
でくれる可能性が出る。ということで、こっちが主導
権を持てるやり方で作ろうじゃないか、というところ
です。
これが今までの自治体がやったことがないやり方なの
です。それは当たり前ですね。公共事業なので、ドブ
に捨てる、会社が破綻して無くなるようなものに公共
事業としてお金は出さないです。
なので、民間を中心にそういう会社を作る、民間と連
携をして会社を作る。でも、会社は無くなるかもしれ
ません。というものに普通は、公金を出す踏ん切りは
なかなかつかない中、釧路市が冒頭で確認した「本当
に意味のあるものを今回やるのですよね」で踏ん切り
をつけて一緒に取り組んできた形になります。
誘致ではなくて、取引です。発注してもらう。すでに
人材や会社というのは、釧路に支店を出さなくていい
ので、われわれに発注することで釧路進出をしてくれ
という、そういう企業を探して、仕事の業務としては
安定させて、仕事がある街ということです。釧路に仕
事がある街にして、そこに人を呼ぶ。仕事はあるので
人来てくださいというやり方ができないかを目指して
今回、動いた形になります。
　やっぱり誘致というのはどこかムシがいいのです
ね。これだけいろいろやりますから来てください。で
きれば長くいて下さい。あと、業績は上手くやって下
さい、みたいな感じになります。われわれとしては市
と一緒にリスクを取って覚悟を決めて、われわれは雇
用もしっかり自分たちで採用します。そのうえで、わ
れわれやお宅にメリットがあるから発注してください
と、取引というものを作り出して、釧路に雇用と人材
を生むことをやろうと決めて動いてきました。
　契約のステークホルダーは地元の皆さんです。釧路
市役所・商工団体・金融機関さんが出資して作ります。
個人の資本は１円も入っていない状態になっていま
す。これは補助事業の間だけではあるのですが、基本
的にオーナーは公共団体、公共の方々が持つという形
になっています。
そういったことを伝えて、われわれが仕事を見つけて
きた形になります。東京のベンチャー企業で伸びてい
る『SORAMICHI（ソラミチ）』というウェブ企業から
仕事をもらえて、仕事面では安定したところを作った

形になっています。
　われわれとしてこのソラミチという会社に決めた理
由としては、この会社が大手企業と付き合っているの
です。野村證券だったり、ＴＢＳだったり、大手企業
との販促支援をやっている会社になります。
われわれが人材育成をするときに、このＩＴ開発とい
う仕事は結構ピン・キリなのです。出会い系サイトや
マッチングアプリとかエロ系の仕事も山ほどあるので
す。ただ、われわれとしては「釧路で楽しそうな仕事
があるぞ」というものにならなきゃいけないし、経歴
になるような仕事にならないといけないと思ったので
「TBS のホームページを作っていたよ」「野村証券の販
促に仕組みを作って、バナーを作っていたよ」という
ような、しっかり経歴になる仕事じゃないと意味がな
いと思ったので、そういった「人に言える仕事」をやっ
ている所と組もうということで「ソラミチ」とやりま
した。
この後にも出てきますが、このソラミチという会社が、
いわゆるフロント・エンドといわれるホームページか
らサーバーサイドといわれる顧客管理システムなど幅
広くやっていました。われわれとしては多様なエンジ
ニア層を抱えられる会社になりたかったので、どこか
に特化するのではなく、地域に人材をお送り出そうと
しているので「ある分野だけ、というのはあまり良く
ない」と思って、できるだけオールジャンルで抱えた
いと思ったのでこのソラミチという会社がベストだと
判断をして契約させていただくことにしました。
その契約の上でも、われわれのガバナンスとして、管
理人材はいるけれどもＩＴプレイヤーはいないので
す。ＩＴプレイヤーがいない中で、ＩＴ会社を立ち上げ
るという無茶なものにチャレンジしているのですが、
そういった意味で教えてくれるのはソラミチ社に持っ
てください、コーチはソラミチ。われわれは人材を採
用するけども少なくとも１年間は教えるのはあなた方
です。２年目からはわれわれで自走するのですが、１
年目はあなた方が教えてください、かつ仕事も下さい。
新卒みたいな者を採っても１カ月目からちゃんとお金
を下さい、みたいな包括の業務提携をします。われわ
れにとってはかなり都合のいいことも言うのですが、
当然、制作単価みたいのは思いっきり下げて結構です。
そこをわれわれは耐えます。補助金とか自己資金を活
用しながらそこは耐えるので、われわれの会社を成長
させて下さい。それを途中で抜けられたら困るので、
３年後、補助事業が終わったら 33％の株を持ってく
ださい。これはお互いのためにです。その会社が本当
にうまく行った時に僕らが逃げたらその会社も投資損
ですし、僕らとしても適当な支援をされても困るので、
「3年後に 3分の 1は持ってください。お互いのため
にこれをやりましょう」ということで、3年後 3分の
１を持つという前提で包括的業務契約をしています。

これは先ほどの誘致ではできないのです。ここはしっ
かり契約、「われわれは雇用して、われわれもしっか
り血を出すから、３年後に向けていい会社を作りま
しょう」という話ができることで、リスクをとるから
交渉ができると思っています。誘致なら譲歩しかない
と思っています。この辺も、仕組み自体がこういった
政策でスタートしたのでできたことと思っておりま
す。
これはソラミチがやっている事業の話になります。先
ほどの繰り返しになりますが、左側がホームページな
どの領域で広告代理店がやるような集客領域なので
す。真ん中がホームページを作るデザイナーなどの制
作領域。右側がウェブコンサルという顧客管理とかの
領域になるのです。
この領域ごとにプレイヤーが違うのです。プレイヤー
が違うので自分が売りたい商品を顧客・大きなコング
ロマリットに対して売っていくことになるのですが、
彼らはどこでもソリューションを持っているので、「あ
なたは集客に課題があります」「あなたは顧客管理に
課題があります」をホントに必要なもの提案できるの
でそういう大手会社に受けているという感じです。本
来そこに、例えば広告代理店の電通や博報堂など、制
作だったら制作プロダクション、ウェブコンサルだと
コンサル会社などが入っていますが、彼らはその辺が
全部横断でやっているところが売りだったのです。そ
こが、われわれとして「この会社は成長するのではな
いか」という部分と「オールジャンルでやってくれる」
ので組んだ形になります。
ただ、これはあくまで仮説なので、この会社がコケる
かもしれません。われわれが一気に経営を追い込まれ
る可能性は常にあるわけです。なので、リスクは常に
ある状態の中で進めている状態であります。あっとい
う間に会社潰れるかもしれませんという中で、今、お
話をしたのは「大丈夫なはず」でやっていますが、何
が起こるか分かりません。という意味では公共事業と
しては非常に珍しい体制でやらせていただいていま
す。
運営資金ですが、釧路市からの補助金で年間約 1,200
万円が 3年分、3,600 万円分が出ます。先ほどの公的
団体の資本金で 54万円。あとは僕たちの手出し・役
員からの自己資金で同じくらい 3,000 万円から
3,600 万円、補助金と同額位を拠出する見込みで動い
ています。僕もすでに、この会社の準備で僕の自己資
金 1,000 万円が消えまして、会社経営は本当に大変
ですよね。皆さんもヒリヒリしながらやられています。
あっという間に 4桁消えました。そういう中で僕自
身も覚悟を決めてやらせていただいています。
先ほどのデジタル田園都市構想という予算でやろうと
思っていたのですが、これは僕も詳しくないのですが、
釧路市役所の方が通らず、結局、こちらは自主事業で

釧路市の自前予算でやることになりました。釧路市役
所職員の 2,500 人の方々が削りに削って出していた
だいた予算なので本当に責任が重たい事業だと思って
います。市として本当に数少ない自主事業で取り組め
る予算を捻出していただいたと思っています。何とし
ても形にしていかないといけないと改めて思っている
次第です。
改めてわれわれが何をなしていくか。そういうスター
トアップを作ろうから、あとは、ＩＴ企業が必要だと
いうところからスタートしました。われわれとして、
いざやるぞという時に何をなしていくかで言うと、こ
の２つプラス１つみたいなところで考えて、まず一番
上の大元の人材輩出をしていきたい。釧路にＩＴ人材
を呼び寄せて成長していただいて、どんどん地元に出
していく。それは副業であったり起業であったり、こ
の釧路のＩＴ業界というもの作っていくものになりた
いと思っています。
プラス、その下です。地域のＤＸ業務を副業として社
員がどんどん請負っていきます。もちろん独立してい
いのです。なかなかこの地域で簡単に独立できないと
思っていますので、われわれの方で基礎収入を確保し
ながらどんどん副業ＯＫで、いろんな会社さんの業務
を担っていきたい。もしくは本当に副業という状態、
ダブルワークで本当に雇用をしていただいてその企業
に入っていくのをやっていただきたい。
これはプラス・１になりますが、われわれは事務所を
せっかくなので北大通りに構えました。20代の人が
うようよ北大通りをうろつく、ランチの時間になった
ら 20代がうろうろしている所を作りたいと思いまし
て、北大通りの活性化もわれわれの社員が増えれば増
えるほど起こしていきたいと思っております。
逆にやらないことで言うと、株式会社 k-Hack 自体は、
釧路市内の発注は受け付けません。市内企業から転職
は受け付けないということでやらせていただいていま
す。なので、本当に地域の人材教育、地域のＤＸ化の
推進力にわれわれの企業を起点としてやっていきたい
と思っています。
これは少し一般論になってしまうのですが、企業のＤ
Ｘ化・日本のＤＸ化は難しい理由みたいなものは、僕
は個人的に明らかだと思っています。
上が日本の 2015 年と 2010 年のＩＴ人材、いわゆる
理系人材がどのジャンル、どの分野の会社に入ってい
ますか、です。７割以上が日本ＩＴ企業に、いわゆる
技術会社・ＩＴ会社に入っています。残りの 25％が
それ以外の分野に入っている形です。これは皆さんか
らしたら「普通だ」と思うのですね。ＩＴ人材・理系
人材がそういう専門の会社に入っているのが普通と思
うかもしれません。
下がアメリカです。アメリカの 2021 年、2015 年、
それと同じ調査ですが、アメリカの場合はＩＴ人材、

理系人材の 65％がＩＴ企業以外にいるのです。各会
社でＩＴ業務をやっている。これが日本とアメリカの
根本的な違いです。日本は、自分たちでそういう人材
を抱えてリスクを取って、何かを取り組んでもらうと
いう文化がない感じなのです。
これは難しいのです。実際、そんな人が入ってきても
業務指示書で何をしたらいいか分からない、誰が指示
をするのだ。誰がどんな仕事をさせるのだ。難しいの
ですが、自社のＤＸ化を進めるというと、そこは他社
に任せないで自社でしっかり抱えて取り組んでいくこ
とをしないと、なかなか本気では起きないということ
ですね。しっかりした人間が自社の事業もよく知って
いて、ＤＸについての知識があるからできるのです。
外部の会社と組もうが、なかなか簡単に起きない。
われわれがやりたいことは、釧路の中小企業にＩＴ人
材が副業でいいから務めている状態を作りたいと思っ
ています。これはすぐには無理で、３年ぐらいかかる
と思っています。k-Hack で育てた人間が各会社の中
に副業でいいから務めてもらって、そこですぐにはで
きないと思いますが、その会社さんの事業をしっかり
理解して、その上で自分のＩＴ知識とその会社さんの
事業環境を理解したうえでＤＸに取り組んでいく。こ
れが日本の会社は、他の会社がやれないので、この場
に行ってやれると限らないので、釧路だけそういった
仕組みができたら釧路の競争力が高いのです。釧路の
中小企業、釧路の企業の競争力を他の地域よりも上げ
ることができる。
これも理想論ですが、そういったものを想定して
k-Hack がそういう各会社さんに副業でいいから就職
する、雇用してもらう。月１社員、月２社員、週 1
社員みたいな形で入っていくことを想定しています。
これは入っただけでは使い方も分からないでしょう
し、その人も辞めたくなっちゃうかもしれない。われ
われはそこを、使い方もお伝えしていきたいですし、
そのエンジニア自体がコミュニティです。エンジニア
自体が孤立しないように。「あの会社、入ったけれど
も居づらくて」みたいにならないように、われわれは
常に場として存在し続けて、励ます存在としてやって
いきたいと思っています。
それが３年後、４年後、５年後、もしくは 10年かか
るかもしれませんが。そういった形で起きることが
k-Hack がこの地域に生まれた本当の目的だと思って
います。
われわれが人を呼んで、育てて、各地域の方に使って
いただく。そういう仕組みを今、作ろうと思って動い
ている形になります。
当然、僕もＩＴのプレイヤーじゃないです。大変あり
がたかったのは、こういった会社を作る時に、この佐
藤君です、この釧路が生んだ天才エンジニア。中学生
ぐらいからＩＴ企業にスカウトされるようなコーディ

ングの達人がいたのです。自分で事業売却した経験も
あるような人間がいるのです。その彼が釧路に帰って
きていて、釧路の仕事は一切しなかったのですが、釧
路にいながらメガベンチャーのＣＴＯをやっていたの
です。その彼が協力してくれるということで、一気に
このプロジェクトは現実味が増したところがありま
す。また釧路出身の方ですが、釧路高専を出て日本ハ
ムファイターズで、「次はカーブではないか」「次はス
トライクが来るのではないか」をやっていたデータ・
サイエンティストの兒玉君が 10月から参加すること
になっています。こういった釧路出身の人材がしっか
り協力してくれることで我々としては体制が組めたか
なと思っています。
現在の採用状況ですが、全てあけっぴろげでご説明さ
せていただきます。９月１日から釧路高専の新卒の日
本人１名が入社します。中途の韓国人で東京からの転
職で１人が入ります。日本人の大学生アルバイト、こ
れも高専卒が１人入ってきます。その後、中途・新卒
それぞれが韓国人エンジニアを採用していて、年内に
10人／月のコースを持ち切るようになることが内定
辞退されない限りは入る予定になっています。
そこで皆さんは「どうして韓国人なのだ」と率直に思
うと思います。当然、日本人を採用できたらいいので
すが、日本人のエンジニアは本当に少ないのです。本
当に少ない中で奪い合いになっています。しかも、数
が少ない、釧路に呼んでくる、中では採用しないとい
うと、日本人にこだわったら、いつまで経っても会社
が始まらないのです。
最初から年齢不問・国籍不問で募集をかけていて、韓
国人の良いルートが見つかって、今、韓国人が中心に
なっています。釧路のポータスさんにはミャンマー人
のエンジニアさんがいますし、われわれは国籍不問で
やっていて良いルートが見つかっているのは韓国だと
いうことです。
韓国の状況もご説明させていただきます。なぜと採れ
るのかでいうと、韓国は大企業戦略をずっと昔から
とっていて、ほとんど中小企業が存在しないのです。
そうすると東大・京大卒のレベルの子たちしか韓国の
大企業には就職できないのです。なので、エンジニア
になりたい人はエンジニアになれない。育成機能を国
として持っていないので、最初からそういう子たちは
育成してくれるみたいな日本の大学に入った時から、
１年生の時から日本語の勉強をしているのです。
日本でいうと東大京大以上ですね。大学の世界ランク
で 1,500 位までしか発表されていないのですが、日
本の六大学で 1,500 ギリギリかそれぐらいの層なの
ですが、僕らが採っているのは世界ランク 1,000 位
以内の韓国のエリート層です。なので、コリアンパブ
のイメージとかで韓国を見ないでいただけたらと思い
ます。めちゃくちゃ優秀です。めちゃくちゃ日本語も

喋れる、英語も喋れる、ビザもすぐ下りる。この優秀
な子たちはビザなんか即、下ります。そういう子たち
をわれわれが採用したという感じです。
どうして釧路で採用できるのか。採ってみるまで分か
らなかったことです。「釧路を知っている？　渋谷・
原宿に行けないよ」と何回も説明したのですが、それ
でも「エンジニアになれる。育成してくれるのだった
ら私は行きたいです」と言っていただいて、かなりの
ボリュームが採れているのです。
皆さんも思い出してほしいのです。今の大学生って腹
立ちますよね、割と労働意欲が低くて就職率 60%な
のです。このレベルの環境から来たら無茶苦茶、労働
意欲が高いのです。皆さまが若者に求めるような高い
労働意欲です。「社長、頑張ります」みたいな労働意
欲も圧倒的に高い、能力も高い、という人材を僕らと
しては見つけたので、そこを中心に採っています。英
語は当然、みんな喋れますので、この先の海外からの
受注というのもこの体制を使って狙って行きたいとい
う感じです。
「韓国から来て釧路に残るのか」と疑問に持たれると
思うのです。皆さんのご子息ですら残らない状況の中
で、韓国人と差がありますかという話なのです。この
人たちは「日本語を喋って、定年まで日本でやりたい」
と思って日本語を勉強してきた人たちですので、来て
からが勝負なのです。残る保証は全くないです。ただ
釧路を好きになってもらって、定年の６０歳迄しっか
り釧路でやってみたいと思わせられるか、がこっちの
勝負です。僕たちの会社が魅力的であるかどうか。釧
路という街が魅力的であるのか。釧路という企業、釧
路にある企業を見て彼らが独立したいと思うかどう
か。
それは、国籍で判断する、国籍が違うからといって判
断する時代ではないと思っています。非常に優秀な人
材が今どんどん採れています。彼らに釧路を好きに
なってもらうことも同時にやっていかないといけない
と思っています。もちろん日本人の採用もずっと続き
ますけど、今後、国籍がどういうバランスになるかは
僕自身も分からないです。優秀な人、労働意欲の高い
ルートを常に見つけて採っていきたいと思っていま

す。
今後、補助事業の３年で体制を整えさせていただいて、
年商を少なくとも４億円、従業員 50名、これはハー
ドル高いのですが、従業員 50名ぐらいの規模になっ
ていきたいと思っています。補助事業終わった後から
は、研修事業、いろんな中小事業さん、金融機関から
の学び直し、先ほどの各会社に送り出すところもあり
ます。何なら中の筋がよさそうな人をわれわれの会社
で育てさせていただくみたいな受け入れ事業もあるの
かなと思います。釧路の問題である収入が低い層・未
経験者からの採用をやっていきたいですし、ハロー
ワークでレベルの高いプログラムをやってくれたらわ
れわれが採用しますよ。釧路刑務所は初犯刑務所なの
であまり重大な犯罪の人はいないので釧路刑務所でレ
ベルの高いプログラムを終了した人はわれわれが採用
するよ。シングルマザーとか生活保護受給者も手に職
をつければプログラミングで暮らして行けますから、
というところを支援していきたいと思っています。わ
れわれが一旦、請負でやっていきますが自社サービス
もやっていきたいと思っています。
最近のニュースですが、学び直しに 30億円で、「正
社員 7割に 30億円使って学び直しさせますよ」とか
の動きが始まっているので、これの中小企業版、地方
版みたいなものを事業としてやって行きたいと検討し
ているところです。
すみません、時間が過ぎてしまいましたが、私が釧路
でやりたいことまだまだいろいろありまして、公教育
も変えていきたいですし、いろんな街中再生もやって
いきたいです。いろいろやりたいことありますので、
皆さまに投資のお願いにお伺いすることもありますの
で、ぜひお話を聞いていただけたらと思います。
「元々、そういう気あるよ」という方は、事前に教え
ておいていただけるとどんどんお伺いさせていただき
ます。よろしくお願いいたします。
お時間が過ぎてしまいました。以上になります、あり
がとうございます。



 

■ 本日のプログラム ■
講師例会「釧路北大通での IT 技術者養成事業について」

　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さま、改めま
してこんにちは。
お食事の方はどう
ぞお続けになって
お耳だけ傾けてい
ただければと思い
ます。
本日、先ほど申し上げましたが、澄川様には大変お忙
しい中、こうしてわれわれのために例会での講話を引
き受けていただきまして心から感謝申し上げます。本
当にありがとうございます。
後ほど、ニコニコ献金でもご紹介あるかと思います。
澄川様とは最近ご縁が生まれまして、私が k-Biz 様の
相談者 1,000 人目ということで大変光栄な取材を受
けさせていただきまして、先日の釧路新聞でも報道さ
れたところで、ご覧になった方がいるかなと思うので
す。
私の相談内容は、僕のお店が釧路市のリバーサイドに
あるものですから、そのリバーサイドゾーンの立地を
活用して、もちろんお客様を増やすということと、名
物になるようなフォトスポットやシンボルゾーンにな
るような働きができないかとご相談させていただきま
した。今、いろんな国や道や市の補助金を活用して、
なんとかできないかと相談を継続させていただいてい
るところです。

ここにおられる皆さま、企業の大・小は関わらず、若
い社員の皆さまのアイデアとか、取り組みを実際に具
現化して、街のため、企業のためになる取り組みを多
くされている k-Biz です。わがクラブにも、滝波君が
ビルのアプリケーション開発のお手伝いをいだたきま
した。舟木米穀店さんではコーヒーの商品化・ブラン
ディングの相談に行って実現されています。ぜひご興
味のある方は澄川様を通じてぜひご活用いただければ
と思っております。
後ほど。詳しくお話いただきますが、釧路市と k-Biz
様が中心となってＩＴ分野の事業に挑戦されます。
私が本年当初から掲げております「より釧路のことを
深く知ろう」というところで、皆さまと今日も有意義
な時間で学びを深めていきたいと思っております。本
日一日どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事挨拶　佐藤　貴之幹事
　皆さま、こんにちは。幹事報告になります。ロータ
リアンマスターズゴルフ大会のご案内です。こちら先
週の委員会報告で前田君よりご報告ありましたが、重
ねてのご案内となります。開催日時ですが９月 24日
（日曜日）12時 30分より、釧路カントリークラブ東
コースにて開催されます。締め切りが９月14日となっ
ておりますので皆さまよろしくお願いします。
当初は、同じ日程でナユタの会が開催予定となってい
ましたが、日にちを変更していただいております。ナ

ユタの会の皆さま、どうもありがとうございます。
各クラブの例会案内はお手元の例会案内をご覧いただ
きますようお願いします。

新入会員のご紹介　スポンサー　曾我部元親君
　それでは、佐藤伸昭さんのご紹介をさせていただき
ます。
佐藤さんは昭和 34年、旭川市で生まれております。
18歳まで旭川にいて、札幌の大学に進学されました。
卒業後はトーヨーサッシ、現在のリクシル（LIXIL）
に就職されました。約 20年前からは、グループ会社
の不動産ＦＣ本部・北海道支店長としてご活躍されま
した。
その後ご縁があり、現在のユタカコーポレーションに
お勤めになっております。現在、社長としてその手腕
を発揮されております。自宅は江別市にありまして、
家族はそちらにおります。現在は、釧路で単身・長期
出張中の状態です。
趣味はゴルフ・麻雀は残念ながらおやりにならない。
休日の帰省時にはもっぱら２匹のニャンコと戯れるこ
と。あと、車や部屋の模様替えなどが趣味で楽しんで
いるようです。それと趣味として、あまり聞いたこと
ない「統計などのデータを見ることだ」と。どんな統
計を見ると興奮するのか気になるところであります。
かなり真面目な方だと推察されます。ちなみに私との
付き合いですが、中小企業家同友会の仲間ということ
で、常に勉強しているのです。先日も隣同士になった
のですが、非常に真面目に勉強される姿を見て、間違
いない人だなと思っております。きっと釧路ロータ
リークラブの活動においてもご活躍されること間違い
ないと思います。次期役員の方々は目をつけておいて
も良いのではないかなと思います。
それでは佐藤さんから自己紹介をしていただきたいと
思います。

新入会員挨拶　
ユタカコーポレーション　代表取締役　佐藤　伸昭君

　はじめまして、佐
藤伸昭と申します。
今回、伝統と歴史の
ある釧路ロータリー
クラブに皆さん満場
一致でお迎えいただ
いたこと本当に嬉し

く思います。紹介いただいたユタカコーポレーション
という不動産会社で６月から代表として席を置かせて
いただいております。
企業の仕事・ビジネスとは別に人を磨きたくて、諸先
輩方にいろいろご指導いただきたいと考えておりま
す。生まれた時のキャラがすごく引っ込み思案の一

人っ子なのです。育ったキャラは、出しゃばりのお喋
りというようなキャラで生きてきております。ぜひ、
そこの席の方では「お前何者だ」とお声がけしていた
だければ幸いと存じます。
簡単ではございますが、ご挨拶させていただきました。
今後ともひとつよろしくお願いします。ありがとうご
ざいます。

スポンサー　木下　正明君
　皆さん、こんに
ちは。曾我部さん
が流れるようなご
紹介をされたので
とてもやりづらい
のですが、ご紹介
させていただきま
す。今回、新入会員になりました桑島洋平さんです。
ＮＨＫ釧路放送局の局長さんで、前任の小野正晴君の
後任となります。ご家族は奥さまと娘さんがおります
が、今、札幌の方にお住まいで、娘さんは高校２年生
ということです。
生年月日が昭和 42年１月 18日で 56歳になります。
１月 18日生まれは私の息子と同じで、全然気にしな
くていいのですが勝手に縁があるなと思っています。
ご出身は仙台で、釧路と似たような雰囲気もありまし
て、炉端があるような所です。
また、趣味は旅行です。ひがし北海道をご担当であり
ますし、ひがし北海道を堪能していただきまして釧路
のファンになっていただければありがたいと思いま
す。ＮＨＫの皆さんは本当になじみ深くて、たくさん
の仲間作っていただいて、楽しん離釧していただくこ
とになると思います。どうぞ出席を多くしていただい
て皆さんと馴染んでいただければと思います。
趣味の方は最近多いのですが、ゴルフと麻雀はされな
いということです。お酒は「好き」ということです。
皆さん遠慮なくお誘いをいただければと思うところで
す。
では、ご本人から自己紹介をよろしくお願いします。

ＮＨＫ釧路放送局　局長　桑島　洋平君
　ご紹介いただきま
したＮＨＫの桑島と
申します。歴史と伝
統のあるこの釧路
ロータリークラブに
入会をお認めいただ
きまして本当にあり

がとうございます。
私はいま局長という立場なのですが、平成３年にＮＨ
Ｋに入っておりまして、この時の初任地がこの釧路な

のです。ＮＨＫの代打の局長でも、初任地に局長で戻っ
て来ることはほとんどなくて、今回は非常に嬉しいと
思って戻ってまいりました。
平成３年と言いますと、漁業と炭鉱・製紙など記者と
しても取材の機会をたくさんいただいて、漁船に乗ら
せていただいたり、炭鉱ですと実際に坑内に入れてい
ただいたり、いろんな経験をさせていただきました。
北方領土も当時はビザなし渡航がありましたので国後
などにも行かせていただいて、釧路・根室の方々、こ
の道東の方々に本当に育てられて、私は記者出身なの
ですがその後の記者人生を決定づけた釧路です。
平成３年に入って６年間この釧路に住んでいました。
そういう意味では本当に忘れられない土地です。最後
に、妻の話がありました。妻も実は釧路の人間でして
今回、単身赴任になったのですが一番釧路に行きた
がったのは妻でした。娘が札幌の高校にいるもので、
どうしても。つい最近も釧路に来て、私のアパートに
「かなり長居して住めるのではないか。やっぱり釧路、
いいな。今度、また来る」と言っていました。
それぐらい釧路という魅力ある土地に再び戻って来ら
れて、また私のプライベートでも家族が住む第二の故
郷という所でして、大事な土地で過ごせることを非常
に嬉しく思っています。
皆さまにいろいろご指導いただいて、ＮＨＫとして地
域に貢献し、私個人としてもこの土地でかけがえのな
い経験を積めればと思います。
皆さま、いろいろご指導をよろしくお願いいたします。
ありがとうございました。

歓迎の言葉　後藤　公貴会長　
　改めまして、佐藤君、桑島君、ご入会、本当におめ
でとうございます。心より歓迎を申し上げます。
敬称が「君」になったということは、正式に私どもの
お仲間になっていただいたということでご理解いただ
ければ思います。私も 11年、このロータリーにいま
すが、引っ込み思案の一人っ子でしたが、しっかりと
皆さま方に可愛がっていただいて現在があるというと
ころです。お二人には、私ども会員の権利であります
「出席」を数多くその機会を行使していただいて 1日
でも早くわれわれに慣れていただければと思います。
今後ともよろしくお願い申し上げます。
お二人の所属委員会ですが、親睦活動委員会になりま
す。本日、濱口委員会が来ております。
ぜひご活躍期待しております。よろしくお願いします。

プログラム委員会　八幡　好洋委員長
　皆さん、こんにち
は。プログラム委員
会の八幡です。本日
は k-Biz センター長
をされております澄
川誠治さんに講師と
してお越しいただい
ております。私から紹介するまでもなく、澄川さんの
ご活躍は皆さんご存じのことと思います。2018 年に
釧路にいらっしゃって、わずか５年程ですが k-Biz の
取り組みは全国各地にある Biz の中でも大変すばらし
い成績を修めているとお聞きしています。澄川さんの
ご活躍も釧路のみならず全国の Biz を取りまとめる役
割を担っていて、釧路を飛び越えて様々な場面でのご
活躍をいただいております。
本日お話いただくテーマは「釧路北大通りでのＩＴ技
術者養成事業について」です。釧路市と連携をした中
で初の行政との連携の取り組みとお聞きしています。
実は明日からスタートというタイミングで、大変お忙
しい中でお越しいただきまして本当にありがとうござ
います。これからの釧路の明るい話題になるのではな
いかなと思います。非常に楽しみにしております。

釧路ビジネスサポートセンター k-Biz
　　　　　　　　　　　センター長　澄川　誠治様
　皆さん、こんにちは。このような機会をいただきま
してありがとうございます。k-Biz のセンター長の澄
川と申します。
先ほど八幡さんからご紹介いただいたのですが、最近
発売された全国紙のコピーを各テーブルに置かせてい
ただいています。そこで Biz モデルの代表みたいな感
じでご紹介いただいております。全国の Biz モデルの
中で一番上手くいっている Biz ということで k-Biz を
選んで、紹介していただきました。そんなに枚数は用
意していないですが、自己紹介代わりにお時間がある
時にご覧いただければと思います。
今回、「釧路の北大通りのＩＴ技術者養成事業」とい
うことでお話させていただけたらと思います。
大変ありがたいことに、いろんなメディアで取り上げ
ていただいているので講演活動もしているのではと思
われる方もいるかと思います。基本的に専門は、マン・
ツー・マンの相談事業なので、こういう１対マスの講
演活動はお断りさせていただいております。今回は「八
幡さんスペシャル」と思っていただけたら幸いです。
今後、皆さんからご依頼いただいた時にお断りするこ
と、結構あります。「あの時、喋ったじゃないか」み

たいな話があるかもしれませんが、本業としておりま
せん。基本的にマン・ツー・マンの形でやらせていた
だいていますのでよろしくお願いいたします。
それではご説明させていただきます。
こちらは、市の公式事業の説明資料となっています。
こちらをかみ砕いてご説明させていただけたらと思い
ます。
釧路市と一緒にやっている事業になります。こういっ
たＩＴ会社を立ち上げた背景ですが、k-Biz を立ち上
げて５年弱。考えたのは、４年の段階で考えさせてい
ただいたのですが、相談件数が１万件に迫るとか、相
談事業主さんが 1,000 件に迫るとか。約 8,000 事業
者のうちの 1,000 事業者さんと統計学的にもある程
度信ぴょう性がある数字というところを通過していく
中で、ＩＴベンチャーの創業がかなり少ない。ＩＴ業界
自体もかなり少ない所で、世界、日本も当然ですけれ
ども、市場が成長しているこの領域において市内にそ
ういった恩恵を受けられる事業者が存在しない。もっ
と言うと、今後、若者がこれからのビジネスマンが就
職するだろう業界に就職先が存在しないという状況に
対して、「市として取り組んでいきたい」という中で、
k-Biz が事業者を良く知っている立場から一緒に考え
ていったという経緯になります。
時を同じくして、市としても何かを始めるにあたり「使
える予算がないか」を検討している中で、国がそのよ
うな予算を作るタイミングでもありました。
これは国のホームページです。「育成 5カ年計画」と
いうものを立ち上げて始めるとあって、これに基づい
てデジタル田園都市構想という予算があり、それに合
わせて釧路市としても事業をやっていきたいと考えて
きました。
政府・国としては「スタートアップ創出」を掲げます。
ですけれども、われわれが考えたのは「スタートアッ
プ人材創出」。というこの似て非なるものだと思って
います。なぜわれわれは「人材」を付け足したのかで
す。国としては今いる人、いろんな理系の学生とか若
者にどんどん独立してほしい。起業してほしい。いろ
んな最先端のサービスをどんどん事業化してほしい、
と。それを支援するやり方、資金提供だったり、そう
いった先輩起業家のネットワークだったり、を例とし
て挙げていたようなガイドラインだったのです。
　釧路は k-Biz もあります。お金がないのか、支援す
る支援機関がないのかというと、それはそこまで大き
な問題ではないのではないか。一番の問題は、人がい
ないということです。そもそも人口がいないですし、
そもそもＩＴ人材がいないということです。
　やりたいという人の環境を整えても、何も起こらな
いだろう。それなりにいろんな企業キャンプとかブー
トキャンプ、いろんなイベント施策は国のお金を使っ
てやろうと思えばできたかもしれないです。おそらく

「空虚なもの」「やりました感じ」になって終わりだろ
うと。何も生み出さない。
そこから市役所とも本当にひざを詰めて、「本当に意
味のあることやりたいですか？」「やった感がいいで
すか？」「本当に何かを生み出したいですか、どっち
ですか？」という覚悟を一緒に決めながら、商業労政
課さんがカウンターパートの中で「本当にこの街に何
か変化を生み出したいところの覚悟感の中でやりま
しょう」と。
「であれば、人」、人がいないと意味がない。第１ステッ
プとしては、支援する仕組みではなくて人です。この
理系人材というものがこの街に住んでもらわないと何
も起こらないですね、と。ここにこだわってスタート
していきました。
じゃあ、その理系人材・ＩＴ人材・ＤＸ人材に住んで
もらうためには何か。一般的な地方自治体のアプロー
チでいうと「誘致」です。ＩＴ企業に支店を出しても
らって、ドバッと人が住んでもらうと即効性がありま
すし、ある程度のボリュームがあります。100 人の
支店など出してくれたら、それだけで地域に 100 人
のエンジニアが生まれるのです。
事業の安定性もあるのですがデメリットは、われわれ
は日本製紙の撤退を経験したばかりです。どれだけ尽
くしても、市長も知らないところで撤退が意思決定さ
れるわけです。主導権がなかったらどれだけ尽くして
も、どれだけ頑張っても、撤退に関しては知らないと
ころで決められてしまう。それは当たり前と言えば当
たり前ですが、「結構、尽くしてきたのに」というこ
とが起きるわけです。どれだけ誘致を頑張って応援し
ても撤退があるということは大きなデメリットかなと
思っています。いろんな人材も定着するかどうかはそ
の企業次第。その企業がどこまで長く進出してくれる
かどうかにかかってしまう。
あと、誘致を簡単に言うけれど誘致がなかなかできな
いわけです。「来てください」と今、1,700 自治体が
どこも言っているわけです。1,700自治体の全員が「Ｉ
Ｔ企業来てください」と言っているわけです。そうす
ると、そもそも来るのだろうかというところがありま
す。
もちろん上手くいっている所があるのです。これは四
国・徳島県の神山町です。地元の建設会社の息子さん
がスタンフォード大学に行って帰ってきて、古民家に
思いっきりエリアごとに光ファイバーを通して、
2010 年ぐらいから「ＩＴ企業、どんどん来てくださ
い」とやって今は、企業も来て、高専を作るぐらい成
功した所もあるのです。もう 2010 年から始めている
みたいな所に先行されているのです。
これを真似しても同じことは起きないのです。これを
真似して 1,700 自治体がみんな頑張っているのです
が、これはそうそう来てくれないですね。誘致をやっ

てもいいのですがなかなか実現はしない。先行してい
る所もあるということです。
であれば、作るということに加わっていきましょう。
何がいいか。繰り返しになりますが主体が釧路市にあ
るので潰れることがあっても撤退がないということで
す。自分たちが知らないところで、釧路の人が全く知
らない意思決定は存在しないということです。
大変難しいのですが、即効性もないのですが、じわじ
わ人が増えるのです。撤退がないことだし、地元企業
に就職してくれるので人材も地元にしっかり長く住ん
でくれる可能性が出る。ということで、こっちが主導
権を持てるやり方で作ろうじゃないか、というところ
です。
これが今までの自治体がやったことがないやり方なの
です。それは当たり前ですね。公共事業なので、ドブ
に捨てる、会社が破綻して無くなるようなものに公共
事業としてお金は出さないです。
なので、民間を中心にそういう会社を作る、民間と連
携をして会社を作る。でも、会社は無くなるかもしれ
ません。というものに普通は、公金を出す踏ん切りは
なかなかつかない中、釧路市が冒頭で確認した「本当
に意味のあるものを今回やるのですよね」で踏ん切り
をつけて一緒に取り組んできた形になります。
誘致ではなくて、取引です。発注してもらう。すでに
人材や会社というのは、釧路に支店を出さなくていい
ので、われわれに発注することで釧路進出をしてくれ
という、そういう企業を探して、仕事の業務としては
安定させて、仕事がある街ということです。釧路に仕
事がある街にして、そこに人を呼ぶ。仕事はあるので
人来てくださいというやり方ができないかを目指して
今回、動いた形になります。
　やっぱり誘致というのはどこかムシがいいのです
ね。これだけいろいろやりますから来てください。で
きれば長くいて下さい。あと、業績は上手くやって下
さい、みたいな感じになります。われわれとしては市
と一緒にリスクを取って覚悟を決めて、われわれは雇
用もしっかり自分たちで採用します。そのうえで、わ
れわれやお宅にメリットがあるから発注してください
と、取引というものを作り出して、釧路に雇用と人材
を生むことをやろうと決めて動いてきました。
　契約のステークホルダーは地元の皆さんです。釧路
市役所・商工団体・金融機関さんが出資して作ります。
個人の資本は１円も入っていない状態になっていま
す。これは補助事業の間だけではあるのですが、基本
的にオーナーは公共団体、公共の方々が持つという形
になっています。
そういったことを伝えて、われわれが仕事を見つけて
きた形になります。東京のベンチャー企業で伸びてい
る『SORAMICHI（ソラミチ）』というウェブ企業から
仕事をもらえて、仕事面では安定したところを作った

形になっています。
　われわれとしてこのソラミチという会社に決めた理
由としては、この会社が大手企業と付き合っているの
です。野村證券だったり、ＴＢＳだったり、大手企業
との販促支援をやっている会社になります。
われわれが人材育成をするときに、このＩＴ開発とい
う仕事は結構ピン・キリなのです。出会い系サイトや
マッチングアプリとかエロ系の仕事も山ほどあるので
す。ただ、われわれとしては「釧路で楽しそうな仕事
があるぞ」というものにならなきゃいけないし、経歴
になるような仕事にならないといけないと思ったので
「TBS のホームページを作っていたよ」「野村証券の販
促に仕組みを作って、バナーを作っていたよ」という
ような、しっかり経歴になる仕事じゃないと意味がな
いと思ったので、そういった「人に言える仕事」をやっ
ている所と組もうということで「ソラミチ」とやりま
した。
この後にも出てきますが、このソラミチという会社が、
いわゆるフロント・エンドといわれるホームページか
らサーバーサイドといわれる顧客管理システムなど幅
広くやっていました。われわれとしては多様なエンジ
ニア層を抱えられる会社になりたかったので、どこか
に特化するのではなく、地域に人材をお送り出そうと
しているので「ある分野だけ、というのはあまり良く
ない」と思って、できるだけオールジャンルで抱えた
いと思ったのでこのソラミチという会社がベストだと
判断をして契約させていただくことにしました。
その契約の上でも、われわれのガバナンスとして、管
理人材はいるけれどもＩＴプレイヤーはいないので
す。ＩＴプレイヤーがいない中で、ＩＴ会社を立ち上げ
るという無茶なものにチャレンジしているのですが、
そういった意味で教えてくれるのはソラミチ社に持っ
てください、コーチはソラミチ。われわれは人材を採
用するけども少なくとも１年間は教えるのはあなた方
です。２年目からはわれわれで自走するのですが、１
年目はあなた方が教えてください、かつ仕事も下さい。
新卒みたいな者を採っても１カ月目からちゃんとお金
を下さい、みたいな包括の業務提携をします。われわ
れにとってはかなり都合のいいことも言うのですが、
当然、制作単価みたいのは思いっきり下げて結構です。
そこをわれわれは耐えます。補助金とか自己資金を活
用しながらそこは耐えるので、われわれの会社を成長
させて下さい。それを途中で抜けられたら困るので、
３年後、補助事業が終わったら 33％の株を持ってく
ださい。これはお互いのためにです。その会社が本当
にうまく行った時に僕らが逃げたらその会社も投資損
ですし、僕らとしても適当な支援をされても困るので、
「3年後に 3分の 1は持ってください。お互いのため
にこれをやりましょう」ということで、3年後 3分の
１を持つという前提で包括的業務契約をしています。

これは先ほどの誘致ではできないのです。ここはしっ
かり契約、「われわれは雇用して、われわれもしっか
り血を出すから、３年後に向けていい会社を作りま
しょう」という話ができることで、リスクをとるから
交渉ができると思っています。誘致なら譲歩しかない
と思っています。この辺も、仕組み自体がこういった
政策でスタートしたのでできたことと思っておりま
す。
これはソラミチがやっている事業の話になります。先
ほどの繰り返しになりますが、左側がホームページな
どの領域で広告代理店がやるような集客領域なので
す。真ん中がホームページを作るデザイナーなどの制
作領域。右側がウェブコンサルという顧客管理とかの
領域になるのです。
この領域ごとにプレイヤーが違うのです。プレイヤー
が違うので自分が売りたい商品を顧客・大きなコング
ロマリットに対して売っていくことになるのですが、
彼らはどこでもソリューションを持っているので、「あ
なたは集客に課題があります」「あなたは顧客管理に
課題があります」をホントに必要なもの提案できるの
でそういう大手会社に受けているという感じです。本
来そこに、例えば広告代理店の電通や博報堂など、制
作だったら制作プロダクション、ウェブコンサルだと
コンサル会社などが入っていますが、彼らはその辺が
全部横断でやっているところが売りだったのです。そ
こが、われわれとして「この会社は成長するのではな
いか」という部分と「オールジャンルでやってくれる」
ので組んだ形になります。
ただ、これはあくまで仮説なので、この会社がコケる
かもしれません。われわれが一気に経営を追い込まれ
る可能性は常にあるわけです。なので、リスクは常に
ある状態の中で進めている状態であります。あっとい
う間に会社潰れるかもしれませんという中で、今、お
話をしたのは「大丈夫なはず」でやっていますが、何
が起こるか分かりません。という意味では公共事業と
しては非常に珍しい体制でやらせていただいていま
す。
運営資金ですが、釧路市からの補助金で年間約 1,200
万円が 3年分、3,600 万円分が出ます。先ほどの公的
団体の資本金で 54万円。あとは僕たちの手出し・役
員からの自己資金で同じくらい 3,000 万円から
3,600 万円、補助金と同額位を拠出する見込みで動い
ています。僕もすでに、この会社の準備で僕の自己資
金 1,000 万円が消えまして、会社経営は本当に大変
ですよね。皆さんもヒリヒリしながらやられています。
あっという間に 4桁消えました。そういう中で僕自
身も覚悟を決めてやらせていただいています。
先ほどのデジタル田園都市構想という予算でやろうと
思っていたのですが、これは僕も詳しくないのですが、
釧路市役所の方が通らず、結局、こちらは自主事業で

釧路市の自前予算でやることになりました。釧路市役
所職員の 2,500 人の方々が削りに削って出していた
だいた予算なので本当に責任が重たい事業だと思って
います。市として本当に数少ない自主事業で取り組め
る予算を捻出していただいたと思っています。何とし
ても形にしていかないといけないと改めて思っている
次第です。
改めてわれわれが何をなしていくか。そういうスター
トアップを作ろうから、あとは、ＩＴ企業が必要だと
いうところからスタートしました。われわれとして、
いざやるぞという時に何をなしていくかで言うと、こ
の２つプラス１つみたいなところで考えて、まず一番
上の大元の人材輩出をしていきたい。釧路にＩＴ人材
を呼び寄せて成長していただいて、どんどん地元に出
していく。それは副業であったり起業であったり、こ
の釧路のＩＴ業界というもの作っていくものになりた
いと思っています。
プラス、その下です。地域のＤＸ業務を副業として社
員がどんどん請負っていきます。もちろん独立してい
いのです。なかなかこの地域で簡単に独立できないと
思っていますので、われわれの方で基礎収入を確保し
ながらどんどん副業ＯＫで、いろんな会社さんの業務
を担っていきたい。もしくは本当に副業という状態、
ダブルワークで本当に雇用をしていただいてその企業
に入っていくのをやっていただきたい。
これはプラス・１になりますが、われわれは事務所を
せっかくなので北大通りに構えました。20代の人が
うようよ北大通りをうろつく、ランチの時間になった
ら 20代がうろうろしている所を作りたいと思いまし
て、北大通りの活性化もわれわれの社員が増えれば増
えるほど起こしていきたいと思っております。
逆にやらないことで言うと、株式会社 k-Hack 自体は、
釧路市内の発注は受け付けません。市内企業から転職
は受け付けないということでやらせていただいていま
す。なので、本当に地域の人材教育、地域のＤＸ化の
推進力にわれわれの企業を起点としてやっていきたい
と思っています。
これは少し一般論になってしまうのですが、企業のＤ
Ｘ化・日本のＤＸ化は難しい理由みたいなものは、僕
は個人的に明らかだと思っています。
上が日本の 2015 年と 2010 年のＩＴ人材、いわゆる
理系人材がどのジャンル、どの分野の会社に入ってい
ますか、です。７割以上が日本ＩＴ企業に、いわゆる
技術会社・ＩＴ会社に入っています。残りの 25％が
それ以外の分野に入っている形です。これは皆さんか
らしたら「普通だ」と思うのですね。ＩＴ人材・理系
人材がそういう専門の会社に入っているのが普通と思
うかもしれません。
下がアメリカです。アメリカの 2021 年、2015 年、
それと同じ調査ですが、アメリカの場合はＩＴ人材、

理系人材の 65％がＩＴ企業以外にいるのです。各会
社でＩＴ業務をやっている。これが日本とアメリカの
根本的な違いです。日本は、自分たちでそういう人材
を抱えてリスクを取って、何かを取り組んでもらうと
いう文化がない感じなのです。
これは難しいのです。実際、そんな人が入ってきても
業務指示書で何をしたらいいか分からない、誰が指示
をするのだ。誰がどんな仕事をさせるのだ。難しいの
ですが、自社のＤＸ化を進めるというと、そこは他社
に任せないで自社でしっかり抱えて取り組んでいくこ
とをしないと、なかなか本気では起きないということ
ですね。しっかりした人間が自社の事業もよく知って
いて、ＤＸについての知識があるからできるのです。
外部の会社と組もうが、なかなか簡単に起きない。
われわれがやりたいことは、釧路の中小企業にＩＴ人
材が副業でいいから務めている状態を作りたいと思っ
ています。これはすぐには無理で、３年ぐらいかかる
と思っています。k-Hack で育てた人間が各会社の中
に副業でいいから務めてもらって、そこですぐにはで
きないと思いますが、その会社さんの事業をしっかり
理解して、その上で自分のＩＴ知識とその会社さんの
事業環境を理解したうえでＤＸに取り組んでいく。こ
れが日本の会社は、他の会社がやれないので、この場
に行ってやれると限らないので、釧路だけそういった
仕組みができたら釧路の競争力が高いのです。釧路の
中小企業、釧路の企業の競争力を他の地域よりも上げ
ることができる。
これも理想論ですが、そういったものを想定して
k-Hack がそういう各会社さんに副業でいいから就職
する、雇用してもらう。月１社員、月２社員、週 1
社員みたいな形で入っていくことを想定しています。
これは入っただけでは使い方も分からないでしょう
し、その人も辞めたくなっちゃうかもしれない。われ
われはそこを、使い方もお伝えしていきたいですし、
そのエンジニア自体がコミュニティです。エンジニア
自体が孤立しないように。「あの会社、入ったけれど
も居づらくて」みたいにならないように、われわれは
常に場として存在し続けて、励ます存在としてやって
いきたいと思っています。
それが３年後、４年後、５年後、もしくは 10年かか
るかもしれませんが。そういった形で起きることが
k-Hack がこの地域に生まれた本当の目的だと思って
います。
われわれが人を呼んで、育てて、各地域の方に使って
いただく。そういう仕組みを今、作ろうと思って動い
ている形になります。
当然、僕もＩＴのプレイヤーじゃないです。大変あり
がたかったのは、こういった会社を作る時に、この佐
藤君です、この釧路が生んだ天才エンジニア。中学生
ぐらいからＩＴ企業にスカウトされるようなコーディ

ングの達人がいたのです。自分で事業売却した経験も
あるような人間がいるのです。その彼が釧路に帰って
きていて、釧路の仕事は一切しなかったのですが、釧
路にいながらメガベンチャーのＣＴＯをやっていたの
です。その彼が協力してくれるということで、一気に
このプロジェクトは現実味が増したところがありま
す。また釧路出身の方ですが、釧路高専を出て日本ハ
ムファイターズで、「次はカーブではないか」「次はス
トライクが来るのではないか」をやっていたデータ・
サイエンティストの兒玉君が 10月から参加すること
になっています。こういった釧路出身の人材がしっか
り協力してくれることで我々としては体制が組めたか
なと思っています。
現在の採用状況ですが、全てあけっぴろげでご説明さ
せていただきます。９月１日から釧路高専の新卒の日
本人１名が入社します。中途の韓国人で東京からの転
職で１人が入ります。日本人の大学生アルバイト、こ
れも高専卒が１人入ってきます。その後、中途・新卒
それぞれが韓国人エンジニアを採用していて、年内に
10人／月のコースを持ち切るようになることが内定
辞退されない限りは入る予定になっています。
そこで皆さんは「どうして韓国人なのだ」と率直に思
うと思います。当然、日本人を採用できたらいいので
すが、日本人のエンジニアは本当に少ないのです。本
当に少ない中で奪い合いになっています。しかも、数
が少ない、釧路に呼んでくる、中では採用しないとい
うと、日本人にこだわったら、いつまで経っても会社
が始まらないのです。
最初から年齢不問・国籍不問で募集をかけていて、韓
国人の良いルートが見つかって、今、韓国人が中心に
なっています。釧路のポータスさんにはミャンマー人
のエンジニアさんがいますし、われわれは国籍不問で
やっていて良いルートが見つかっているのは韓国だと
いうことです。
韓国の状況もご説明させていただきます。なぜと採れ
るのかでいうと、韓国は大企業戦略をずっと昔から
とっていて、ほとんど中小企業が存在しないのです。
そうすると東大・京大卒のレベルの子たちしか韓国の
大企業には就職できないのです。なので、エンジニア
になりたい人はエンジニアになれない。育成機能を国
として持っていないので、最初からそういう子たちは
育成してくれるみたいな日本の大学に入った時から、
１年生の時から日本語の勉強をしているのです。
日本でいうと東大京大以上ですね。大学の世界ランク
で 1,500 位までしか発表されていないのですが、日
本の六大学で 1,500 ギリギリかそれぐらいの層なの
ですが、僕らが採っているのは世界ランク 1,000 位
以内の韓国のエリート層です。なので、コリアンパブ
のイメージとかで韓国を見ないでいただけたらと思い
ます。めちゃくちゃ優秀です。めちゃくちゃ日本語も

喋れる、英語も喋れる、ビザもすぐ下りる。この優秀
な子たちはビザなんか即、下ります。そういう子たち
をわれわれが採用したという感じです。
どうして釧路で採用できるのか。採ってみるまで分か
らなかったことです。「釧路を知っている？　渋谷・
原宿に行けないよ」と何回も説明したのですが、それ
でも「エンジニアになれる。育成してくれるのだった
ら私は行きたいです」と言っていただいて、かなりの
ボリュームが採れているのです。
皆さんも思い出してほしいのです。今の大学生って腹
立ちますよね、割と労働意欲が低くて就職率 60%な
のです。このレベルの環境から来たら無茶苦茶、労働
意欲が高いのです。皆さまが若者に求めるような高い
労働意欲です。「社長、頑張ります」みたいな労働意
欲も圧倒的に高い、能力も高い、という人材を僕らと
しては見つけたので、そこを中心に採っています。英
語は当然、みんな喋れますので、この先の海外からの
受注というのもこの体制を使って狙って行きたいとい
う感じです。
「韓国から来て釧路に残るのか」と疑問に持たれると
思うのです。皆さんのご子息ですら残らない状況の中
で、韓国人と差がありますかという話なのです。この
人たちは「日本語を喋って、定年まで日本でやりたい」
と思って日本語を勉強してきた人たちですので、来て
からが勝負なのです。残る保証は全くないです。ただ
釧路を好きになってもらって、定年の６０歳迄しっか
り釧路でやってみたいと思わせられるか、がこっちの
勝負です。僕たちの会社が魅力的であるかどうか。釧
路という街が魅力的であるのか。釧路という企業、釧
路にある企業を見て彼らが独立したいと思うかどう
か。
それは、国籍で判断する、国籍が違うからといって判
断する時代ではないと思っています。非常に優秀な人
材が今どんどん採れています。彼らに釧路を好きに
なってもらうことも同時にやっていかないといけない
と思っています。もちろん日本人の採用もずっと続き
ますけど、今後、国籍がどういうバランスになるかは
僕自身も分からないです。優秀な人、労働意欲の高い
ルートを常に見つけて採っていきたいと思っていま

す。
今後、補助事業の３年で体制を整えさせていただいて、
年商を少なくとも４億円、従業員 50名、これはハー
ドル高いのですが、従業員 50名ぐらいの規模になっ
ていきたいと思っています。補助事業終わった後から
は、研修事業、いろんな中小事業さん、金融機関から
の学び直し、先ほどの各会社に送り出すところもあり
ます。何なら中の筋がよさそうな人をわれわれの会社
で育てさせていただくみたいな受け入れ事業もあるの
かなと思います。釧路の問題である収入が低い層・未
経験者からの採用をやっていきたいですし、ハロー
ワークでレベルの高いプログラムをやってくれたらわ
れわれが採用しますよ。釧路刑務所は初犯刑務所なの
であまり重大な犯罪の人はいないので釧路刑務所でレ
ベルの高いプログラムを終了した人はわれわれが採用
するよ。シングルマザーとか生活保護受給者も手に職
をつければプログラミングで暮らして行けますから、
というところを支援していきたいと思っています。わ
れわれが一旦、請負でやっていきますが自社サービス
もやっていきたいと思っています。
最近のニュースですが、学び直しに 30億円で、「正
社員 7割に 30億円使って学び直しさせますよ」とか
の動きが始まっているので、これの中小企業版、地方
版みたいなものを事業としてやって行きたいと検討し
ているところです。
すみません、時間が過ぎてしまいましたが、私が釧路
でやりたいことまだまだいろいろありまして、公教育
も変えていきたいですし、いろんな街中再生もやって
いきたいです。いろいろやりたいことありますので、
皆さまに投資のお願いにお伺いすることもありますの
で、ぜひお話を聞いていただけたらと思います。
「元々、そういう気あるよ」という方は、事前に教え
ておいていただけるとどんどんお伺いさせていただき
ます。よろしくお願いいたします。
お時間が過ぎてしまいました。以上になります、あり
がとうございます。



 

　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さま、改めま
してこんにちは。
お食事の方はどう
ぞお続けになって
お耳だけ傾けてい
ただければと思い
ます。
本日、先ほど申し上げましたが、澄川様には大変お忙
しい中、こうしてわれわれのために例会での講話を引
き受けていただきまして心から感謝申し上げます。本
当にありがとうございます。
後ほど、ニコニコ献金でもご紹介あるかと思います。
澄川様とは最近ご縁が生まれまして、私が k-Biz 様の
相談者 1,000 人目ということで大変光栄な取材を受
けさせていただきまして、先日の釧路新聞でも報道さ
れたところで、ご覧になった方がいるかなと思うので
す。
私の相談内容は、僕のお店が釧路市のリバーサイドに
あるものですから、そのリバーサイドゾーンの立地を
活用して、もちろんお客様を増やすということと、名
物になるようなフォトスポットやシンボルゾーンにな
るような働きができないかとご相談させていただきま
した。今、いろんな国や道や市の補助金を活用して、
なんとかできないかと相談を継続させていただいてい
るところです。

ここにおられる皆さま、企業の大・小は関わらず、若
い社員の皆さまのアイデアとか、取り組みを実際に具
現化して、街のため、企業のためになる取り組みを多
くされている k-Biz です。わがクラブにも、滝波君が
ビルのアプリケーション開発のお手伝いをいだたきま
した。舟木米穀店さんではコーヒーの商品化・ブラン
ディングの相談に行って実現されています。ぜひご興
味のある方は澄川様を通じてぜひご活用いただければ
と思っております。
後ほど。詳しくお話いただきますが、釧路市と k-Biz
様が中心となってＩＴ分野の事業に挑戦されます。
私が本年当初から掲げております「より釧路のことを
深く知ろう」というところで、皆さまと今日も有意義
な時間で学びを深めていきたいと思っております。本
日一日どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事挨拶　佐藤　貴之幹事
　皆さま、こんにちは。幹事報告になります。ロータ
リアンマスターズゴルフ大会のご案内です。こちら先
週の委員会報告で前田君よりご報告ありましたが、重
ねてのご案内となります。開催日時ですが９月 24日
（日曜日）12時 30分より、釧路カントリークラブ東
コースにて開催されます。締め切りが９月14日となっ
ておりますので皆さまよろしくお願いします。
当初は、同じ日程でナユタの会が開催予定となってい
ましたが、日にちを変更していただいております。ナ

ユタの会の皆さま、どうもありがとうございます。
各クラブの例会案内はお手元の例会案内をご覧いただ
きますようお願いします。

新入会員のご紹介　スポンサー　曾我部元親君
　それでは、佐藤伸昭さんのご紹介をさせていただき
ます。
佐藤さんは昭和 34年、旭川市で生まれております。
18歳まで旭川にいて、札幌の大学に進学されました。
卒業後はトーヨーサッシ、現在のリクシル（LIXIL）
に就職されました。約 20年前からは、グループ会社
の不動産ＦＣ本部・北海道支店長としてご活躍されま
した。
その後ご縁があり、現在のユタカコーポレーションに
お勤めになっております。現在、社長としてその手腕
を発揮されております。自宅は江別市にありまして、
家族はそちらにおります。現在は、釧路で単身・長期
出張中の状態です。
趣味はゴルフ・麻雀は残念ながらおやりにならない。
休日の帰省時にはもっぱら２匹のニャンコと戯れるこ
と。あと、車や部屋の模様替えなどが趣味で楽しんで
いるようです。それと趣味として、あまり聞いたこと
ない「統計などのデータを見ることだ」と。どんな統
計を見ると興奮するのか気になるところであります。
かなり真面目な方だと推察されます。ちなみに私との
付き合いですが、中小企業家同友会の仲間ということ
で、常に勉強しているのです。先日も隣同士になった
のですが、非常に真面目に勉強される姿を見て、間違
いない人だなと思っております。きっと釧路ロータ
リークラブの活動においてもご活躍されること間違い
ないと思います。次期役員の方々は目をつけておいて
も良いのではないかなと思います。
それでは佐藤さんから自己紹介をしていただきたいと
思います。

新入会員挨拶　
ユタカコーポレーション　代表取締役　佐藤　伸昭君

　はじめまして、佐
藤伸昭と申します。
今回、伝統と歴史の
ある釧路ロータリー
クラブに皆さん満場
一致でお迎えいただ
いたこと本当に嬉し

く思います。紹介いただいたユタカコーポレーション
という不動産会社で６月から代表として席を置かせて
いただいております。
企業の仕事・ビジネスとは別に人を磨きたくて、諸先
輩方にいろいろご指導いただきたいと考えておりま
す。生まれた時のキャラがすごく引っ込み思案の一

人っ子なのです。育ったキャラは、出しゃばりのお喋
りというようなキャラで生きてきております。ぜひ、
そこの席の方では「お前何者だ」とお声がけしていた
だければ幸いと存じます。
簡単ではございますが、ご挨拶させていただきました。
今後ともひとつよろしくお願いします。ありがとうご
ざいます。

スポンサー　木下　正明君
　皆さん、こんに
ちは。曾我部さん
が流れるようなご
紹介をされたので
とてもやりづらい
のですが、ご紹介
させていただきま
す。今回、新入会員になりました桑島洋平さんです。
ＮＨＫ釧路放送局の局長さんで、前任の小野正晴君の
後任となります。ご家族は奥さまと娘さんがおります
が、今、札幌の方にお住まいで、娘さんは高校２年生
ということです。
生年月日が昭和 42年１月 18日で 56歳になります。
１月 18日生まれは私の息子と同じで、全然気にしな
くていいのですが勝手に縁があるなと思っています。
ご出身は仙台で、釧路と似たような雰囲気もありまし
て、炉端があるような所です。
また、趣味は旅行です。ひがし北海道をご担当であり
ますし、ひがし北海道を堪能していただきまして釧路
のファンになっていただければありがたいと思いま
す。ＮＨＫの皆さんは本当になじみ深くて、たくさん
の仲間作っていただいて、楽しん離釧していただくこ
とになると思います。どうぞ出席を多くしていただい
て皆さんと馴染んでいただければと思います。
趣味の方は最近多いのですが、ゴルフと麻雀はされな
いということです。お酒は「好き」ということです。
皆さん遠慮なくお誘いをいただければと思うところで
す。
では、ご本人から自己紹介をよろしくお願いします。

ＮＨＫ釧路放送局　局長　桑島　洋平君
　ご紹介いただきま
したＮＨＫの桑島と
申します。歴史と伝
統のあるこの釧路
ロータリークラブに
入会をお認めいただ
きまして本当にあり

がとうございます。
私はいま局長という立場なのですが、平成３年にＮＨ
Ｋに入っておりまして、この時の初任地がこの釧路な

のです。ＮＨＫの代打の局長でも、初任地に局長で戻っ
て来ることはほとんどなくて、今回は非常に嬉しいと
思って戻ってまいりました。
平成３年と言いますと、漁業と炭鉱・製紙など記者と
しても取材の機会をたくさんいただいて、漁船に乗ら
せていただいたり、炭鉱ですと実際に坑内に入れてい
ただいたり、いろんな経験をさせていただきました。
北方領土も当時はビザなし渡航がありましたので国後
などにも行かせていただいて、釧路・根室の方々、こ
の道東の方々に本当に育てられて、私は記者出身なの
ですがその後の記者人生を決定づけた釧路です。
平成３年に入って６年間この釧路に住んでいました。
そういう意味では本当に忘れられない土地です。最後
に、妻の話がありました。妻も実は釧路の人間でして
今回、単身赴任になったのですが一番釧路に行きた
がったのは妻でした。娘が札幌の高校にいるもので、
どうしても。つい最近も釧路に来て、私のアパートに
「かなり長居して住めるのではないか。やっぱり釧路、
いいな。今度、また来る」と言っていました。
それぐらい釧路という魅力ある土地に再び戻って来ら
れて、また私のプライベートでも家族が住む第二の故
郷という所でして、大事な土地で過ごせることを非常
に嬉しく思っています。
皆さまにいろいろご指導いただいて、ＮＨＫとして地
域に貢献し、私個人としてもこの土地でかけがえのな
い経験を積めればと思います。
皆さま、いろいろご指導をよろしくお願いいたします。
ありがとうございました。

歓迎の言葉　後藤　公貴会長　
　改めまして、佐藤君、桑島君、ご入会、本当におめ
でとうございます。心より歓迎を申し上げます。
敬称が「君」になったということは、正式に私どもの
お仲間になっていただいたということでご理解いただ
ければ思います。私も 11年、このロータリーにいま
すが、引っ込み思案の一人っ子でしたが、しっかりと
皆さま方に可愛がっていただいて現在があるというと
ころです。お二人には、私ども会員の権利であります
「出席」を数多くその機会を行使していただいて 1日
でも早くわれわれに慣れていただければと思います。
今後ともよろしくお願い申し上げます。
お二人の所属委員会ですが、親睦活動委員会になりま
す。本日、濱口委員会が来ております。
ぜひご活躍期待しております。よろしくお願いします。

プログラム委員会　八幡　好洋委員長
　皆さん、こんにち
は。プログラム委員
会の八幡です。本日
は k-Biz センター長
をされております澄
川誠治さんに講師と
してお越しいただい
ております。私から紹介するまでもなく、澄川さんの
ご活躍は皆さんご存じのことと思います。2018 年に
釧路にいらっしゃって、わずか５年程ですが k-Biz の
取り組みは全国各地にある Biz の中でも大変すばらし
い成績を修めているとお聞きしています。澄川さんの
ご活躍も釧路のみならず全国の Biz を取りまとめる役
割を担っていて、釧路を飛び越えて様々な場面でのご
活躍をいただいております。
本日お話いただくテーマは「釧路北大通りでのＩＴ技
術者養成事業について」です。釧路市と連携をした中
で初の行政との連携の取り組みとお聞きしています。
実は明日からスタートというタイミングで、大変お忙
しい中でお越しいただきまして本当にありがとうござ
います。これからの釧路の明るい話題になるのではな
いかなと思います。非常に楽しみにしております。

釧路ビジネスサポートセンター k-Biz
　　　　　　　　　　　センター長　澄川　誠治様
　皆さん、こんにちは。このような機会をいただきま
してありがとうございます。k-Biz のセンター長の澄
川と申します。
先ほど八幡さんからご紹介いただいたのですが、最近
発売された全国紙のコピーを各テーブルに置かせてい
ただいています。そこで Biz モデルの代表みたいな感
じでご紹介いただいております。全国の Biz モデルの
中で一番上手くいっている Biz ということで k-Biz を
選んで、紹介していただきました。そんなに枚数は用
意していないですが、自己紹介代わりにお時間がある
時にご覧いただければと思います。
今回、「釧路の北大通りのＩＴ技術者養成事業」とい
うことでお話させていただけたらと思います。
大変ありがたいことに、いろんなメディアで取り上げ
ていただいているので講演活動もしているのではと思
われる方もいるかと思います。基本的に専門は、マン・
ツー・マンの相談事業なので、こういう１対マスの講
演活動はお断りさせていただいております。今回は「八
幡さんスペシャル」と思っていただけたら幸いです。
今後、皆さんからご依頼いただいた時にお断りするこ
と、結構あります。「あの時、喋ったじゃないか」み

たいな話があるかもしれませんが、本業としておりま
せん。基本的にマン・ツー・マンの形でやらせていた
だいていますのでよろしくお願いいたします。
それではご説明させていただきます。
こちらは、市の公式事業の説明資料となっています。
こちらをかみ砕いてご説明させていただけたらと思い
ます。
釧路市と一緒にやっている事業になります。こういっ
たＩＴ会社を立ち上げた背景ですが、k-Biz を立ち上
げて５年弱。考えたのは、４年の段階で考えさせてい
ただいたのですが、相談件数が１万件に迫るとか、相
談事業主さんが 1,000 件に迫るとか。約 8,000 事業
者のうちの 1,000 事業者さんと統計学的にもある程
度信ぴょう性がある数字というところを通過していく
中で、ＩＴベンチャーの創業がかなり少ない。ＩＴ業界
自体もかなり少ない所で、世界、日本も当然ですけれ
ども、市場が成長しているこの領域において市内にそ
ういった恩恵を受けられる事業者が存在しない。もっ
と言うと、今後、若者がこれからのビジネスマンが就
職するだろう業界に就職先が存在しないという状況に
対して、「市として取り組んでいきたい」という中で、
k-Biz が事業者を良く知っている立場から一緒に考え
ていったという経緯になります。
時を同じくして、市としても何かを始めるにあたり「使
える予算がないか」を検討している中で、国がそのよ
うな予算を作るタイミングでもありました。
これは国のホームページです。「育成 5カ年計画」と
いうものを立ち上げて始めるとあって、これに基づい
てデジタル田園都市構想という予算があり、それに合
わせて釧路市としても事業をやっていきたいと考えて
きました。
政府・国としては「スタートアップ創出」を掲げます。
ですけれども、われわれが考えたのは「スタートアッ
プ人材創出」。というこの似て非なるものだと思って
います。なぜわれわれは「人材」を付け足したのかで
す。国としては今いる人、いろんな理系の学生とか若
者にどんどん独立してほしい。起業してほしい。いろ
んな最先端のサービスをどんどん事業化してほしい、
と。それを支援するやり方、資金提供だったり、そう
いった先輩起業家のネットワークだったり、を例とし
て挙げていたようなガイドラインだったのです。
　釧路は k-Biz もあります。お金がないのか、支援す
る支援機関がないのかというと、それはそこまで大き
な問題ではないのではないか。一番の問題は、人がい
ないということです。そもそも人口がいないですし、
そもそもＩＴ人材がいないということです。
　やりたいという人の環境を整えても、何も起こらな
いだろう。それなりにいろんな企業キャンプとかブー
トキャンプ、いろんなイベント施策は国のお金を使っ
てやろうと思えばできたかもしれないです。おそらく

「空虚なもの」「やりました感じ」になって終わりだろ
うと。何も生み出さない。
そこから市役所とも本当にひざを詰めて、「本当に意
味のあることやりたいですか？」「やった感がいいで
すか？」「本当に何かを生み出したいですか、どっち
ですか？」という覚悟を一緒に決めながら、商業労政
課さんがカウンターパートの中で「本当にこの街に何
か変化を生み出したいところの覚悟感の中でやりま
しょう」と。
「であれば、人」、人がいないと意味がない。第１ステッ
プとしては、支援する仕組みではなくて人です。この
理系人材というものがこの街に住んでもらわないと何
も起こらないですね、と。ここにこだわってスタート
していきました。
じゃあ、その理系人材・ＩＴ人材・ＤＸ人材に住んで
もらうためには何か。一般的な地方自治体のアプロー
チでいうと「誘致」です。ＩＴ企業に支店を出しても
らって、ドバッと人が住んでもらうと即効性がありま
すし、ある程度のボリュームがあります。100 人の
支店など出してくれたら、それだけで地域に 100 人
のエンジニアが生まれるのです。
事業の安定性もあるのですがデメリットは、われわれ
は日本製紙の撤退を経験したばかりです。どれだけ尽
くしても、市長も知らないところで撤退が意思決定さ
れるわけです。主導権がなかったらどれだけ尽くして
も、どれだけ頑張っても、撤退に関しては知らないと
ころで決められてしまう。それは当たり前と言えば当
たり前ですが、「結構、尽くしてきたのに」というこ
とが起きるわけです。どれだけ誘致を頑張って応援し
ても撤退があるということは大きなデメリットかなと
思っています。いろんな人材も定着するかどうかはそ
の企業次第。その企業がどこまで長く進出してくれる
かどうかにかかってしまう。
あと、誘致を簡単に言うけれど誘致がなかなかできな
いわけです。「来てください」と今、1,700 自治体が
どこも言っているわけです。1,700自治体の全員が「Ｉ
Ｔ企業来てください」と言っているわけです。そうす
ると、そもそも来るのだろうかというところがありま
す。
もちろん上手くいっている所があるのです。これは四
国・徳島県の神山町です。地元の建設会社の息子さん
がスタンフォード大学に行って帰ってきて、古民家に
思いっきりエリアごとに光ファイバーを通して、
2010 年ぐらいから「ＩＴ企業、どんどん来てくださ
い」とやって今は、企業も来て、高専を作るぐらい成
功した所もあるのです。もう 2010 年から始めている
みたいな所に先行されているのです。
これを真似しても同じことは起きないのです。これを
真似して 1,700 自治体がみんな頑張っているのです
が、これはそうそう来てくれないですね。誘致をやっ

てもいいのですがなかなか実現はしない。先行してい
る所もあるということです。
であれば、作るということに加わっていきましょう。
何がいいか。繰り返しになりますが主体が釧路市にあ
るので潰れることがあっても撤退がないということで
す。自分たちが知らないところで、釧路の人が全く知
らない意思決定は存在しないということです。
大変難しいのですが、即効性もないのですが、じわじ
わ人が増えるのです。撤退がないことだし、地元企業
に就職してくれるので人材も地元にしっかり長く住ん
でくれる可能性が出る。ということで、こっちが主導
権を持てるやり方で作ろうじゃないか、というところ
です。
これが今までの自治体がやったことがないやり方なの
です。それは当たり前ですね。公共事業なので、ドブ
に捨てる、会社が破綻して無くなるようなものに公共
事業としてお金は出さないです。
なので、民間を中心にそういう会社を作る、民間と連
携をして会社を作る。でも、会社は無くなるかもしれ
ません。というものに普通は、公金を出す踏ん切りは
なかなかつかない中、釧路市が冒頭で確認した「本当
に意味のあるものを今回やるのですよね」で踏ん切り
をつけて一緒に取り組んできた形になります。
誘致ではなくて、取引です。発注してもらう。すでに
人材や会社というのは、釧路に支店を出さなくていい
ので、われわれに発注することで釧路進出をしてくれ
という、そういう企業を探して、仕事の業務としては
安定させて、仕事がある街ということです。釧路に仕
事がある街にして、そこに人を呼ぶ。仕事はあるので
人来てくださいというやり方ができないかを目指して
今回、動いた形になります。
　やっぱり誘致というのはどこかムシがいいのです
ね。これだけいろいろやりますから来てください。で
きれば長くいて下さい。あと、業績は上手くやって下
さい、みたいな感じになります。われわれとしては市
と一緒にリスクを取って覚悟を決めて、われわれは雇
用もしっかり自分たちで採用します。そのうえで、わ
れわれやお宅にメリットがあるから発注してください
と、取引というものを作り出して、釧路に雇用と人材
を生むことをやろうと決めて動いてきました。
　契約のステークホルダーは地元の皆さんです。釧路
市役所・商工団体・金融機関さんが出資して作ります。
個人の資本は１円も入っていない状態になっていま
す。これは補助事業の間だけではあるのですが、基本
的にオーナーは公共団体、公共の方々が持つという形
になっています。
そういったことを伝えて、われわれが仕事を見つけて
きた形になります。東京のベンチャー企業で伸びてい
る『SORAMICHI（ソラミチ）』というウェブ企業から
仕事をもらえて、仕事面では安定したところを作った

形になっています。
　われわれとしてこのソラミチという会社に決めた理
由としては、この会社が大手企業と付き合っているの
です。野村證券だったり、ＴＢＳだったり、大手企業
との販促支援をやっている会社になります。
われわれが人材育成をするときに、このＩＴ開発とい
う仕事は結構ピン・キリなのです。出会い系サイトや
マッチングアプリとかエロ系の仕事も山ほどあるので
す。ただ、われわれとしては「釧路で楽しそうな仕事
があるぞ」というものにならなきゃいけないし、経歴
になるような仕事にならないといけないと思ったので
「TBS のホームページを作っていたよ」「野村証券の販
促に仕組みを作って、バナーを作っていたよ」という
ような、しっかり経歴になる仕事じゃないと意味がな
いと思ったので、そういった「人に言える仕事」をやっ
ている所と組もうということで「ソラミチ」とやりま
した。
この後にも出てきますが、このソラミチという会社が、
いわゆるフロント・エンドといわれるホームページか
らサーバーサイドといわれる顧客管理システムなど幅
広くやっていました。われわれとしては多様なエンジ
ニア層を抱えられる会社になりたかったので、どこか
に特化するのではなく、地域に人材をお送り出そうと
しているので「ある分野だけ、というのはあまり良く
ない」と思って、できるだけオールジャンルで抱えた
いと思ったのでこのソラミチという会社がベストだと
判断をして契約させていただくことにしました。
その契約の上でも、われわれのガバナンスとして、管
理人材はいるけれどもＩＴプレイヤーはいないので
す。ＩＴプレイヤーがいない中で、ＩＴ会社を立ち上げ
るという無茶なものにチャレンジしているのですが、
そういった意味で教えてくれるのはソラミチ社に持っ
てください、コーチはソラミチ。われわれは人材を採
用するけども少なくとも１年間は教えるのはあなた方
です。２年目からはわれわれで自走するのですが、１
年目はあなた方が教えてください、かつ仕事も下さい。
新卒みたいな者を採っても１カ月目からちゃんとお金
を下さい、みたいな包括の業務提携をします。われわ
れにとってはかなり都合のいいことも言うのですが、
当然、制作単価みたいのは思いっきり下げて結構です。
そこをわれわれは耐えます。補助金とか自己資金を活
用しながらそこは耐えるので、われわれの会社を成長
させて下さい。それを途中で抜けられたら困るので、
３年後、補助事業が終わったら 33％の株を持ってく
ださい。これはお互いのためにです。その会社が本当
にうまく行った時に僕らが逃げたらその会社も投資損
ですし、僕らとしても適当な支援をされても困るので、
「3年後に 3分の 1は持ってください。お互いのため
にこれをやりましょう」ということで、3年後 3分の
１を持つという前提で包括的業務契約をしています。

これは先ほどの誘致ではできないのです。ここはしっ
かり契約、「われわれは雇用して、われわれもしっか
り血を出すから、３年後に向けていい会社を作りま
しょう」という話ができることで、リスクをとるから
交渉ができると思っています。誘致なら譲歩しかない
と思っています。この辺も、仕組み自体がこういった
政策でスタートしたのでできたことと思っておりま
す。
これはソラミチがやっている事業の話になります。先
ほどの繰り返しになりますが、左側がホームページな
どの領域で広告代理店がやるような集客領域なので
す。真ん中がホームページを作るデザイナーなどの制
作領域。右側がウェブコンサルという顧客管理とかの
領域になるのです。
この領域ごとにプレイヤーが違うのです。プレイヤー
が違うので自分が売りたい商品を顧客・大きなコング
ロマリットに対して売っていくことになるのですが、
彼らはどこでもソリューションを持っているので、「あ
なたは集客に課題があります」「あなたは顧客管理に
課題があります」をホントに必要なもの提案できるの
でそういう大手会社に受けているという感じです。本
来そこに、例えば広告代理店の電通や博報堂など、制
作だったら制作プロダクション、ウェブコンサルだと
コンサル会社などが入っていますが、彼らはその辺が
全部横断でやっているところが売りだったのです。そ
こが、われわれとして「この会社は成長するのではな
いか」という部分と「オールジャンルでやってくれる」
ので組んだ形になります。
ただ、これはあくまで仮説なので、この会社がコケる
かもしれません。われわれが一気に経営を追い込まれ
る可能性は常にあるわけです。なので、リスクは常に
ある状態の中で進めている状態であります。あっとい
う間に会社潰れるかもしれませんという中で、今、お
話をしたのは「大丈夫なはず」でやっていますが、何
が起こるか分かりません。という意味では公共事業と
しては非常に珍しい体制でやらせていただいていま
す。
運営資金ですが、釧路市からの補助金で年間約 1,200
万円が 3年分、3,600 万円分が出ます。先ほどの公的
団体の資本金で 54万円。あとは僕たちの手出し・役
員からの自己資金で同じくらい 3,000 万円から
3,600 万円、補助金と同額位を拠出する見込みで動い
ています。僕もすでに、この会社の準備で僕の自己資
金 1,000 万円が消えまして、会社経営は本当に大変
ですよね。皆さんもヒリヒリしながらやられています。
あっという間に 4桁消えました。そういう中で僕自
身も覚悟を決めてやらせていただいています。
先ほどのデジタル田園都市構想という予算でやろうと
思っていたのですが、これは僕も詳しくないのですが、
釧路市役所の方が通らず、結局、こちらは自主事業で

釧路市の自前予算でやることになりました。釧路市役
所職員の 2,500 人の方々が削りに削って出していた
だいた予算なので本当に責任が重たい事業だと思って
います。市として本当に数少ない自主事業で取り組め
る予算を捻出していただいたと思っています。何とし
ても形にしていかないといけないと改めて思っている
次第です。
改めてわれわれが何をなしていくか。そういうスター
トアップを作ろうから、あとは、ＩＴ企業が必要だと
いうところからスタートしました。われわれとして、
いざやるぞという時に何をなしていくかで言うと、こ
の２つプラス１つみたいなところで考えて、まず一番
上の大元の人材輩出をしていきたい。釧路にＩＴ人材
を呼び寄せて成長していただいて、どんどん地元に出
していく。それは副業であったり起業であったり、こ
の釧路のＩＴ業界というもの作っていくものになりた
いと思っています。
プラス、その下です。地域のＤＸ業務を副業として社
員がどんどん請負っていきます。もちろん独立してい
いのです。なかなかこの地域で簡単に独立できないと
思っていますので、われわれの方で基礎収入を確保し
ながらどんどん副業ＯＫで、いろんな会社さんの業務
を担っていきたい。もしくは本当に副業という状態、
ダブルワークで本当に雇用をしていただいてその企業
に入っていくのをやっていただきたい。
これはプラス・１になりますが、われわれは事務所を
せっかくなので北大通りに構えました。20代の人が
うようよ北大通りをうろつく、ランチの時間になった
ら 20代がうろうろしている所を作りたいと思いまし
て、北大通りの活性化もわれわれの社員が増えれば増
えるほど起こしていきたいと思っております。
逆にやらないことで言うと、株式会社 k-Hack 自体は、
釧路市内の発注は受け付けません。市内企業から転職
は受け付けないということでやらせていただいていま
す。なので、本当に地域の人材教育、地域のＤＸ化の
推進力にわれわれの企業を起点としてやっていきたい
と思っています。
これは少し一般論になってしまうのですが、企業のＤ
Ｘ化・日本のＤＸ化は難しい理由みたいなものは、僕
は個人的に明らかだと思っています。
上が日本の 2015 年と 2010 年のＩＴ人材、いわゆる
理系人材がどのジャンル、どの分野の会社に入ってい
ますか、です。７割以上が日本ＩＴ企業に、いわゆる
技術会社・ＩＴ会社に入っています。残りの 25％が
それ以外の分野に入っている形です。これは皆さんか
らしたら「普通だ」と思うのですね。ＩＴ人材・理系
人材がそういう専門の会社に入っているのが普通と思
うかもしれません。
下がアメリカです。アメリカの 2021 年、2015 年、
それと同じ調査ですが、アメリカの場合はＩＴ人材、

理系人材の 65％がＩＴ企業以外にいるのです。各会
社でＩＴ業務をやっている。これが日本とアメリカの
根本的な違いです。日本は、自分たちでそういう人材
を抱えてリスクを取って、何かを取り組んでもらうと
いう文化がない感じなのです。
これは難しいのです。実際、そんな人が入ってきても
業務指示書で何をしたらいいか分からない、誰が指示
をするのだ。誰がどんな仕事をさせるのだ。難しいの
ですが、自社のＤＸ化を進めるというと、そこは他社
に任せないで自社でしっかり抱えて取り組んでいくこ
とをしないと、なかなか本気では起きないということ
ですね。しっかりした人間が自社の事業もよく知って
いて、ＤＸについての知識があるからできるのです。
外部の会社と組もうが、なかなか簡単に起きない。
われわれがやりたいことは、釧路の中小企業にＩＴ人
材が副業でいいから務めている状態を作りたいと思っ
ています。これはすぐには無理で、３年ぐらいかかる
と思っています。k-Hack で育てた人間が各会社の中
に副業でいいから務めてもらって、そこですぐにはで
きないと思いますが、その会社さんの事業をしっかり
理解して、その上で自分のＩＴ知識とその会社さんの
事業環境を理解したうえでＤＸに取り組んでいく。こ
れが日本の会社は、他の会社がやれないので、この場
に行ってやれると限らないので、釧路だけそういった
仕組みができたら釧路の競争力が高いのです。釧路の
中小企業、釧路の企業の競争力を他の地域よりも上げ
ることができる。
これも理想論ですが、そういったものを想定して
k-Hack がそういう各会社さんに副業でいいから就職
する、雇用してもらう。月１社員、月２社員、週 1
社員みたいな形で入っていくことを想定しています。
これは入っただけでは使い方も分からないでしょう
し、その人も辞めたくなっちゃうかもしれない。われ
われはそこを、使い方もお伝えしていきたいですし、
そのエンジニア自体がコミュニティです。エンジニア
自体が孤立しないように。「あの会社、入ったけれど
も居づらくて」みたいにならないように、われわれは
常に場として存在し続けて、励ます存在としてやって
いきたいと思っています。
それが３年後、４年後、５年後、もしくは 10年かか
るかもしれませんが。そういった形で起きることが
k-Hack がこの地域に生まれた本当の目的だと思って
います。
われわれが人を呼んで、育てて、各地域の方に使って
いただく。そういう仕組みを今、作ろうと思って動い
ている形になります。
当然、僕もＩＴのプレイヤーじゃないです。大変あり
がたかったのは、こういった会社を作る時に、この佐
藤君です、この釧路が生んだ天才エンジニア。中学生
ぐらいからＩＴ企業にスカウトされるようなコーディ

ングの達人がいたのです。自分で事業売却した経験も
あるような人間がいるのです。その彼が釧路に帰って
きていて、釧路の仕事は一切しなかったのですが、釧
路にいながらメガベンチャーのＣＴＯをやっていたの
です。その彼が協力してくれるということで、一気に
このプロジェクトは現実味が増したところがありま
す。また釧路出身の方ですが、釧路高専を出て日本ハ
ムファイターズで、「次はカーブではないか」「次はス
トライクが来るのではないか」をやっていたデータ・
サイエンティストの兒玉君が 10月から参加すること
になっています。こういった釧路出身の人材がしっか
り協力してくれることで我々としては体制が組めたか
なと思っています。
現在の採用状況ですが、全てあけっぴろげでご説明さ
せていただきます。９月１日から釧路高専の新卒の日
本人１名が入社します。中途の韓国人で東京からの転
職で１人が入ります。日本人の大学生アルバイト、こ
れも高専卒が１人入ってきます。その後、中途・新卒
それぞれが韓国人エンジニアを採用していて、年内に
10人／月のコースを持ち切るようになることが内定
辞退されない限りは入る予定になっています。
そこで皆さんは「どうして韓国人なのだ」と率直に思
うと思います。当然、日本人を採用できたらいいので
すが、日本人のエンジニアは本当に少ないのです。本
当に少ない中で奪い合いになっています。しかも、数
が少ない、釧路に呼んでくる、中では採用しないとい
うと、日本人にこだわったら、いつまで経っても会社
が始まらないのです。
最初から年齢不問・国籍不問で募集をかけていて、韓
国人の良いルートが見つかって、今、韓国人が中心に
なっています。釧路のポータスさんにはミャンマー人
のエンジニアさんがいますし、われわれは国籍不問で
やっていて良いルートが見つかっているのは韓国だと
いうことです。
韓国の状況もご説明させていただきます。なぜと採れ
るのかでいうと、韓国は大企業戦略をずっと昔から
とっていて、ほとんど中小企業が存在しないのです。
そうすると東大・京大卒のレベルの子たちしか韓国の
大企業には就職できないのです。なので、エンジニア
になりたい人はエンジニアになれない。育成機能を国
として持っていないので、最初からそういう子たちは
育成してくれるみたいな日本の大学に入った時から、
１年生の時から日本語の勉強をしているのです。
日本でいうと東大京大以上ですね。大学の世界ランク
で 1,500 位までしか発表されていないのですが、日
本の六大学で 1,500 ギリギリかそれぐらいの層なの
ですが、僕らが採っているのは世界ランク 1,000 位
以内の韓国のエリート層です。なので、コリアンパブ
のイメージとかで韓国を見ないでいただけたらと思い
ます。めちゃくちゃ優秀です。めちゃくちゃ日本語も

喋れる、英語も喋れる、ビザもすぐ下りる。この優秀
な子たちはビザなんか即、下ります。そういう子たち
をわれわれが採用したという感じです。
どうして釧路で採用できるのか。採ってみるまで分か
らなかったことです。「釧路を知っている？　渋谷・
原宿に行けないよ」と何回も説明したのですが、それ
でも「エンジニアになれる。育成してくれるのだった
ら私は行きたいです」と言っていただいて、かなりの
ボリュームが採れているのです。
皆さんも思い出してほしいのです。今の大学生って腹
立ちますよね、割と労働意欲が低くて就職率 60%な
のです。このレベルの環境から来たら無茶苦茶、労働
意欲が高いのです。皆さまが若者に求めるような高い
労働意欲です。「社長、頑張ります」みたいな労働意
欲も圧倒的に高い、能力も高い、という人材を僕らと
しては見つけたので、そこを中心に採っています。英
語は当然、みんな喋れますので、この先の海外からの
受注というのもこの体制を使って狙って行きたいとい
う感じです。
「韓国から来て釧路に残るのか」と疑問に持たれると
思うのです。皆さんのご子息ですら残らない状況の中
で、韓国人と差がありますかという話なのです。この
人たちは「日本語を喋って、定年まで日本でやりたい」
と思って日本語を勉強してきた人たちですので、来て
からが勝負なのです。残る保証は全くないです。ただ
釧路を好きになってもらって、定年の６０歳迄しっか
り釧路でやってみたいと思わせられるか、がこっちの
勝負です。僕たちの会社が魅力的であるかどうか。釧
路という街が魅力的であるのか。釧路という企業、釧
路にある企業を見て彼らが独立したいと思うかどう
か。
それは、国籍で判断する、国籍が違うからといって判
断する時代ではないと思っています。非常に優秀な人
材が今どんどん採れています。彼らに釧路を好きに
なってもらうことも同時にやっていかないといけない
と思っています。もちろん日本人の採用もずっと続き
ますけど、今後、国籍がどういうバランスになるかは
僕自身も分からないです。優秀な人、労働意欲の高い
ルートを常に見つけて採っていきたいと思っていま

す。
今後、補助事業の３年で体制を整えさせていただいて、
年商を少なくとも４億円、従業員 50名、これはハー
ドル高いのですが、従業員 50名ぐらいの規模になっ
ていきたいと思っています。補助事業終わった後から
は、研修事業、いろんな中小事業さん、金融機関から
の学び直し、先ほどの各会社に送り出すところもあり
ます。何なら中の筋がよさそうな人をわれわれの会社
で育てさせていただくみたいな受け入れ事業もあるの
かなと思います。釧路の問題である収入が低い層・未
経験者からの採用をやっていきたいですし、ハロー
ワークでレベルの高いプログラムをやってくれたらわ
れわれが採用しますよ。釧路刑務所は初犯刑務所なの
であまり重大な犯罪の人はいないので釧路刑務所でレ
ベルの高いプログラムを終了した人はわれわれが採用
するよ。シングルマザーとか生活保護受給者も手に職
をつければプログラミングで暮らして行けますから、
というところを支援していきたいと思っています。わ
れわれが一旦、請負でやっていきますが自社サービス
もやっていきたいと思っています。
最近のニュースですが、学び直しに 30億円で、「正
社員 7割に 30億円使って学び直しさせますよ」とか
の動きが始まっているので、これの中小企業版、地方
版みたいなものを事業としてやって行きたいと検討し
ているところです。
すみません、時間が過ぎてしまいましたが、私が釧路
でやりたいことまだまだいろいろありまして、公教育
も変えていきたいですし、いろんな街中再生もやって
いきたいです。いろいろやりたいことありますので、
皆さまに投資のお願いにお伺いすることもありますの
で、ぜひお話を聞いていただけたらと思います。
「元々、そういう気あるよ」という方は、事前に教え
ておいていただけるとどんどんお伺いさせていただき
ます。よろしくお願いいたします。
お時間が過ぎてしまいました。以上になります、あり
がとうございます。



 

　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さま、改めま
してこんにちは。
お食事の方はどう
ぞお続けになって
お耳だけ傾けてい
ただければと思い
ます。
本日、先ほど申し上げましたが、澄川様には大変お忙
しい中、こうしてわれわれのために例会での講話を引
き受けていただきまして心から感謝申し上げます。本
当にありがとうございます。
後ほど、ニコニコ献金でもご紹介あるかと思います。
澄川様とは最近ご縁が生まれまして、私が k-Biz 様の
相談者 1,000 人目ということで大変光栄な取材を受
けさせていただきまして、先日の釧路新聞でも報道さ
れたところで、ご覧になった方がいるかなと思うので
す。
私の相談内容は、僕のお店が釧路市のリバーサイドに
あるものですから、そのリバーサイドゾーンの立地を
活用して、もちろんお客様を増やすということと、名
物になるようなフォトスポットやシンボルゾーンにな
るような働きができないかとご相談させていただきま
した。今、いろんな国や道や市の補助金を活用して、
なんとかできないかと相談を継続させていただいてい
るところです。

ここにおられる皆さま、企業の大・小は関わらず、若
い社員の皆さまのアイデアとか、取り組みを実際に具
現化して、街のため、企業のためになる取り組みを多
くされている k-Biz です。わがクラブにも、滝波君が
ビルのアプリケーション開発のお手伝いをいだたきま
した。舟木米穀店さんではコーヒーの商品化・ブラン
ディングの相談に行って実現されています。ぜひご興
味のある方は澄川様を通じてぜひご活用いただければ
と思っております。
後ほど。詳しくお話いただきますが、釧路市と k-Biz
様が中心となってＩＴ分野の事業に挑戦されます。
私が本年当初から掲げております「より釧路のことを
深く知ろう」というところで、皆さまと今日も有意義
な時間で学びを深めていきたいと思っております。本
日一日どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事挨拶　佐藤　貴之幹事
　皆さま、こんにちは。幹事報告になります。ロータ
リアンマスターズゴルフ大会のご案内です。こちら先
週の委員会報告で前田君よりご報告ありましたが、重
ねてのご案内となります。開催日時ですが９月 24日
（日曜日）12時 30分より、釧路カントリークラブ東
コースにて開催されます。締め切りが９月14日となっ
ておりますので皆さまよろしくお願いします。
当初は、同じ日程でナユタの会が開催予定となってい
ましたが、日にちを変更していただいております。ナ

ユタの会の皆さま、どうもありがとうございます。
各クラブの例会案内はお手元の例会案内をご覧いただ
きますようお願いします。

新入会員のご紹介　スポンサー　曾我部元親君
　それでは、佐藤伸昭さんのご紹介をさせていただき
ます。
佐藤さんは昭和 34年、旭川市で生まれております。
18歳まで旭川にいて、札幌の大学に進学されました。
卒業後はトーヨーサッシ、現在のリクシル（LIXIL）
に就職されました。約 20年前からは、グループ会社
の不動産ＦＣ本部・北海道支店長としてご活躍されま
した。
その後ご縁があり、現在のユタカコーポレーションに
お勤めになっております。現在、社長としてその手腕
を発揮されております。自宅は江別市にありまして、
家族はそちらにおります。現在は、釧路で単身・長期
出張中の状態です。
趣味はゴルフ・麻雀は残念ながらおやりにならない。
休日の帰省時にはもっぱら２匹のニャンコと戯れるこ
と。あと、車や部屋の模様替えなどが趣味で楽しんで
いるようです。それと趣味として、あまり聞いたこと
ない「統計などのデータを見ることだ」と。どんな統
計を見ると興奮するのか気になるところであります。
かなり真面目な方だと推察されます。ちなみに私との
付き合いですが、中小企業家同友会の仲間ということ
で、常に勉強しているのです。先日も隣同士になった
のですが、非常に真面目に勉強される姿を見て、間違
いない人だなと思っております。きっと釧路ロータ
リークラブの活動においてもご活躍されること間違い
ないと思います。次期役員の方々は目をつけておいて
も良いのではないかなと思います。
それでは佐藤さんから自己紹介をしていただきたいと
思います。

新入会員挨拶　
ユタカコーポレーション　代表取締役　佐藤　伸昭君

　はじめまして、佐
藤伸昭と申します。
今回、伝統と歴史の
ある釧路ロータリー
クラブに皆さん満場
一致でお迎えいただ
いたこと本当に嬉し

く思います。紹介いただいたユタカコーポレーション
という不動産会社で６月から代表として席を置かせて
いただいております。
企業の仕事・ビジネスとは別に人を磨きたくて、諸先
輩方にいろいろご指導いただきたいと考えておりま
す。生まれた時のキャラがすごく引っ込み思案の一

人っ子なのです。育ったキャラは、出しゃばりのお喋
りというようなキャラで生きてきております。ぜひ、
そこの席の方では「お前何者だ」とお声がけしていた
だければ幸いと存じます。
簡単ではございますが、ご挨拶させていただきました。
今後ともひとつよろしくお願いします。ありがとうご
ざいます。

スポンサー　木下　正明君
　皆さん、こんに
ちは。曾我部さん
が流れるようなご
紹介をされたので
とてもやりづらい
のですが、ご紹介
させていただきま
す。今回、新入会員になりました桑島洋平さんです。
ＮＨＫ釧路放送局の局長さんで、前任の小野正晴君の
後任となります。ご家族は奥さまと娘さんがおります
が、今、札幌の方にお住まいで、娘さんは高校２年生
ということです。
生年月日が昭和 42年１月 18日で 56歳になります。
１月 18日生まれは私の息子と同じで、全然気にしな
くていいのですが勝手に縁があるなと思っています。
ご出身は仙台で、釧路と似たような雰囲気もありまし
て、炉端があるような所です。
また、趣味は旅行です。ひがし北海道をご担当であり
ますし、ひがし北海道を堪能していただきまして釧路
のファンになっていただければありがたいと思いま
す。ＮＨＫの皆さんは本当になじみ深くて、たくさん
の仲間作っていただいて、楽しん離釧していただくこ
とになると思います。どうぞ出席を多くしていただい
て皆さんと馴染んでいただければと思います。
趣味の方は最近多いのですが、ゴルフと麻雀はされな
いということです。お酒は「好き」ということです。
皆さん遠慮なくお誘いをいただければと思うところで
す。
では、ご本人から自己紹介をよろしくお願いします。

ＮＨＫ釧路放送局　局長　桑島　洋平君
　ご紹介いただきま
したＮＨＫの桑島と
申します。歴史と伝
統のあるこの釧路
ロータリークラブに
入会をお認めいただ
きまして本当にあり

がとうございます。
私はいま局長という立場なのですが、平成３年にＮＨ
Ｋに入っておりまして、この時の初任地がこの釧路な

のです。ＮＨＫの代打の局長でも、初任地に局長で戻っ
て来ることはほとんどなくて、今回は非常に嬉しいと
思って戻ってまいりました。
平成３年と言いますと、漁業と炭鉱・製紙など記者と
しても取材の機会をたくさんいただいて、漁船に乗ら
せていただいたり、炭鉱ですと実際に坑内に入れてい
ただいたり、いろんな経験をさせていただきました。
北方領土も当時はビザなし渡航がありましたので国後
などにも行かせていただいて、釧路・根室の方々、こ
の道東の方々に本当に育てられて、私は記者出身なの
ですがその後の記者人生を決定づけた釧路です。
平成３年に入って６年間この釧路に住んでいました。
そういう意味では本当に忘れられない土地です。最後
に、妻の話がありました。妻も実は釧路の人間でして
今回、単身赴任になったのですが一番釧路に行きた
がったのは妻でした。娘が札幌の高校にいるもので、
どうしても。つい最近も釧路に来て、私のアパートに
「かなり長居して住めるのではないか。やっぱり釧路、
いいな。今度、また来る」と言っていました。
それぐらい釧路という魅力ある土地に再び戻って来ら
れて、また私のプライベートでも家族が住む第二の故
郷という所でして、大事な土地で過ごせることを非常
に嬉しく思っています。
皆さまにいろいろご指導いただいて、ＮＨＫとして地
域に貢献し、私個人としてもこの土地でかけがえのな
い経験を積めればと思います。
皆さま、いろいろご指導をよろしくお願いいたします。
ありがとうございました。

歓迎の言葉　後藤　公貴会長　
　改めまして、佐藤君、桑島君、ご入会、本当におめ
でとうございます。心より歓迎を申し上げます。
敬称が「君」になったということは、正式に私どもの
お仲間になっていただいたということでご理解いただ
ければ思います。私も 11年、このロータリーにいま
すが、引っ込み思案の一人っ子でしたが、しっかりと
皆さま方に可愛がっていただいて現在があるというと
ころです。お二人には、私ども会員の権利であります
「出席」を数多くその機会を行使していただいて 1日
でも早くわれわれに慣れていただければと思います。
今後ともよろしくお願い申し上げます。
お二人の所属委員会ですが、親睦活動委員会になりま
す。本日、濱口委員会が来ております。
ぜひご活躍期待しております。よろしくお願いします。

プログラム委員会　八幡　好洋委員長
　皆さん、こんにち
は。プログラム委員
会の八幡です。本日
は k-Biz センター長
をされております澄
川誠治さんに講師と
してお越しいただい
ております。私から紹介するまでもなく、澄川さんの
ご活躍は皆さんご存じのことと思います。2018 年に
釧路にいらっしゃって、わずか５年程ですが k-Biz の
取り組みは全国各地にある Biz の中でも大変すばらし
い成績を修めているとお聞きしています。澄川さんの
ご活躍も釧路のみならず全国の Biz を取りまとめる役
割を担っていて、釧路を飛び越えて様々な場面でのご
活躍をいただいております。
本日お話いただくテーマは「釧路北大通りでのＩＴ技
術者養成事業について」です。釧路市と連携をした中
で初の行政との連携の取り組みとお聞きしています。
実は明日からスタートというタイミングで、大変お忙
しい中でお越しいただきまして本当にありがとうござ
います。これからの釧路の明るい話題になるのではな
いかなと思います。非常に楽しみにしております。

釧路ビジネスサポートセンター k-Biz
　　　　　　　　　　　センター長　澄川　誠治様
　皆さん、こんにちは。このような機会をいただきま
してありがとうございます。k-Biz のセンター長の澄
川と申します。
先ほど八幡さんからご紹介いただいたのですが、最近
発売された全国紙のコピーを各テーブルに置かせてい
ただいています。そこで Biz モデルの代表みたいな感
じでご紹介いただいております。全国の Biz モデルの
中で一番上手くいっている Biz ということで k-Biz を
選んで、紹介していただきました。そんなに枚数は用
意していないですが、自己紹介代わりにお時間がある
時にご覧いただければと思います。
今回、「釧路の北大通りのＩＴ技術者養成事業」とい
うことでお話させていただけたらと思います。
大変ありがたいことに、いろんなメディアで取り上げ
ていただいているので講演活動もしているのではと思
われる方もいるかと思います。基本的に専門は、マン・
ツー・マンの相談事業なので、こういう１対マスの講
演活動はお断りさせていただいております。今回は「八
幡さんスペシャル」と思っていただけたら幸いです。
今後、皆さんからご依頼いただいた時にお断りするこ
と、結構あります。「あの時、喋ったじゃないか」み

たいな話があるかもしれませんが、本業としておりま
せん。基本的にマン・ツー・マンの形でやらせていた
だいていますのでよろしくお願いいたします。
それではご説明させていただきます。
こちらは、市の公式事業の説明資料となっています。
こちらをかみ砕いてご説明させていただけたらと思い
ます。
釧路市と一緒にやっている事業になります。こういっ
たＩＴ会社を立ち上げた背景ですが、k-Biz を立ち上
げて５年弱。考えたのは、４年の段階で考えさせてい
ただいたのですが、相談件数が１万件に迫るとか、相
談事業主さんが 1,000 件に迫るとか。約 8,000 事業
者のうちの 1,000 事業者さんと統計学的にもある程
度信ぴょう性がある数字というところを通過していく
中で、ＩＴベンチャーの創業がかなり少ない。ＩＴ業界
自体もかなり少ない所で、世界、日本も当然ですけれ
ども、市場が成長しているこの領域において市内にそ
ういった恩恵を受けられる事業者が存在しない。もっ
と言うと、今後、若者がこれからのビジネスマンが就
職するだろう業界に就職先が存在しないという状況に
対して、「市として取り組んでいきたい」という中で、
k-Biz が事業者を良く知っている立場から一緒に考え
ていったという経緯になります。
時を同じくして、市としても何かを始めるにあたり「使
える予算がないか」を検討している中で、国がそのよ
うな予算を作るタイミングでもありました。
これは国のホームページです。「育成 5カ年計画」と
いうものを立ち上げて始めるとあって、これに基づい
てデジタル田園都市構想という予算があり、それに合
わせて釧路市としても事業をやっていきたいと考えて
きました。
政府・国としては「スタートアップ創出」を掲げます。
ですけれども、われわれが考えたのは「スタートアッ
プ人材創出」。というこの似て非なるものだと思って
います。なぜわれわれは「人材」を付け足したのかで
す。国としては今いる人、いろんな理系の学生とか若
者にどんどん独立してほしい。起業してほしい。いろ
んな最先端のサービスをどんどん事業化してほしい、
と。それを支援するやり方、資金提供だったり、そう
いった先輩起業家のネットワークだったり、を例とし
て挙げていたようなガイドラインだったのです。
　釧路は k-Biz もあります。お金がないのか、支援す
る支援機関がないのかというと、それはそこまで大き
な問題ではないのではないか。一番の問題は、人がい
ないということです。そもそも人口がいないですし、
そもそもＩＴ人材がいないということです。
　やりたいという人の環境を整えても、何も起こらな
いだろう。それなりにいろんな企業キャンプとかブー
トキャンプ、いろんなイベント施策は国のお金を使っ
てやろうと思えばできたかもしれないです。おそらく

「空虚なもの」「やりました感じ」になって終わりだろ
うと。何も生み出さない。
そこから市役所とも本当にひざを詰めて、「本当に意
味のあることやりたいですか？」「やった感がいいで
すか？」「本当に何かを生み出したいですか、どっち
ですか？」という覚悟を一緒に決めながら、商業労政
課さんがカウンターパートの中で「本当にこの街に何
か変化を生み出したいところの覚悟感の中でやりま
しょう」と。
「であれば、人」、人がいないと意味がない。第１ステッ
プとしては、支援する仕組みではなくて人です。この
理系人材というものがこの街に住んでもらわないと何
も起こらないですね、と。ここにこだわってスタート
していきました。
じゃあ、その理系人材・ＩＴ人材・ＤＸ人材に住んで
もらうためには何か。一般的な地方自治体のアプロー
チでいうと「誘致」です。ＩＴ企業に支店を出しても
らって、ドバッと人が住んでもらうと即効性がありま
すし、ある程度のボリュームがあります。100 人の
支店など出してくれたら、それだけで地域に 100 人
のエンジニアが生まれるのです。
事業の安定性もあるのですがデメリットは、われわれ
は日本製紙の撤退を経験したばかりです。どれだけ尽
くしても、市長も知らないところで撤退が意思決定さ
れるわけです。主導権がなかったらどれだけ尽くして
も、どれだけ頑張っても、撤退に関しては知らないと
ころで決められてしまう。それは当たり前と言えば当
たり前ですが、「結構、尽くしてきたのに」というこ
とが起きるわけです。どれだけ誘致を頑張って応援し
ても撤退があるということは大きなデメリットかなと
思っています。いろんな人材も定着するかどうかはそ
の企業次第。その企業がどこまで長く進出してくれる
かどうかにかかってしまう。
あと、誘致を簡単に言うけれど誘致がなかなかできな
いわけです。「来てください」と今、1,700 自治体が
どこも言っているわけです。1,700自治体の全員が「Ｉ
Ｔ企業来てください」と言っているわけです。そうす
ると、そもそも来るのだろうかというところがありま
す。
もちろん上手くいっている所があるのです。これは四
国・徳島県の神山町です。地元の建設会社の息子さん
がスタンフォード大学に行って帰ってきて、古民家に
思いっきりエリアごとに光ファイバーを通して、
2010 年ぐらいから「ＩＴ企業、どんどん来てくださ
い」とやって今は、企業も来て、高専を作るぐらい成
功した所もあるのです。もう 2010 年から始めている
みたいな所に先行されているのです。
これを真似しても同じことは起きないのです。これを
真似して 1,700 自治体がみんな頑張っているのです
が、これはそうそう来てくれないですね。誘致をやっ

てもいいのですがなかなか実現はしない。先行してい
る所もあるということです。
であれば、作るということに加わっていきましょう。
何がいいか。繰り返しになりますが主体が釧路市にあ
るので潰れることがあっても撤退がないということで
す。自分たちが知らないところで、釧路の人が全く知
らない意思決定は存在しないということです。
大変難しいのですが、即効性もないのですが、じわじ
わ人が増えるのです。撤退がないことだし、地元企業
に就職してくれるので人材も地元にしっかり長く住ん
でくれる可能性が出る。ということで、こっちが主導
権を持てるやり方で作ろうじゃないか、というところ
です。
これが今までの自治体がやったことがないやり方なの
です。それは当たり前ですね。公共事業なので、ドブ
に捨てる、会社が破綻して無くなるようなものに公共
事業としてお金は出さないです。
なので、民間を中心にそういう会社を作る、民間と連
携をして会社を作る。でも、会社は無くなるかもしれ
ません。というものに普通は、公金を出す踏ん切りは
なかなかつかない中、釧路市が冒頭で確認した「本当
に意味のあるものを今回やるのですよね」で踏ん切り
をつけて一緒に取り組んできた形になります。
誘致ではなくて、取引です。発注してもらう。すでに
人材や会社というのは、釧路に支店を出さなくていい
ので、われわれに発注することで釧路進出をしてくれ
という、そういう企業を探して、仕事の業務としては
安定させて、仕事がある街ということです。釧路に仕
事がある街にして、そこに人を呼ぶ。仕事はあるので
人来てくださいというやり方ができないかを目指して
今回、動いた形になります。
　やっぱり誘致というのはどこかムシがいいのです
ね。これだけいろいろやりますから来てください。で
きれば長くいて下さい。あと、業績は上手くやって下
さい、みたいな感じになります。われわれとしては市
と一緒にリスクを取って覚悟を決めて、われわれは雇
用もしっかり自分たちで採用します。そのうえで、わ
れわれやお宅にメリットがあるから発注してください
と、取引というものを作り出して、釧路に雇用と人材
を生むことをやろうと決めて動いてきました。
　契約のステークホルダーは地元の皆さんです。釧路
市役所・商工団体・金融機関さんが出資して作ります。
個人の資本は１円も入っていない状態になっていま
す。これは補助事業の間だけではあるのですが、基本
的にオーナーは公共団体、公共の方々が持つという形
になっています。
そういったことを伝えて、われわれが仕事を見つけて
きた形になります。東京のベンチャー企業で伸びてい
る『SORAMICHI（ソラミチ）』というウェブ企業から
仕事をもらえて、仕事面では安定したところを作った

形になっています。
　われわれとしてこのソラミチという会社に決めた理
由としては、この会社が大手企業と付き合っているの
です。野村證券だったり、ＴＢＳだったり、大手企業
との販促支援をやっている会社になります。
われわれが人材育成をするときに、このＩＴ開発とい
う仕事は結構ピン・キリなのです。出会い系サイトや
マッチングアプリとかエロ系の仕事も山ほどあるので
す。ただ、われわれとしては「釧路で楽しそうな仕事
があるぞ」というものにならなきゃいけないし、経歴
になるような仕事にならないといけないと思ったので
「TBS のホームページを作っていたよ」「野村証券の販
促に仕組みを作って、バナーを作っていたよ」という
ような、しっかり経歴になる仕事じゃないと意味がな
いと思ったので、そういった「人に言える仕事」をやっ
ている所と組もうということで「ソラミチ」とやりま
した。
この後にも出てきますが、このソラミチという会社が、
いわゆるフロント・エンドといわれるホームページか
らサーバーサイドといわれる顧客管理システムなど幅
広くやっていました。われわれとしては多様なエンジ
ニア層を抱えられる会社になりたかったので、どこか
に特化するのではなく、地域に人材をお送り出そうと
しているので「ある分野だけ、というのはあまり良く
ない」と思って、できるだけオールジャンルで抱えた
いと思ったのでこのソラミチという会社がベストだと
判断をして契約させていただくことにしました。
その契約の上でも、われわれのガバナンスとして、管
理人材はいるけれどもＩＴプレイヤーはいないので
す。ＩＴプレイヤーがいない中で、ＩＴ会社を立ち上げ
るという無茶なものにチャレンジしているのですが、
そういった意味で教えてくれるのはソラミチ社に持っ
てください、コーチはソラミチ。われわれは人材を採
用するけども少なくとも１年間は教えるのはあなた方
です。２年目からはわれわれで自走するのですが、１
年目はあなた方が教えてください、かつ仕事も下さい。
新卒みたいな者を採っても１カ月目からちゃんとお金
を下さい、みたいな包括の業務提携をします。われわ
れにとってはかなり都合のいいことも言うのですが、
当然、制作単価みたいのは思いっきり下げて結構です。
そこをわれわれは耐えます。補助金とか自己資金を活
用しながらそこは耐えるので、われわれの会社を成長
させて下さい。それを途中で抜けられたら困るので、
３年後、補助事業が終わったら 33％の株を持ってく
ださい。これはお互いのためにです。その会社が本当
にうまく行った時に僕らが逃げたらその会社も投資損
ですし、僕らとしても適当な支援をされても困るので、
「3年後に 3分の 1は持ってください。お互いのため
にこれをやりましょう」ということで、3年後 3分の
１を持つという前提で包括的業務契約をしています。

これは先ほどの誘致ではできないのです。ここはしっ
かり契約、「われわれは雇用して、われわれもしっか
り血を出すから、３年後に向けていい会社を作りま
しょう」という話ができることで、リスクをとるから
交渉ができると思っています。誘致なら譲歩しかない
と思っています。この辺も、仕組み自体がこういった
政策でスタートしたのでできたことと思っておりま
す。
これはソラミチがやっている事業の話になります。先
ほどの繰り返しになりますが、左側がホームページな
どの領域で広告代理店がやるような集客領域なので
す。真ん中がホームページを作るデザイナーなどの制
作領域。右側がウェブコンサルという顧客管理とかの
領域になるのです。
この領域ごとにプレイヤーが違うのです。プレイヤー
が違うので自分が売りたい商品を顧客・大きなコング
ロマリットに対して売っていくことになるのですが、
彼らはどこでもソリューションを持っているので、「あ
なたは集客に課題があります」「あなたは顧客管理に
課題があります」をホントに必要なもの提案できるの
でそういう大手会社に受けているという感じです。本
来そこに、例えば広告代理店の電通や博報堂など、制
作だったら制作プロダクション、ウェブコンサルだと
コンサル会社などが入っていますが、彼らはその辺が
全部横断でやっているところが売りだったのです。そ
こが、われわれとして「この会社は成長するのではな
いか」という部分と「オールジャンルでやってくれる」
ので組んだ形になります。
ただ、これはあくまで仮説なので、この会社がコケる
かもしれません。われわれが一気に経営を追い込まれ
る可能性は常にあるわけです。なので、リスクは常に
ある状態の中で進めている状態であります。あっとい
う間に会社潰れるかもしれませんという中で、今、お
話をしたのは「大丈夫なはず」でやっていますが、何
が起こるか分かりません。という意味では公共事業と
しては非常に珍しい体制でやらせていただいていま
す。
運営資金ですが、釧路市からの補助金で年間約 1,200
万円が 3年分、3,600 万円分が出ます。先ほどの公的
団体の資本金で 54万円。あとは僕たちの手出し・役
員からの自己資金で同じくらい 3,000 万円から
3,600 万円、補助金と同額位を拠出する見込みで動い
ています。僕もすでに、この会社の準備で僕の自己資
金 1,000 万円が消えまして、会社経営は本当に大変
ですよね。皆さんもヒリヒリしながらやられています。
あっという間に 4桁消えました。そういう中で僕自
身も覚悟を決めてやらせていただいています。
先ほどのデジタル田園都市構想という予算でやろうと
思っていたのですが、これは僕も詳しくないのですが、
釧路市役所の方が通らず、結局、こちらは自主事業で

釧路市の自前予算でやることになりました。釧路市役
所職員の 2,500 人の方々が削りに削って出していた
だいた予算なので本当に責任が重たい事業だと思って
います。市として本当に数少ない自主事業で取り組め
る予算を捻出していただいたと思っています。何とし
ても形にしていかないといけないと改めて思っている
次第です。
改めてわれわれが何をなしていくか。そういうスター
トアップを作ろうから、あとは、ＩＴ企業が必要だと
いうところからスタートしました。われわれとして、
いざやるぞという時に何をなしていくかで言うと、こ
の２つプラス１つみたいなところで考えて、まず一番
上の大元の人材輩出をしていきたい。釧路にＩＴ人材
を呼び寄せて成長していただいて、どんどん地元に出
していく。それは副業であったり起業であったり、こ
の釧路のＩＴ業界というもの作っていくものになりた
いと思っています。
プラス、その下です。地域のＤＸ業務を副業として社
員がどんどん請負っていきます。もちろん独立してい
いのです。なかなかこの地域で簡単に独立できないと
思っていますので、われわれの方で基礎収入を確保し
ながらどんどん副業ＯＫで、いろんな会社さんの業務
を担っていきたい。もしくは本当に副業という状態、
ダブルワークで本当に雇用をしていただいてその企業
に入っていくのをやっていただきたい。
これはプラス・１になりますが、われわれは事務所を
せっかくなので北大通りに構えました。20代の人が
うようよ北大通りをうろつく、ランチの時間になった
ら 20代がうろうろしている所を作りたいと思いまし
て、北大通りの活性化もわれわれの社員が増えれば増
えるほど起こしていきたいと思っております。
逆にやらないことで言うと、株式会社 k-Hack 自体は、
釧路市内の発注は受け付けません。市内企業から転職
は受け付けないということでやらせていただいていま
す。なので、本当に地域の人材教育、地域のＤＸ化の
推進力にわれわれの企業を起点としてやっていきたい
と思っています。
これは少し一般論になってしまうのですが、企業のＤ
Ｘ化・日本のＤＸ化は難しい理由みたいなものは、僕
は個人的に明らかだと思っています。
上が日本の 2015 年と 2010 年のＩＴ人材、いわゆる
理系人材がどのジャンル、どの分野の会社に入ってい
ますか、です。７割以上が日本ＩＴ企業に、いわゆる
技術会社・ＩＴ会社に入っています。残りの 25％が
それ以外の分野に入っている形です。これは皆さんか
らしたら「普通だ」と思うのですね。ＩＴ人材・理系
人材がそういう専門の会社に入っているのが普通と思
うかもしれません。
下がアメリカです。アメリカの 2021 年、2015 年、
それと同じ調査ですが、アメリカの場合はＩＴ人材、

理系人材の 65％がＩＴ企業以外にいるのです。各会
社でＩＴ業務をやっている。これが日本とアメリカの
根本的な違いです。日本は、自分たちでそういう人材
を抱えてリスクを取って、何かを取り組んでもらうと
いう文化がない感じなのです。
これは難しいのです。実際、そんな人が入ってきても
業務指示書で何をしたらいいか分からない、誰が指示
をするのだ。誰がどんな仕事をさせるのだ。難しいの
ですが、自社のＤＸ化を進めるというと、そこは他社
に任せないで自社でしっかり抱えて取り組んでいくこ
とをしないと、なかなか本気では起きないということ
ですね。しっかりした人間が自社の事業もよく知って
いて、ＤＸについての知識があるからできるのです。
外部の会社と組もうが、なかなか簡単に起きない。
われわれがやりたいことは、釧路の中小企業にＩＴ人
材が副業でいいから務めている状態を作りたいと思っ
ています。これはすぐには無理で、３年ぐらいかかる
と思っています。k-Hack で育てた人間が各会社の中
に副業でいいから務めてもらって、そこですぐにはで
きないと思いますが、その会社さんの事業をしっかり
理解して、その上で自分のＩＴ知識とその会社さんの
事業環境を理解したうえでＤＸに取り組んでいく。こ
れが日本の会社は、他の会社がやれないので、この場
に行ってやれると限らないので、釧路だけそういった
仕組みができたら釧路の競争力が高いのです。釧路の
中小企業、釧路の企業の競争力を他の地域よりも上げ
ることができる。
これも理想論ですが、そういったものを想定して
k-Hack がそういう各会社さんに副業でいいから就職
する、雇用してもらう。月１社員、月２社員、週 1
社員みたいな形で入っていくことを想定しています。
これは入っただけでは使い方も分からないでしょう
し、その人も辞めたくなっちゃうかもしれない。われ
われはそこを、使い方もお伝えしていきたいですし、
そのエンジニア自体がコミュニティです。エンジニア
自体が孤立しないように。「あの会社、入ったけれど
も居づらくて」みたいにならないように、われわれは
常に場として存在し続けて、励ます存在としてやって
いきたいと思っています。
それが３年後、４年後、５年後、もしくは 10年かか
るかもしれませんが。そういった形で起きることが
k-Hack がこの地域に生まれた本当の目的だと思って
います。
われわれが人を呼んで、育てて、各地域の方に使って
いただく。そういう仕組みを今、作ろうと思って動い
ている形になります。
当然、僕もＩＴのプレイヤーじゃないです。大変あり
がたかったのは、こういった会社を作る時に、この佐
藤君です、この釧路が生んだ天才エンジニア。中学生
ぐらいからＩＴ企業にスカウトされるようなコーディ

ングの達人がいたのです。自分で事業売却した経験も
あるような人間がいるのです。その彼が釧路に帰って
きていて、釧路の仕事は一切しなかったのですが、釧
路にいながらメガベンチャーのＣＴＯをやっていたの
です。その彼が協力してくれるということで、一気に
このプロジェクトは現実味が増したところがありま
す。また釧路出身の方ですが、釧路高専を出て日本ハ
ムファイターズで、「次はカーブではないか」「次はス
トライクが来るのではないか」をやっていたデータ・
サイエンティストの兒玉君が 10月から参加すること
になっています。こういった釧路出身の人材がしっか
り協力してくれることで我々としては体制が組めたか
なと思っています。
現在の採用状況ですが、全てあけっぴろげでご説明さ
せていただきます。９月１日から釧路高専の新卒の日
本人１名が入社します。中途の韓国人で東京からの転
職で１人が入ります。日本人の大学生アルバイト、こ
れも高専卒が１人入ってきます。その後、中途・新卒
それぞれが韓国人エンジニアを採用していて、年内に
10人／月のコースを持ち切るようになることが内定
辞退されない限りは入る予定になっています。
そこで皆さんは「どうして韓国人なのだ」と率直に思
うと思います。当然、日本人を採用できたらいいので
すが、日本人のエンジニアは本当に少ないのです。本
当に少ない中で奪い合いになっています。しかも、数
が少ない、釧路に呼んでくる、中では採用しないとい
うと、日本人にこだわったら、いつまで経っても会社
が始まらないのです。
最初から年齢不問・国籍不問で募集をかけていて、韓
国人の良いルートが見つかって、今、韓国人が中心に
なっています。釧路のポータスさんにはミャンマー人
のエンジニアさんがいますし、われわれは国籍不問で
やっていて良いルートが見つかっているのは韓国だと
いうことです。
韓国の状況もご説明させていただきます。なぜと採れ
るのかでいうと、韓国は大企業戦略をずっと昔から
とっていて、ほとんど中小企業が存在しないのです。
そうすると東大・京大卒のレベルの子たちしか韓国の
大企業には就職できないのです。なので、エンジニア
になりたい人はエンジニアになれない。育成機能を国
として持っていないので、最初からそういう子たちは
育成してくれるみたいな日本の大学に入った時から、
１年生の時から日本語の勉強をしているのです。
日本でいうと東大京大以上ですね。大学の世界ランク
で 1,500 位までしか発表されていないのですが、日
本の六大学で 1,500 ギリギリかそれぐらいの層なの
ですが、僕らが採っているのは世界ランク 1,000 位
以内の韓国のエリート層です。なので、コリアンパブ
のイメージとかで韓国を見ないでいただけたらと思い
ます。めちゃくちゃ優秀です。めちゃくちゃ日本語も

喋れる、英語も喋れる、ビザもすぐ下りる。この優秀
な子たちはビザなんか即、下ります。そういう子たち
をわれわれが採用したという感じです。
どうして釧路で採用できるのか。採ってみるまで分か
らなかったことです。「釧路を知っている？　渋谷・
原宿に行けないよ」と何回も説明したのですが、それ
でも「エンジニアになれる。育成してくれるのだった
ら私は行きたいです」と言っていただいて、かなりの
ボリュームが採れているのです。
皆さんも思い出してほしいのです。今の大学生って腹
立ちますよね、割と労働意欲が低くて就職率 60%な
のです。このレベルの環境から来たら無茶苦茶、労働
意欲が高いのです。皆さまが若者に求めるような高い
労働意欲です。「社長、頑張ります」みたいな労働意
欲も圧倒的に高い、能力も高い、という人材を僕らと
しては見つけたので、そこを中心に採っています。英
語は当然、みんな喋れますので、この先の海外からの
受注というのもこの体制を使って狙って行きたいとい
う感じです。
「韓国から来て釧路に残るのか」と疑問に持たれると
思うのです。皆さんのご子息ですら残らない状況の中
で、韓国人と差がありますかという話なのです。この
人たちは「日本語を喋って、定年まで日本でやりたい」
と思って日本語を勉強してきた人たちですので、来て
からが勝負なのです。残る保証は全くないです。ただ
釧路を好きになってもらって、定年の６０歳迄しっか
り釧路でやってみたいと思わせられるか、がこっちの
勝負です。僕たちの会社が魅力的であるかどうか。釧
路という街が魅力的であるのか。釧路という企業、釧
路にある企業を見て彼らが独立したいと思うかどう
か。
それは、国籍で判断する、国籍が違うからといって判
断する時代ではないと思っています。非常に優秀な人
材が今どんどん採れています。彼らに釧路を好きに
なってもらうことも同時にやっていかないといけない
と思っています。もちろん日本人の採用もずっと続き
ますけど、今後、国籍がどういうバランスになるかは
僕自身も分からないです。優秀な人、労働意欲の高い
ルートを常に見つけて採っていきたいと思っていま

す。
今後、補助事業の３年で体制を整えさせていただいて、
年商を少なくとも４億円、従業員 50名、これはハー
ドル高いのですが、従業員 50名ぐらいの規模になっ
ていきたいと思っています。補助事業終わった後から
は、研修事業、いろんな中小事業さん、金融機関から
の学び直し、先ほどの各会社に送り出すところもあり
ます。何なら中の筋がよさそうな人をわれわれの会社
で育てさせていただくみたいな受け入れ事業もあるの
かなと思います。釧路の問題である収入が低い層・未
経験者からの採用をやっていきたいですし、ハロー
ワークでレベルの高いプログラムをやってくれたらわ
れわれが採用しますよ。釧路刑務所は初犯刑務所なの
であまり重大な犯罪の人はいないので釧路刑務所でレ
ベルの高いプログラムを終了した人はわれわれが採用
するよ。シングルマザーとか生活保護受給者も手に職
をつければプログラミングで暮らして行けますから、
というところを支援していきたいと思っています。わ
れわれが一旦、請負でやっていきますが自社サービス
もやっていきたいと思っています。
最近のニュースですが、学び直しに 30億円で、「正
社員 7割に 30億円使って学び直しさせますよ」とか
の動きが始まっているので、これの中小企業版、地方
版みたいなものを事業としてやって行きたいと検討し
ているところです。
すみません、時間が過ぎてしまいましたが、私が釧路
でやりたいことまだまだいろいろありまして、公教育
も変えていきたいですし、いろんな街中再生もやって
いきたいです。いろいろやりたいことありますので、
皆さまに投資のお願いにお伺いすることもありますの
で、ぜひお話を聞いていただけたらと思います。
「元々、そういう気あるよ」という方は、事前に教え
ておいていただけるとどんどんお伺いさせていただき
ます。よろしくお願いいたします。
お時間が過ぎてしまいました。以上になります、あり
がとうございます。



 

　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さま、改めま
してこんにちは。
お食事の方はどう
ぞお続けになって
お耳だけ傾けてい
ただければと思い
ます。
本日、先ほど申し上げましたが、澄川様には大変お忙
しい中、こうしてわれわれのために例会での講話を引
き受けていただきまして心から感謝申し上げます。本
当にありがとうございます。
後ほど、ニコニコ献金でもご紹介あるかと思います。
澄川様とは最近ご縁が生まれまして、私が k-Biz 様の
相談者 1,000 人目ということで大変光栄な取材を受
けさせていただきまして、先日の釧路新聞でも報道さ
れたところで、ご覧になった方がいるかなと思うので
す。
私の相談内容は、僕のお店が釧路市のリバーサイドに
あるものですから、そのリバーサイドゾーンの立地を
活用して、もちろんお客様を増やすということと、名
物になるようなフォトスポットやシンボルゾーンにな
るような働きができないかとご相談させていただきま
した。今、いろんな国や道や市の補助金を活用して、
なんとかできないかと相談を継続させていただいてい
るところです。

ここにおられる皆さま、企業の大・小は関わらず、若
い社員の皆さまのアイデアとか、取り組みを実際に具
現化して、街のため、企業のためになる取り組みを多
くされている k-Biz です。わがクラブにも、滝波君が
ビルのアプリケーション開発のお手伝いをいだたきま
した。舟木米穀店さんではコーヒーの商品化・ブラン
ディングの相談に行って実現されています。ぜひご興
味のある方は澄川様を通じてぜひご活用いただければ
と思っております。
後ほど。詳しくお話いただきますが、釧路市と k-Biz
様が中心となってＩＴ分野の事業に挑戦されます。
私が本年当初から掲げております「より釧路のことを
深く知ろう」というところで、皆さまと今日も有意義
な時間で学びを深めていきたいと思っております。本
日一日どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事挨拶　佐藤　貴之幹事
　皆さま、こんにちは。幹事報告になります。ロータ
リアンマスターズゴルフ大会のご案内です。こちら先
週の委員会報告で前田君よりご報告ありましたが、重
ねてのご案内となります。開催日時ですが９月 24日
（日曜日）12時 30分より、釧路カントリークラブ東
コースにて開催されます。締め切りが９月14日となっ
ておりますので皆さまよろしくお願いします。
当初は、同じ日程でナユタの会が開催予定となってい
ましたが、日にちを変更していただいております。ナ

ユタの会の皆さま、どうもありがとうございます。
各クラブの例会案内はお手元の例会案内をご覧いただ
きますようお願いします。

新入会員のご紹介　スポンサー　曾我部元親君
　それでは、佐藤伸昭さんのご紹介をさせていただき
ます。
佐藤さんは昭和 34年、旭川市で生まれております。
18歳まで旭川にいて、札幌の大学に進学されました。
卒業後はトーヨーサッシ、現在のリクシル（LIXIL）
に就職されました。約 20年前からは、グループ会社
の不動産ＦＣ本部・北海道支店長としてご活躍されま
した。
その後ご縁があり、現在のユタカコーポレーションに
お勤めになっております。現在、社長としてその手腕
を発揮されております。自宅は江別市にありまして、
家族はそちらにおります。現在は、釧路で単身・長期
出張中の状態です。
趣味はゴルフ・麻雀は残念ながらおやりにならない。
休日の帰省時にはもっぱら２匹のニャンコと戯れるこ
と。あと、車や部屋の模様替えなどが趣味で楽しんで
いるようです。それと趣味として、あまり聞いたこと
ない「統計などのデータを見ることだ」と。どんな統
計を見ると興奮するのか気になるところであります。
かなり真面目な方だと推察されます。ちなみに私との
付き合いですが、中小企業家同友会の仲間ということ
で、常に勉強しているのです。先日も隣同士になった
のですが、非常に真面目に勉強される姿を見て、間違
いない人だなと思っております。きっと釧路ロータ
リークラブの活動においてもご活躍されること間違い
ないと思います。次期役員の方々は目をつけておいて
も良いのではないかなと思います。
それでは佐藤さんから自己紹介をしていただきたいと
思います。

新入会員挨拶　
ユタカコーポレーション　代表取締役　佐藤　伸昭君

　はじめまして、佐
藤伸昭と申します。
今回、伝統と歴史の
ある釧路ロータリー
クラブに皆さん満場
一致でお迎えいただ
いたこと本当に嬉し

く思います。紹介いただいたユタカコーポレーション
という不動産会社で６月から代表として席を置かせて
いただいております。
企業の仕事・ビジネスとは別に人を磨きたくて、諸先
輩方にいろいろご指導いただきたいと考えておりま
す。生まれた時のキャラがすごく引っ込み思案の一

人っ子なのです。育ったキャラは、出しゃばりのお喋
りというようなキャラで生きてきております。ぜひ、
そこの席の方では「お前何者だ」とお声がけしていた
だければ幸いと存じます。
簡単ではございますが、ご挨拶させていただきました。
今後ともひとつよろしくお願いします。ありがとうご
ざいます。

スポンサー　木下　正明君
　皆さん、こんに
ちは。曾我部さん
が流れるようなご
紹介をされたので
とてもやりづらい
のですが、ご紹介
させていただきま
す。今回、新入会員になりました桑島洋平さんです。
ＮＨＫ釧路放送局の局長さんで、前任の小野正晴君の
後任となります。ご家族は奥さまと娘さんがおります
が、今、札幌の方にお住まいで、娘さんは高校２年生
ということです。
生年月日が昭和 42年１月 18日で 56歳になります。
１月 18日生まれは私の息子と同じで、全然気にしな
くていいのですが勝手に縁があるなと思っています。
ご出身は仙台で、釧路と似たような雰囲気もありまし
て、炉端があるような所です。
また、趣味は旅行です。ひがし北海道をご担当であり
ますし、ひがし北海道を堪能していただきまして釧路
のファンになっていただければありがたいと思いま
す。ＮＨＫの皆さんは本当になじみ深くて、たくさん
の仲間作っていただいて、楽しん離釧していただくこ
とになると思います。どうぞ出席を多くしていただい
て皆さんと馴染んでいただければと思います。
趣味の方は最近多いのですが、ゴルフと麻雀はされな
いということです。お酒は「好き」ということです。
皆さん遠慮なくお誘いをいただければと思うところで
す。
では、ご本人から自己紹介をよろしくお願いします。

ＮＨＫ釧路放送局　局長　桑島　洋平君
　ご紹介いただきま
したＮＨＫの桑島と
申します。歴史と伝
統のあるこの釧路
ロータリークラブに
入会をお認めいただ
きまして本当にあり

がとうございます。
私はいま局長という立場なのですが、平成３年にＮＨ
Ｋに入っておりまして、この時の初任地がこの釧路な

のです。ＮＨＫの代打の局長でも、初任地に局長で戻っ
て来ることはほとんどなくて、今回は非常に嬉しいと
思って戻ってまいりました。
平成３年と言いますと、漁業と炭鉱・製紙など記者と
しても取材の機会をたくさんいただいて、漁船に乗ら
せていただいたり、炭鉱ですと実際に坑内に入れてい
ただいたり、いろんな経験をさせていただきました。
北方領土も当時はビザなし渡航がありましたので国後
などにも行かせていただいて、釧路・根室の方々、こ
の道東の方々に本当に育てられて、私は記者出身なの
ですがその後の記者人生を決定づけた釧路です。
平成３年に入って６年間この釧路に住んでいました。
そういう意味では本当に忘れられない土地です。最後
に、妻の話がありました。妻も実は釧路の人間でして
今回、単身赴任になったのですが一番釧路に行きた
がったのは妻でした。娘が札幌の高校にいるもので、
どうしても。つい最近も釧路に来て、私のアパートに
「かなり長居して住めるのではないか。やっぱり釧路、
いいな。今度、また来る」と言っていました。
それぐらい釧路という魅力ある土地に再び戻って来ら
れて、また私のプライベートでも家族が住む第二の故
郷という所でして、大事な土地で過ごせることを非常
に嬉しく思っています。
皆さまにいろいろご指導いただいて、ＮＨＫとして地
域に貢献し、私個人としてもこの土地でかけがえのな
い経験を積めればと思います。
皆さま、いろいろご指導をよろしくお願いいたします。
ありがとうございました。

歓迎の言葉　後藤　公貴会長　
　改めまして、佐藤君、桑島君、ご入会、本当におめ
でとうございます。心より歓迎を申し上げます。
敬称が「君」になったということは、正式に私どもの
お仲間になっていただいたということでご理解いただ
ければ思います。私も 11年、このロータリーにいま
すが、引っ込み思案の一人っ子でしたが、しっかりと
皆さま方に可愛がっていただいて現在があるというと
ころです。お二人には、私ども会員の権利であります
「出席」を数多くその機会を行使していただいて 1日
でも早くわれわれに慣れていただければと思います。
今後ともよろしくお願い申し上げます。
お二人の所属委員会ですが、親睦活動委員会になりま
す。本日、濱口委員会が来ております。
ぜひご活躍期待しております。よろしくお願いします。

プログラム委員会　八幡　好洋委員長
　皆さん、こんにち
は。プログラム委員
会の八幡です。本日
は k-Biz センター長
をされております澄
川誠治さんに講師と
してお越しいただい
ております。私から紹介するまでもなく、澄川さんの
ご活躍は皆さんご存じのことと思います。2018 年に
釧路にいらっしゃって、わずか５年程ですが k-Biz の
取り組みは全国各地にある Biz の中でも大変すばらし
い成績を修めているとお聞きしています。澄川さんの
ご活躍も釧路のみならず全国の Biz を取りまとめる役
割を担っていて、釧路を飛び越えて様々な場面でのご
活躍をいただいております。
本日お話いただくテーマは「釧路北大通りでのＩＴ技
術者養成事業について」です。釧路市と連携をした中
で初の行政との連携の取り組みとお聞きしています。
実は明日からスタートというタイミングで、大変お忙
しい中でお越しいただきまして本当にありがとうござ
います。これからの釧路の明るい話題になるのではな
いかなと思います。非常に楽しみにしております。

釧路ビジネスサポートセンター k-Biz
　　　　　　　　　　　センター長　澄川　誠治様
　皆さん、こんにちは。このような機会をいただきま
してありがとうございます。k-Biz のセンター長の澄
川と申します。
先ほど八幡さんからご紹介いただいたのですが、最近
発売された全国紙のコピーを各テーブルに置かせてい
ただいています。そこで Biz モデルの代表みたいな感
じでご紹介いただいております。全国の Biz モデルの
中で一番上手くいっている Biz ということで k-Biz を
選んで、紹介していただきました。そんなに枚数は用
意していないですが、自己紹介代わりにお時間がある
時にご覧いただければと思います。
今回、「釧路の北大通りのＩＴ技術者養成事業」とい
うことでお話させていただけたらと思います。
大変ありがたいことに、いろんなメディアで取り上げ
ていただいているので講演活動もしているのではと思
われる方もいるかと思います。基本的に専門は、マン・
ツー・マンの相談事業なので、こういう１対マスの講
演活動はお断りさせていただいております。今回は「八
幡さんスペシャル」と思っていただけたら幸いです。
今後、皆さんからご依頼いただいた時にお断りするこ
と、結構あります。「あの時、喋ったじゃないか」み

たいな話があるかもしれませんが、本業としておりま
せん。基本的にマン・ツー・マンの形でやらせていた
だいていますのでよろしくお願いいたします。
それではご説明させていただきます。
こちらは、市の公式事業の説明資料となっています。
こちらをかみ砕いてご説明させていただけたらと思い
ます。
釧路市と一緒にやっている事業になります。こういっ
たＩＴ会社を立ち上げた背景ですが、k-Biz を立ち上
げて５年弱。考えたのは、４年の段階で考えさせてい
ただいたのですが、相談件数が１万件に迫るとか、相
談事業主さんが 1,000 件に迫るとか。約 8,000 事業
者のうちの 1,000 事業者さんと統計学的にもある程
度信ぴょう性がある数字というところを通過していく
中で、ＩＴベンチャーの創業がかなり少ない。ＩＴ業界
自体もかなり少ない所で、世界、日本も当然ですけれ
ども、市場が成長しているこの領域において市内にそ
ういった恩恵を受けられる事業者が存在しない。もっ
と言うと、今後、若者がこれからのビジネスマンが就
職するだろう業界に就職先が存在しないという状況に
対して、「市として取り組んでいきたい」という中で、
k-Biz が事業者を良く知っている立場から一緒に考え
ていったという経緯になります。
時を同じくして、市としても何かを始めるにあたり「使
える予算がないか」を検討している中で、国がそのよ
うな予算を作るタイミングでもありました。
これは国のホームページです。「育成 5カ年計画」と
いうものを立ち上げて始めるとあって、これに基づい
てデジタル田園都市構想という予算があり、それに合
わせて釧路市としても事業をやっていきたいと考えて
きました。
政府・国としては「スタートアップ創出」を掲げます。
ですけれども、われわれが考えたのは「スタートアッ
プ人材創出」。というこの似て非なるものだと思って
います。なぜわれわれは「人材」を付け足したのかで
す。国としては今いる人、いろんな理系の学生とか若
者にどんどん独立してほしい。起業してほしい。いろ
んな最先端のサービスをどんどん事業化してほしい、
と。それを支援するやり方、資金提供だったり、そう
いった先輩起業家のネットワークだったり、を例とし
て挙げていたようなガイドラインだったのです。
　釧路は k-Biz もあります。お金がないのか、支援す
る支援機関がないのかというと、それはそこまで大き
な問題ではないのではないか。一番の問題は、人がい
ないということです。そもそも人口がいないですし、
そもそもＩＴ人材がいないということです。
　やりたいという人の環境を整えても、何も起こらな
いだろう。それなりにいろんな企業キャンプとかブー
トキャンプ、いろんなイベント施策は国のお金を使っ
てやろうと思えばできたかもしれないです。おそらく

「空虚なもの」「やりました感じ」になって終わりだろ
うと。何も生み出さない。
そこから市役所とも本当にひざを詰めて、「本当に意
味のあることやりたいですか？」「やった感がいいで
すか？」「本当に何かを生み出したいですか、どっち
ですか？」という覚悟を一緒に決めながら、商業労政
課さんがカウンターパートの中で「本当にこの街に何
か変化を生み出したいところの覚悟感の中でやりま
しょう」と。
「であれば、人」、人がいないと意味がない。第１ステッ
プとしては、支援する仕組みではなくて人です。この
理系人材というものがこの街に住んでもらわないと何
も起こらないですね、と。ここにこだわってスタート
していきました。
じゃあ、その理系人材・ＩＴ人材・ＤＸ人材に住んで
もらうためには何か。一般的な地方自治体のアプロー
チでいうと「誘致」です。ＩＴ企業に支店を出しても
らって、ドバッと人が住んでもらうと即効性がありま
すし、ある程度のボリュームがあります。100 人の
支店など出してくれたら、それだけで地域に 100 人
のエンジニアが生まれるのです。
事業の安定性もあるのですがデメリットは、われわれ
は日本製紙の撤退を経験したばかりです。どれだけ尽
くしても、市長も知らないところで撤退が意思決定さ
れるわけです。主導権がなかったらどれだけ尽くして
も、どれだけ頑張っても、撤退に関しては知らないと
ころで決められてしまう。それは当たり前と言えば当
たり前ですが、「結構、尽くしてきたのに」というこ
とが起きるわけです。どれだけ誘致を頑張って応援し
ても撤退があるということは大きなデメリットかなと
思っています。いろんな人材も定着するかどうかはそ
の企業次第。その企業がどこまで長く進出してくれる
かどうかにかかってしまう。
あと、誘致を簡単に言うけれど誘致がなかなかできな
いわけです。「来てください」と今、1,700 自治体が
どこも言っているわけです。1,700自治体の全員が「Ｉ
Ｔ企業来てください」と言っているわけです。そうす
ると、そもそも来るのだろうかというところがありま
す。
もちろん上手くいっている所があるのです。これは四
国・徳島県の神山町です。地元の建設会社の息子さん
がスタンフォード大学に行って帰ってきて、古民家に
思いっきりエリアごとに光ファイバーを通して、
2010 年ぐらいから「ＩＴ企業、どんどん来てくださ
い」とやって今は、企業も来て、高専を作るぐらい成
功した所もあるのです。もう 2010 年から始めている
みたいな所に先行されているのです。
これを真似しても同じことは起きないのです。これを
真似して 1,700 自治体がみんな頑張っているのです
が、これはそうそう来てくれないですね。誘致をやっ

てもいいのですがなかなか実現はしない。先行してい
る所もあるということです。
であれば、作るということに加わっていきましょう。
何がいいか。繰り返しになりますが主体が釧路市にあ
るので潰れることがあっても撤退がないということで
す。自分たちが知らないところで、釧路の人が全く知
らない意思決定は存在しないということです。
大変難しいのですが、即効性もないのですが、じわじ
わ人が増えるのです。撤退がないことだし、地元企業
に就職してくれるので人材も地元にしっかり長く住ん
でくれる可能性が出る。ということで、こっちが主導
権を持てるやり方で作ろうじゃないか、というところ
です。
これが今までの自治体がやったことがないやり方なの
です。それは当たり前ですね。公共事業なので、ドブ
に捨てる、会社が破綻して無くなるようなものに公共
事業としてお金は出さないです。
なので、民間を中心にそういう会社を作る、民間と連
携をして会社を作る。でも、会社は無くなるかもしれ
ません。というものに普通は、公金を出す踏ん切りは
なかなかつかない中、釧路市が冒頭で確認した「本当
に意味のあるものを今回やるのですよね」で踏ん切り
をつけて一緒に取り組んできた形になります。
誘致ではなくて、取引です。発注してもらう。すでに
人材や会社というのは、釧路に支店を出さなくていい
ので、われわれに発注することで釧路進出をしてくれ
という、そういう企業を探して、仕事の業務としては
安定させて、仕事がある街ということです。釧路に仕
事がある街にして、そこに人を呼ぶ。仕事はあるので
人来てくださいというやり方ができないかを目指して
今回、動いた形になります。
　やっぱり誘致というのはどこかムシがいいのです
ね。これだけいろいろやりますから来てください。で
きれば長くいて下さい。あと、業績は上手くやって下
さい、みたいな感じになります。われわれとしては市
と一緒にリスクを取って覚悟を決めて、われわれは雇
用もしっかり自分たちで採用します。そのうえで、わ
れわれやお宅にメリットがあるから発注してください
と、取引というものを作り出して、釧路に雇用と人材
を生むことをやろうと決めて動いてきました。
　契約のステークホルダーは地元の皆さんです。釧路
市役所・商工団体・金融機関さんが出資して作ります。
個人の資本は１円も入っていない状態になっていま
す。これは補助事業の間だけではあるのですが、基本
的にオーナーは公共団体、公共の方々が持つという形
になっています。
そういったことを伝えて、われわれが仕事を見つけて
きた形になります。東京のベンチャー企業で伸びてい
る『SORAMICHI（ソラミチ）』というウェブ企業から
仕事をもらえて、仕事面では安定したところを作った

形になっています。
　われわれとしてこのソラミチという会社に決めた理
由としては、この会社が大手企業と付き合っているの
です。野村證券だったり、ＴＢＳだったり、大手企業
との販促支援をやっている会社になります。
われわれが人材育成をするときに、このＩＴ開発とい
う仕事は結構ピン・キリなのです。出会い系サイトや
マッチングアプリとかエロ系の仕事も山ほどあるので
す。ただ、われわれとしては「釧路で楽しそうな仕事
があるぞ」というものにならなきゃいけないし、経歴
になるような仕事にならないといけないと思ったので
「TBS のホームページを作っていたよ」「野村証券の販
促に仕組みを作って、バナーを作っていたよ」という
ような、しっかり経歴になる仕事じゃないと意味がな
いと思ったので、そういった「人に言える仕事」をやっ
ている所と組もうということで「ソラミチ」とやりま
した。
この後にも出てきますが、このソラミチという会社が、
いわゆるフロント・エンドといわれるホームページか
らサーバーサイドといわれる顧客管理システムなど幅
広くやっていました。われわれとしては多様なエンジ
ニア層を抱えられる会社になりたかったので、どこか
に特化するのではなく、地域に人材をお送り出そうと
しているので「ある分野だけ、というのはあまり良く
ない」と思って、できるだけオールジャンルで抱えた
いと思ったのでこのソラミチという会社がベストだと
判断をして契約させていただくことにしました。
その契約の上でも、われわれのガバナンスとして、管
理人材はいるけれどもＩＴプレイヤーはいないので
す。ＩＴプレイヤーがいない中で、ＩＴ会社を立ち上げ
るという無茶なものにチャレンジしているのですが、
そういった意味で教えてくれるのはソラミチ社に持っ
てください、コーチはソラミチ。われわれは人材を採
用するけども少なくとも１年間は教えるのはあなた方
です。２年目からはわれわれで自走するのですが、１
年目はあなた方が教えてください、かつ仕事も下さい。
新卒みたいな者を採っても１カ月目からちゃんとお金
を下さい、みたいな包括の業務提携をします。われわ
れにとってはかなり都合のいいことも言うのですが、
当然、制作単価みたいのは思いっきり下げて結構です。
そこをわれわれは耐えます。補助金とか自己資金を活
用しながらそこは耐えるので、われわれの会社を成長
させて下さい。それを途中で抜けられたら困るので、
３年後、補助事業が終わったら 33％の株を持ってく
ださい。これはお互いのためにです。その会社が本当
にうまく行った時に僕らが逃げたらその会社も投資損
ですし、僕らとしても適当な支援をされても困るので、
「3年後に 3分の 1は持ってください。お互いのため
にこれをやりましょう」ということで、3年後 3分の
１を持つという前提で包括的業務契約をしています。

これは先ほどの誘致ではできないのです。ここはしっ
かり契約、「われわれは雇用して、われわれもしっか
り血を出すから、３年後に向けていい会社を作りま
しょう」という話ができることで、リスクをとるから
交渉ができると思っています。誘致なら譲歩しかない
と思っています。この辺も、仕組み自体がこういった
政策でスタートしたのでできたことと思っておりま
す。
これはソラミチがやっている事業の話になります。先
ほどの繰り返しになりますが、左側がホームページな
どの領域で広告代理店がやるような集客領域なので
す。真ん中がホームページを作るデザイナーなどの制
作領域。右側がウェブコンサルという顧客管理とかの
領域になるのです。
この領域ごとにプレイヤーが違うのです。プレイヤー
が違うので自分が売りたい商品を顧客・大きなコング
ロマリットに対して売っていくことになるのですが、
彼らはどこでもソリューションを持っているので、「あ
なたは集客に課題があります」「あなたは顧客管理に
課題があります」をホントに必要なもの提案できるの
でそういう大手会社に受けているという感じです。本
来そこに、例えば広告代理店の電通や博報堂など、制
作だったら制作プロダクション、ウェブコンサルだと
コンサル会社などが入っていますが、彼らはその辺が
全部横断でやっているところが売りだったのです。そ
こが、われわれとして「この会社は成長するのではな
いか」という部分と「オールジャンルでやってくれる」
ので組んだ形になります。
ただ、これはあくまで仮説なので、この会社がコケる
かもしれません。われわれが一気に経営を追い込まれ
る可能性は常にあるわけです。なので、リスクは常に
ある状態の中で進めている状態であります。あっとい
う間に会社潰れるかもしれませんという中で、今、お
話をしたのは「大丈夫なはず」でやっていますが、何
が起こるか分かりません。という意味では公共事業と
しては非常に珍しい体制でやらせていただいていま
す。
運営資金ですが、釧路市からの補助金で年間約 1,200
万円が 3年分、3,600 万円分が出ます。先ほどの公的
団体の資本金で 54万円。あとは僕たちの手出し・役
員からの自己資金で同じくらい 3,000 万円から
3,600 万円、補助金と同額位を拠出する見込みで動い
ています。僕もすでに、この会社の準備で僕の自己資
金 1,000 万円が消えまして、会社経営は本当に大変
ですよね。皆さんもヒリヒリしながらやられています。
あっという間に 4桁消えました。そういう中で僕自
身も覚悟を決めてやらせていただいています。
先ほどのデジタル田園都市構想という予算でやろうと
思っていたのですが、これは僕も詳しくないのですが、
釧路市役所の方が通らず、結局、こちらは自主事業で

釧路市の自前予算でやることになりました。釧路市役
所職員の 2,500 人の方々が削りに削って出していた
だいた予算なので本当に責任が重たい事業だと思って
います。市として本当に数少ない自主事業で取り組め
る予算を捻出していただいたと思っています。何とし
ても形にしていかないといけないと改めて思っている
次第です。
改めてわれわれが何をなしていくか。そういうスター
トアップを作ろうから、あとは、ＩＴ企業が必要だと
いうところからスタートしました。われわれとして、
いざやるぞという時に何をなしていくかで言うと、こ
の２つプラス１つみたいなところで考えて、まず一番
上の大元の人材輩出をしていきたい。釧路にＩＴ人材
を呼び寄せて成長していただいて、どんどん地元に出
していく。それは副業であったり起業であったり、こ
の釧路のＩＴ業界というもの作っていくものになりた
いと思っています。
プラス、その下です。地域のＤＸ業務を副業として社
員がどんどん請負っていきます。もちろん独立してい
いのです。なかなかこの地域で簡単に独立できないと
思っていますので、われわれの方で基礎収入を確保し
ながらどんどん副業ＯＫで、いろんな会社さんの業務
を担っていきたい。もしくは本当に副業という状態、
ダブルワークで本当に雇用をしていただいてその企業
に入っていくのをやっていただきたい。
これはプラス・１になりますが、われわれは事務所を
せっかくなので北大通りに構えました。20代の人が
うようよ北大通りをうろつく、ランチの時間になった
ら 20代がうろうろしている所を作りたいと思いまし
て、北大通りの活性化もわれわれの社員が増えれば増
えるほど起こしていきたいと思っております。
逆にやらないことで言うと、株式会社 k-Hack 自体は、
釧路市内の発注は受け付けません。市内企業から転職
は受け付けないということでやらせていただいていま
す。なので、本当に地域の人材教育、地域のＤＸ化の
推進力にわれわれの企業を起点としてやっていきたい
と思っています。
これは少し一般論になってしまうのですが、企業のＤ
Ｘ化・日本のＤＸ化は難しい理由みたいなものは、僕
は個人的に明らかだと思っています。
上が日本の 2015 年と 2010 年のＩＴ人材、いわゆる
理系人材がどのジャンル、どの分野の会社に入ってい
ますか、です。７割以上が日本ＩＴ企業に、いわゆる
技術会社・ＩＴ会社に入っています。残りの 25％が
それ以外の分野に入っている形です。これは皆さんか
らしたら「普通だ」と思うのですね。ＩＴ人材・理系
人材がそういう専門の会社に入っているのが普通と思
うかもしれません。
下がアメリカです。アメリカの 2021 年、2015 年、
それと同じ調査ですが、アメリカの場合はＩＴ人材、

理系人材の 65％がＩＴ企業以外にいるのです。各会
社でＩＴ業務をやっている。これが日本とアメリカの
根本的な違いです。日本は、自分たちでそういう人材
を抱えてリスクを取って、何かを取り組んでもらうと
いう文化がない感じなのです。
これは難しいのです。実際、そんな人が入ってきても
業務指示書で何をしたらいいか分からない、誰が指示
をするのだ。誰がどんな仕事をさせるのだ。難しいの
ですが、自社のＤＸ化を進めるというと、そこは他社
に任せないで自社でしっかり抱えて取り組んでいくこ
とをしないと、なかなか本気では起きないということ
ですね。しっかりした人間が自社の事業もよく知って
いて、ＤＸについての知識があるからできるのです。
外部の会社と組もうが、なかなか簡単に起きない。
われわれがやりたいことは、釧路の中小企業にＩＴ人
材が副業でいいから務めている状態を作りたいと思っ
ています。これはすぐには無理で、３年ぐらいかかる
と思っています。k-Hack で育てた人間が各会社の中
に副業でいいから務めてもらって、そこですぐにはで
きないと思いますが、その会社さんの事業をしっかり
理解して、その上で自分のＩＴ知識とその会社さんの
事業環境を理解したうえでＤＸに取り組んでいく。こ
れが日本の会社は、他の会社がやれないので、この場
に行ってやれると限らないので、釧路だけそういった
仕組みができたら釧路の競争力が高いのです。釧路の
中小企業、釧路の企業の競争力を他の地域よりも上げ
ることができる。
これも理想論ですが、そういったものを想定して
k-Hack がそういう各会社さんに副業でいいから就職
する、雇用してもらう。月１社員、月２社員、週 1
社員みたいな形で入っていくことを想定しています。
これは入っただけでは使い方も分からないでしょう
し、その人も辞めたくなっちゃうかもしれない。われ
われはそこを、使い方もお伝えしていきたいですし、
そのエンジニア自体がコミュニティです。エンジニア
自体が孤立しないように。「あの会社、入ったけれど
も居づらくて」みたいにならないように、われわれは
常に場として存在し続けて、励ます存在としてやって
いきたいと思っています。
それが３年後、４年後、５年後、もしくは 10年かか
るかもしれませんが。そういった形で起きることが
k-Hack がこの地域に生まれた本当の目的だと思って
います。
われわれが人を呼んで、育てて、各地域の方に使って
いただく。そういう仕組みを今、作ろうと思って動い
ている形になります。
当然、僕もＩＴのプレイヤーじゃないです。大変あり
がたかったのは、こういった会社を作る時に、この佐
藤君です、この釧路が生んだ天才エンジニア。中学生
ぐらいからＩＴ企業にスカウトされるようなコーディ

ングの達人がいたのです。自分で事業売却した経験も
あるような人間がいるのです。その彼が釧路に帰って
きていて、釧路の仕事は一切しなかったのですが、釧
路にいながらメガベンチャーのＣＴＯをやっていたの
です。その彼が協力してくれるということで、一気に
このプロジェクトは現実味が増したところがありま
す。また釧路出身の方ですが、釧路高専を出て日本ハ
ムファイターズで、「次はカーブではないか」「次はス
トライクが来るのではないか」をやっていたデータ・
サイエンティストの兒玉君が 10月から参加すること
になっています。こういった釧路出身の人材がしっか
り協力してくれることで我々としては体制が組めたか
なと思っています。
現在の採用状況ですが、全てあけっぴろげでご説明さ
せていただきます。９月１日から釧路高専の新卒の日
本人１名が入社します。中途の韓国人で東京からの転
職で１人が入ります。日本人の大学生アルバイト、こ
れも高専卒が１人入ってきます。その後、中途・新卒
それぞれが韓国人エンジニアを採用していて、年内に
10人／月のコースを持ち切るようになることが内定
辞退されない限りは入る予定になっています。
そこで皆さんは「どうして韓国人なのだ」と率直に思
うと思います。当然、日本人を採用できたらいいので
すが、日本人のエンジニアは本当に少ないのです。本
当に少ない中で奪い合いになっています。しかも、数
が少ない、釧路に呼んでくる、中では採用しないとい
うと、日本人にこだわったら、いつまで経っても会社
が始まらないのです。
最初から年齢不問・国籍不問で募集をかけていて、韓
国人の良いルートが見つかって、今、韓国人が中心に
なっています。釧路のポータスさんにはミャンマー人
のエンジニアさんがいますし、われわれは国籍不問で
やっていて良いルートが見つかっているのは韓国だと
いうことです。
韓国の状況もご説明させていただきます。なぜと採れ
るのかでいうと、韓国は大企業戦略をずっと昔から
とっていて、ほとんど中小企業が存在しないのです。
そうすると東大・京大卒のレベルの子たちしか韓国の
大企業には就職できないのです。なので、エンジニア
になりたい人はエンジニアになれない。育成機能を国
として持っていないので、最初からそういう子たちは
育成してくれるみたいな日本の大学に入った時から、
１年生の時から日本語の勉強をしているのです。
日本でいうと東大京大以上ですね。大学の世界ランク
で 1,500 位までしか発表されていないのですが、日
本の六大学で 1,500 ギリギリかそれぐらいの層なの
ですが、僕らが採っているのは世界ランク 1,000 位
以内の韓国のエリート層です。なので、コリアンパブ
のイメージとかで韓国を見ないでいただけたらと思い
ます。めちゃくちゃ優秀です。めちゃくちゃ日本語も

喋れる、英語も喋れる、ビザもすぐ下りる。この優秀
な子たちはビザなんか即、下ります。そういう子たち
をわれわれが採用したという感じです。
どうして釧路で採用できるのか。採ってみるまで分か
らなかったことです。「釧路を知っている？　渋谷・
原宿に行けないよ」と何回も説明したのですが、それ
でも「エンジニアになれる。育成してくれるのだった
ら私は行きたいです」と言っていただいて、かなりの
ボリュームが採れているのです。
皆さんも思い出してほしいのです。今の大学生って腹
立ちますよね、割と労働意欲が低くて就職率 60%な
のです。このレベルの環境から来たら無茶苦茶、労働
意欲が高いのです。皆さまが若者に求めるような高い
労働意欲です。「社長、頑張ります」みたいな労働意
欲も圧倒的に高い、能力も高い、という人材を僕らと
しては見つけたので、そこを中心に採っています。英
語は当然、みんな喋れますので、この先の海外からの
受注というのもこの体制を使って狙って行きたいとい
う感じです。
「韓国から来て釧路に残るのか」と疑問に持たれると
思うのです。皆さんのご子息ですら残らない状況の中
で、韓国人と差がありますかという話なのです。この
人たちは「日本語を喋って、定年まで日本でやりたい」
と思って日本語を勉強してきた人たちですので、来て
からが勝負なのです。残る保証は全くないです。ただ
釧路を好きになってもらって、定年の６０歳迄しっか
り釧路でやってみたいと思わせられるか、がこっちの
勝負です。僕たちの会社が魅力的であるかどうか。釧
路という街が魅力的であるのか。釧路という企業、釧
路にある企業を見て彼らが独立したいと思うかどう
か。
それは、国籍で判断する、国籍が違うからといって判
断する時代ではないと思っています。非常に優秀な人
材が今どんどん採れています。彼らに釧路を好きに
なってもらうことも同時にやっていかないといけない
と思っています。もちろん日本人の採用もずっと続き
ますけど、今後、国籍がどういうバランスになるかは
僕自身も分からないです。優秀な人、労働意欲の高い
ルートを常に見つけて採っていきたいと思っていま

す。
今後、補助事業の３年で体制を整えさせていただいて、
年商を少なくとも４億円、従業員 50名、これはハー
ドル高いのですが、従業員 50名ぐらいの規模になっ
ていきたいと思っています。補助事業終わった後から
は、研修事業、いろんな中小事業さん、金融機関から
の学び直し、先ほどの各会社に送り出すところもあり
ます。何なら中の筋がよさそうな人をわれわれの会社
で育てさせていただくみたいな受け入れ事業もあるの
かなと思います。釧路の問題である収入が低い層・未
経験者からの採用をやっていきたいですし、ハロー
ワークでレベルの高いプログラムをやってくれたらわ
れわれが採用しますよ。釧路刑務所は初犯刑務所なの
であまり重大な犯罪の人はいないので釧路刑務所でレ
ベルの高いプログラムを終了した人はわれわれが採用
するよ。シングルマザーとか生活保護受給者も手に職
をつければプログラミングで暮らして行けますから、
というところを支援していきたいと思っています。わ
れわれが一旦、請負でやっていきますが自社サービス
もやっていきたいと思っています。
最近のニュースですが、学び直しに 30億円で、「正
社員 7割に 30億円使って学び直しさせますよ」とか
の動きが始まっているので、これの中小企業版、地方
版みたいなものを事業としてやって行きたいと検討し
ているところです。
すみません、時間が過ぎてしまいましたが、私が釧路
でやりたいことまだまだいろいろありまして、公教育
も変えていきたいですし、いろんな街中再生もやって
いきたいです。いろいろやりたいことありますので、
皆さまに投資のお願いにお伺いすることもありますの
で、ぜひお話を聞いていただけたらと思います。
「元々、そういう気あるよ」という方は、事前に教え
ておいていただけるとどんどんお伺いさせていただき
ます。よろしくお願いいたします。
お時間が過ぎてしまいました。以上になります、あり
がとうございます。



 

　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さま、改めま
してこんにちは。
お食事の方はどう
ぞお続けになって
お耳だけ傾けてい
ただければと思い
ます。
本日、先ほど申し上げましたが、澄川様には大変お忙
しい中、こうしてわれわれのために例会での講話を引
き受けていただきまして心から感謝申し上げます。本
当にありがとうございます。
後ほど、ニコニコ献金でもご紹介あるかと思います。
澄川様とは最近ご縁が生まれまして、私が k-Biz 様の
相談者 1,000 人目ということで大変光栄な取材を受
けさせていただきまして、先日の釧路新聞でも報道さ
れたところで、ご覧になった方がいるかなと思うので
す。
私の相談内容は、僕のお店が釧路市のリバーサイドに
あるものですから、そのリバーサイドゾーンの立地を
活用して、もちろんお客様を増やすということと、名
物になるようなフォトスポットやシンボルゾーンにな
るような働きができないかとご相談させていただきま
した。今、いろんな国や道や市の補助金を活用して、
なんとかできないかと相談を継続させていただいてい
るところです。

ここにおられる皆さま、企業の大・小は関わらず、若
い社員の皆さまのアイデアとか、取り組みを実際に具
現化して、街のため、企業のためになる取り組みを多
くされている k-Biz です。わがクラブにも、滝波君が
ビルのアプリケーション開発のお手伝いをいだたきま
した。舟木米穀店さんではコーヒーの商品化・ブラン
ディングの相談に行って実現されています。ぜひご興
味のある方は澄川様を通じてぜひご活用いただければ
と思っております。
後ほど。詳しくお話いただきますが、釧路市と k-Biz
様が中心となってＩＴ分野の事業に挑戦されます。
私が本年当初から掲げております「より釧路のことを
深く知ろう」というところで、皆さまと今日も有意義
な時間で学びを深めていきたいと思っております。本
日一日どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事挨拶　佐藤　貴之幹事
　皆さま、こんにちは。幹事報告になります。ロータ
リアンマスターズゴルフ大会のご案内です。こちら先
週の委員会報告で前田君よりご報告ありましたが、重
ねてのご案内となります。開催日時ですが９月 24日
（日曜日）12時 30分より、釧路カントリークラブ東
コースにて開催されます。締め切りが９月14日となっ
ておりますので皆さまよろしくお願いします。
当初は、同じ日程でナユタの会が開催予定となってい
ましたが、日にちを変更していただいております。ナ

ユタの会の皆さま、どうもありがとうございます。
各クラブの例会案内はお手元の例会案内をご覧いただ
きますようお願いします。

新入会員のご紹介　スポンサー　曾我部元親君
　それでは、佐藤伸昭さんのご紹介をさせていただき
ます。
佐藤さんは昭和 34年、旭川市で生まれております。
18歳まで旭川にいて、札幌の大学に進学されました。
卒業後はトーヨーサッシ、現在のリクシル（LIXIL）
に就職されました。約 20年前からは、グループ会社
の不動産ＦＣ本部・北海道支店長としてご活躍されま
した。
その後ご縁があり、現在のユタカコーポレーションに
お勤めになっております。現在、社長としてその手腕
を発揮されております。自宅は江別市にありまして、
家族はそちらにおります。現在は、釧路で単身・長期
出張中の状態です。
趣味はゴルフ・麻雀は残念ながらおやりにならない。
休日の帰省時にはもっぱら２匹のニャンコと戯れるこ
と。あと、車や部屋の模様替えなどが趣味で楽しんで
いるようです。それと趣味として、あまり聞いたこと
ない「統計などのデータを見ることだ」と。どんな統
計を見ると興奮するのか気になるところであります。
かなり真面目な方だと推察されます。ちなみに私との
付き合いですが、中小企業家同友会の仲間ということ
で、常に勉強しているのです。先日も隣同士になった
のですが、非常に真面目に勉強される姿を見て、間違
いない人だなと思っております。きっと釧路ロータ
リークラブの活動においてもご活躍されること間違い
ないと思います。次期役員の方々は目をつけておいて
も良いのではないかなと思います。
それでは佐藤さんから自己紹介をしていただきたいと
思います。

新入会員挨拶　
ユタカコーポレーション　代表取締役　佐藤　伸昭君

　はじめまして、佐
藤伸昭と申します。
今回、伝統と歴史の
ある釧路ロータリー
クラブに皆さん満場
一致でお迎えいただ
いたこと本当に嬉し

く思います。紹介いただいたユタカコーポレーション
という不動産会社で６月から代表として席を置かせて
いただいております。
企業の仕事・ビジネスとは別に人を磨きたくて、諸先
輩方にいろいろご指導いただきたいと考えておりま
す。生まれた時のキャラがすごく引っ込み思案の一

人っ子なのです。育ったキャラは、出しゃばりのお喋
りというようなキャラで生きてきております。ぜひ、
そこの席の方では「お前何者だ」とお声がけしていた
だければ幸いと存じます。
簡単ではございますが、ご挨拶させていただきました。
今後ともひとつよろしくお願いします。ありがとうご
ざいます。

スポンサー　木下　正明君
　皆さん、こんに
ちは。曾我部さん
が流れるようなご
紹介をされたので
とてもやりづらい
のですが、ご紹介
させていただきま
す。今回、新入会員になりました桑島洋平さんです。
ＮＨＫ釧路放送局の局長さんで、前任の小野正晴君の
後任となります。ご家族は奥さまと娘さんがおります
が、今、札幌の方にお住まいで、娘さんは高校２年生
ということです。
生年月日が昭和 42年１月 18日で 56歳になります。
１月 18日生まれは私の息子と同じで、全然気にしな
くていいのですが勝手に縁があるなと思っています。
ご出身は仙台で、釧路と似たような雰囲気もありまし
て、炉端があるような所です。
また、趣味は旅行です。ひがし北海道をご担当であり
ますし、ひがし北海道を堪能していただきまして釧路
のファンになっていただければありがたいと思いま
す。ＮＨＫの皆さんは本当になじみ深くて、たくさん
の仲間作っていただいて、楽しん離釧していただくこ
とになると思います。どうぞ出席を多くしていただい
て皆さんと馴染んでいただければと思います。
趣味の方は最近多いのですが、ゴルフと麻雀はされな
いということです。お酒は「好き」ということです。
皆さん遠慮なくお誘いをいただければと思うところで
す。
では、ご本人から自己紹介をよろしくお願いします。

ＮＨＫ釧路放送局　局長　桑島　洋平君
　ご紹介いただきま
したＮＨＫの桑島と
申します。歴史と伝
統のあるこの釧路
ロータリークラブに
入会をお認めいただ
きまして本当にあり

がとうございます。
私はいま局長という立場なのですが、平成３年にＮＨ
Ｋに入っておりまして、この時の初任地がこの釧路な

のです。ＮＨＫの代打の局長でも、初任地に局長で戻っ
て来ることはほとんどなくて、今回は非常に嬉しいと
思って戻ってまいりました。
平成３年と言いますと、漁業と炭鉱・製紙など記者と
しても取材の機会をたくさんいただいて、漁船に乗ら
せていただいたり、炭鉱ですと実際に坑内に入れてい
ただいたり、いろんな経験をさせていただきました。
北方領土も当時はビザなし渡航がありましたので国後
などにも行かせていただいて、釧路・根室の方々、こ
の道東の方々に本当に育てられて、私は記者出身なの
ですがその後の記者人生を決定づけた釧路です。
平成３年に入って６年間この釧路に住んでいました。
そういう意味では本当に忘れられない土地です。最後
に、妻の話がありました。妻も実は釧路の人間でして
今回、単身赴任になったのですが一番釧路に行きた
がったのは妻でした。娘が札幌の高校にいるもので、
どうしても。つい最近も釧路に来て、私のアパートに
「かなり長居して住めるのではないか。やっぱり釧路、
いいな。今度、また来る」と言っていました。
それぐらい釧路という魅力ある土地に再び戻って来ら
れて、また私のプライベートでも家族が住む第二の故
郷という所でして、大事な土地で過ごせることを非常
に嬉しく思っています。
皆さまにいろいろご指導いただいて、ＮＨＫとして地
域に貢献し、私個人としてもこの土地でかけがえのな
い経験を積めればと思います。
皆さま、いろいろご指導をよろしくお願いいたします。
ありがとうございました。

歓迎の言葉　後藤　公貴会長　
　改めまして、佐藤君、桑島君、ご入会、本当におめ
でとうございます。心より歓迎を申し上げます。
敬称が「君」になったということは、正式に私どもの
お仲間になっていただいたということでご理解いただ
ければ思います。私も 11年、このロータリーにいま
すが、引っ込み思案の一人っ子でしたが、しっかりと
皆さま方に可愛がっていただいて現在があるというと
ころです。お二人には、私ども会員の権利であります
「出席」を数多くその機会を行使していただいて 1日
でも早くわれわれに慣れていただければと思います。
今後ともよろしくお願い申し上げます。
お二人の所属委員会ですが、親睦活動委員会になりま
す。本日、濱口委員会が来ております。
ぜひご活躍期待しております。よろしくお願いします。

プログラム委員会　八幡　好洋委員長
　皆さん、こんにち
は。プログラム委員
会の八幡です。本日
は k-Biz センター長
をされております澄
川誠治さんに講師と
してお越しいただい
ております。私から紹介するまでもなく、澄川さんの
ご活躍は皆さんご存じのことと思います。2018 年に
釧路にいらっしゃって、わずか５年程ですが k-Biz の
取り組みは全国各地にある Biz の中でも大変すばらし
い成績を修めているとお聞きしています。澄川さんの
ご活躍も釧路のみならず全国の Biz を取りまとめる役
割を担っていて、釧路を飛び越えて様々な場面でのご
活躍をいただいております。
本日お話いただくテーマは「釧路北大通りでのＩＴ技
術者養成事業について」です。釧路市と連携をした中
で初の行政との連携の取り組みとお聞きしています。
実は明日からスタートというタイミングで、大変お忙
しい中でお越しいただきまして本当にありがとうござ
います。これからの釧路の明るい話題になるのではな
いかなと思います。非常に楽しみにしております。

釧路ビジネスサポートセンター k-Biz
　　　　　　　　　　　センター長　澄川　誠治様
　皆さん、こんにちは。このような機会をいただきま
してありがとうございます。k-Biz のセンター長の澄
川と申します。
先ほど八幡さんからご紹介いただいたのですが、最近
発売された全国紙のコピーを各テーブルに置かせてい
ただいています。そこで Biz モデルの代表みたいな感
じでご紹介いただいております。全国の Biz モデルの
中で一番上手くいっている Biz ということで k-Biz を
選んで、紹介していただきました。そんなに枚数は用
意していないですが、自己紹介代わりにお時間がある
時にご覧いただければと思います。
今回、「釧路の北大通りのＩＴ技術者養成事業」とい
うことでお話させていただけたらと思います。
大変ありがたいことに、いろんなメディアで取り上げ
ていただいているので講演活動もしているのではと思
われる方もいるかと思います。基本的に専門は、マン・
ツー・マンの相談事業なので、こういう１対マスの講
演活動はお断りさせていただいております。今回は「八
幡さんスペシャル」と思っていただけたら幸いです。
今後、皆さんからご依頼いただいた時にお断りするこ
と、結構あります。「あの時、喋ったじゃないか」み

たいな話があるかもしれませんが、本業としておりま
せん。基本的にマン・ツー・マンの形でやらせていた
だいていますのでよろしくお願いいたします。
それではご説明させていただきます。
こちらは、市の公式事業の説明資料となっています。
こちらをかみ砕いてご説明させていただけたらと思い
ます。
釧路市と一緒にやっている事業になります。こういっ
たＩＴ会社を立ち上げた背景ですが、k-Biz を立ち上
げて５年弱。考えたのは、４年の段階で考えさせてい
ただいたのですが、相談件数が１万件に迫るとか、相
談事業主さんが 1,000 件に迫るとか。約 8,000 事業
者のうちの 1,000 事業者さんと統計学的にもある程
度信ぴょう性がある数字というところを通過していく
中で、ＩＴベンチャーの創業がかなり少ない。ＩＴ業界
自体もかなり少ない所で、世界、日本も当然ですけれ
ども、市場が成長しているこの領域において市内にそ
ういった恩恵を受けられる事業者が存在しない。もっ
と言うと、今後、若者がこれからのビジネスマンが就
職するだろう業界に就職先が存在しないという状況に
対して、「市として取り組んでいきたい」という中で、
k-Biz が事業者を良く知っている立場から一緒に考え
ていったという経緯になります。
時を同じくして、市としても何かを始めるにあたり「使
える予算がないか」を検討している中で、国がそのよ
うな予算を作るタイミングでもありました。
これは国のホームページです。「育成 5カ年計画」と
いうものを立ち上げて始めるとあって、これに基づい
てデジタル田園都市構想という予算があり、それに合
わせて釧路市としても事業をやっていきたいと考えて
きました。
政府・国としては「スタートアップ創出」を掲げます。
ですけれども、われわれが考えたのは「スタートアッ
プ人材創出」。というこの似て非なるものだと思って
います。なぜわれわれは「人材」を付け足したのかで
す。国としては今いる人、いろんな理系の学生とか若
者にどんどん独立してほしい。起業してほしい。いろ
んな最先端のサービスをどんどん事業化してほしい、
と。それを支援するやり方、資金提供だったり、そう
いった先輩起業家のネットワークだったり、を例とし
て挙げていたようなガイドラインだったのです。
　釧路は k-Biz もあります。お金がないのか、支援す
る支援機関がないのかというと、それはそこまで大き
な問題ではないのではないか。一番の問題は、人がい
ないということです。そもそも人口がいないですし、
そもそもＩＴ人材がいないということです。
　やりたいという人の環境を整えても、何も起こらな
いだろう。それなりにいろんな企業キャンプとかブー
トキャンプ、いろんなイベント施策は国のお金を使っ
てやろうと思えばできたかもしれないです。おそらく

「空虚なもの」「やりました感じ」になって終わりだろ
うと。何も生み出さない。
そこから市役所とも本当にひざを詰めて、「本当に意
味のあることやりたいですか？」「やった感がいいで
すか？」「本当に何かを生み出したいですか、どっち
ですか？」という覚悟を一緒に決めながら、商業労政
課さんがカウンターパートの中で「本当にこの街に何
か変化を生み出したいところの覚悟感の中でやりま
しょう」と。
「であれば、人」、人がいないと意味がない。第１ステッ
プとしては、支援する仕組みではなくて人です。この
理系人材というものがこの街に住んでもらわないと何
も起こらないですね、と。ここにこだわってスタート
していきました。
じゃあ、その理系人材・ＩＴ人材・ＤＸ人材に住んで
もらうためには何か。一般的な地方自治体のアプロー
チでいうと「誘致」です。ＩＴ企業に支店を出しても
らって、ドバッと人が住んでもらうと即効性がありま
すし、ある程度のボリュームがあります。100 人の
支店など出してくれたら、それだけで地域に 100 人
のエンジニアが生まれるのです。
事業の安定性もあるのですがデメリットは、われわれ
は日本製紙の撤退を経験したばかりです。どれだけ尽
くしても、市長も知らないところで撤退が意思決定さ
れるわけです。主導権がなかったらどれだけ尽くして
も、どれだけ頑張っても、撤退に関しては知らないと
ころで決められてしまう。それは当たり前と言えば当
たり前ですが、「結構、尽くしてきたのに」というこ
とが起きるわけです。どれだけ誘致を頑張って応援し
ても撤退があるということは大きなデメリットかなと
思っています。いろんな人材も定着するかどうかはそ
の企業次第。その企業がどこまで長く進出してくれる
かどうかにかかってしまう。
あと、誘致を簡単に言うけれど誘致がなかなかできな
いわけです。「来てください」と今、1,700 自治体が
どこも言っているわけです。1,700自治体の全員が「Ｉ
Ｔ企業来てください」と言っているわけです。そうす
ると、そもそも来るのだろうかというところがありま
す。
もちろん上手くいっている所があるのです。これは四
国・徳島県の神山町です。地元の建設会社の息子さん
がスタンフォード大学に行って帰ってきて、古民家に
思いっきりエリアごとに光ファイバーを通して、
2010 年ぐらいから「ＩＴ企業、どんどん来てくださ
い」とやって今は、企業も来て、高専を作るぐらい成
功した所もあるのです。もう 2010 年から始めている
みたいな所に先行されているのです。
これを真似しても同じことは起きないのです。これを
真似して 1,700 自治体がみんな頑張っているのです
が、これはそうそう来てくれないですね。誘致をやっ

てもいいのですがなかなか実現はしない。先行してい
る所もあるということです。
であれば、作るということに加わっていきましょう。
何がいいか。繰り返しになりますが主体が釧路市にあ
るので潰れることがあっても撤退がないということで
す。自分たちが知らないところで、釧路の人が全く知
らない意思決定は存在しないということです。
大変難しいのですが、即効性もないのですが、じわじ
わ人が増えるのです。撤退がないことだし、地元企業
に就職してくれるので人材も地元にしっかり長く住ん
でくれる可能性が出る。ということで、こっちが主導
権を持てるやり方で作ろうじゃないか、というところ
です。
これが今までの自治体がやったことがないやり方なの
です。それは当たり前ですね。公共事業なので、ドブ
に捨てる、会社が破綻して無くなるようなものに公共
事業としてお金は出さないです。
なので、民間を中心にそういう会社を作る、民間と連
携をして会社を作る。でも、会社は無くなるかもしれ
ません。というものに普通は、公金を出す踏ん切りは
なかなかつかない中、釧路市が冒頭で確認した「本当
に意味のあるものを今回やるのですよね」で踏ん切り
をつけて一緒に取り組んできた形になります。
誘致ではなくて、取引です。発注してもらう。すでに
人材や会社というのは、釧路に支店を出さなくていい
ので、われわれに発注することで釧路進出をしてくれ
という、そういう企業を探して、仕事の業務としては
安定させて、仕事がある街ということです。釧路に仕
事がある街にして、そこに人を呼ぶ。仕事はあるので
人来てくださいというやり方ができないかを目指して
今回、動いた形になります。
　やっぱり誘致というのはどこかムシがいいのです
ね。これだけいろいろやりますから来てください。で
きれば長くいて下さい。あと、業績は上手くやって下
さい、みたいな感じになります。われわれとしては市
と一緒にリスクを取って覚悟を決めて、われわれは雇
用もしっかり自分たちで採用します。そのうえで、わ
れわれやお宅にメリットがあるから発注してください
と、取引というものを作り出して、釧路に雇用と人材
を生むことをやろうと決めて動いてきました。
　契約のステークホルダーは地元の皆さんです。釧路
市役所・商工団体・金融機関さんが出資して作ります。
個人の資本は１円も入っていない状態になっていま
す。これは補助事業の間だけではあるのですが、基本
的にオーナーは公共団体、公共の方々が持つという形
になっています。
そういったことを伝えて、われわれが仕事を見つけて
きた形になります。東京のベンチャー企業で伸びてい
る『SORAMICHI（ソラミチ）』というウェブ企業から
仕事をもらえて、仕事面では安定したところを作った

形になっています。
　われわれとしてこのソラミチという会社に決めた理
由としては、この会社が大手企業と付き合っているの
です。野村證券だったり、ＴＢＳだったり、大手企業
との販促支援をやっている会社になります。
われわれが人材育成をするときに、このＩＴ開発とい
う仕事は結構ピン・キリなのです。出会い系サイトや
マッチングアプリとかエロ系の仕事も山ほどあるので
す。ただ、われわれとしては「釧路で楽しそうな仕事
があるぞ」というものにならなきゃいけないし、経歴
になるような仕事にならないといけないと思ったので
「TBS のホームページを作っていたよ」「野村証券の販
促に仕組みを作って、バナーを作っていたよ」という
ような、しっかり経歴になる仕事じゃないと意味がな
いと思ったので、そういった「人に言える仕事」をやっ
ている所と組もうということで「ソラミチ」とやりま
した。
この後にも出てきますが、このソラミチという会社が、
いわゆるフロント・エンドといわれるホームページか
らサーバーサイドといわれる顧客管理システムなど幅
広くやっていました。われわれとしては多様なエンジ
ニア層を抱えられる会社になりたかったので、どこか
に特化するのではなく、地域に人材をお送り出そうと
しているので「ある分野だけ、というのはあまり良く
ない」と思って、できるだけオールジャンルで抱えた
いと思ったのでこのソラミチという会社がベストだと
判断をして契約させていただくことにしました。
その契約の上でも、われわれのガバナンスとして、管
理人材はいるけれどもＩＴプレイヤーはいないので
す。ＩＴプレイヤーがいない中で、ＩＴ会社を立ち上げ
るという無茶なものにチャレンジしているのですが、
そういった意味で教えてくれるのはソラミチ社に持っ
てください、コーチはソラミチ。われわれは人材を採
用するけども少なくとも１年間は教えるのはあなた方
です。２年目からはわれわれで自走するのですが、１
年目はあなた方が教えてください、かつ仕事も下さい。
新卒みたいな者を採っても１カ月目からちゃんとお金
を下さい、みたいな包括の業務提携をします。われわ
れにとってはかなり都合のいいことも言うのですが、
当然、制作単価みたいのは思いっきり下げて結構です。
そこをわれわれは耐えます。補助金とか自己資金を活
用しながらそこは耐えるので、われわれの会社を成長
させて下さい。それを途中で抜けられたら困るので、
３年後、補助事業が終わったら 33％の株を持ってく
ださい。これはお互いのためにです。その会社が本当
にうまく行った時に僕らが逃げたらその会社も投資損
ですし、僕らとしても適当な支援をされても困るので、
「3年後に 3分の 1は持ってください。お互いのため
にこれをやりましょう」ということで、3年後 3分の
１を持つという前提で包括的業務契約をしています。

これは先ほどの誘致ではできないのです。ここはしっ
かり契約、「われわれは雇用して、われわれもしっか
り血を出すから、３年後に向けていい会社を作りま
しょう」という話ができることで、リスクをとるから
交渉ができると思っています。誘致なら譲歩しかない
と思っています。この辺も、仕組み自体がこういった
政策でスタートしたのでできたことと思っておりま
す。
これはソラミチがやっている事業の話になります。先
ほどの繰り返しになりますが、左側がホームページな
どの領域で広告代理店がやるような集客領域なので
す。真ん中がホームページを作るデザイナーなどの制
作領域。右側がウェブコンサルという顧客管理とかの
領域になるのです。
この領域ごとにプレイヤーが違うのです。プレイヤー
が違うので自分が売りたい商品を顧客・大きなコング
ロマリットに対して売っていくことになるのですが、
彼らはどこでもソリューションを持っているので、「あ
なたは集客に課題があります」「あなたは顧客管理に
課題があります」をホントに必要なもの提案できるの
でそういう大手会社に受けているという感じです。本
来そこに、例えば広告代理店の電通や博報堂など、制
作だったら制作プロダクション、ウェブコンサルだと
コンサル会社などが入っていますが、彼らはその辺が
全部横断でやっているところが売りだったのです。そ
こが、われわれとして「この会社は成長するのではな
いか」という部分と「オールジャンルでやってくれる」
ので組んだ形になります。
ただ、これはあくまで仮説なので、この会社がコケる
かもしれません。われわれが一気に経営を追い込まれ
る可能性は常にあるわけです。なので、リスクは常に
ある状態の中で進めている状態であります。あっとい
う間に会社潰れるかもしれませんという中で、今、お
話をしたのは「大丈夫なはず」でやっていますが、何
が起こるか分かりません。という意味では公共事業と
しては非常に珍しい体制でやらせていただいていま
す。
運営資金ですが、釧路市からの補助金で年間約 1,200
万円が 3年分、3,600 万円分が出ます。先ほどの公的
団体の資本金で 54万円。あとは僕たちの手出し・役
員からの自己資金で同じくらい 3,000 万円から
3,600 万円、補助金と同額位を拠出する見込みで動い
ています。僕もすでに、この会社の準備で僕の自己資
金 1,000 万円が消えまして、会社経営は本当に大変
ですよね。皆さんもヒリヒリしながらやられています。
あっという間に 4桁消えました。そういう中で僕自
身も覚悟を決めてやらせていただいています。
先ほどのデジタル田園都市構想という予算でやろうと
思っていたのですが、これは僕も詳しくないのですが、
釧路市役所の方が通らず、結局、こちらは自主事業で

釧路市の自前予算でやることになりました。釧路市役
所職員の 2,500 人の方々が削りに削って出していた
だいた予算なので本当に責任が重たい事業だと思って
います。市として本当に数少ない自主事業で取り組め
る予算を捻出していただいたと思っています。何とし
ても形にしていかないといけないと改めて思っている
次第です。
改めてわれわれが何をなしていくか。そういうスター
トアップを作ろうから、あとは、ＩＴ企業が必要だと
いうところからスタートしました。われわれとして、
いざやるぞという時に何をなしていくかで言うと、こ
の２つプラス１つみたいなところで考えて、まず一番
上の大元の人材輩出をしていきたい。釧路にＩＴ人材
を呼び寄せて成長していただいて、どんどん地元に出
していく。それは副業であったり起業であったり、こ
の釧路のＩＴ業界というもの作っていくものになりた
いと思っています。
プラス、その下です。地域のＤＸ業務を副業として社
員がどんどん請負っていきます。もちろん独立してい
いのです。なかなかこの地域で簡単に独立できないと
思っていますので、われわれの方で基礎収入を確保し
ながらどんどん副業ＯＫで、いろんな会社さんの業務
を担っていきたい。もしくは本当に副業という状態、
ダブルワークで本当に雇用をしていただいてその企業
に入っていくのをやっていただきたい。
これはプラス・１になりますが、われわれは事務所を
せっかくなので北大通りに構えました。20代の人が
うようよ北大通りをうろつく、ランチの時間になった
ら 20代がうろうろしている所を作りたいと思いまし
て、北大通りの活性化もわれわれの社員が増えれば増
えるほど起こしていきたいと思っております。
逆にやらないことで言うと、株式会社 k-Hack 自体は、
釧路市内の発注は受け付けません。市内企業から転職
は受け付けないということでやらせていただいていま
す。なので、本当に地域の人材教育、地域のＤＸ化の
推進力にわれわれの企業を起点としてやっていきたい
と思っています。
これは少し一般論になってしまうのですが、企業のＤ
Ｘ化・日本のＤＸ化は難しい理由みたいなものは、僕
は個人的に明らかだと思っています。
上が日本の 2015 年と 2010 年のＩＴ人材、いわゆる
理系人材がどのジャンル、どの分野の会社に入ってい
ますか、です。７割以上が日本ＩＴ企業に、いわゆる
技術会社・ＩＴ会社に入っています。残りの 25％が
それ以外の分野に入っている形です。これは皆さんか
らしたら「普通だ」と思うのですね。ＩＴ人材・理系
人材がそういう専門の会社に入っているのが普通と思
うかもしれません。
下がアメリカです。アメリカの 2021 年、2015 年、
それと同じ調査ですが、アメリカの場合はＩＴ人材、

理系人材の 65％がＩＴ企業以外にいるのです。各会
社でＩＴ業務をやっている。これが日本とアメリカの
根本的な違いです。日本は、自分たちでそういう人材
を抱えてリスクを取って、何かを取り組んでもらうと
いう文化がない感じなのです。
これは難しいのです。実際、そんな人が入ってきても
業務指示書で何をしたらいいか分からない、誰が指示
をするのだ。誰がどんな仕事をさせるのだ。難しいの
ですが、自社のＤＸ化を進めるというと、そこは他社
に任せないで自社でしっかり抱えて取り組んでいくこ
とをしないと、なかなか本気では起きないということ
ですね。しっかりした人間が自社の事業もよく知って
いて、ＤＸについての知識があるからできるのです。
外部の会社と組もうが、なかなか簡単に起きない。
われわれがやりたいことは、釧路の中小企業にＩＴ人
材が副業でいいから務めている状態を作りたいと思っ
ています。これはすぐには無理で、３年ぐらいかかる
と思っています。k-Hack で育てた人間が各会社の中
に副業でいいから務めてもらって、そこですぐにはで
きないと思いますが、その会社さんの事業をしっかり
理解して、その上で自分のＩＴ知識とその会社さんの
事業環境を理解したうえでＤＸに取り組んでいく。こ
れが日本の会社は、他の会社がやれないので、この場
に行ってやれると限らないので、釧路だけそういった
仕組みができたら釧路の競争力が高いのです。釧路の
中小企業、釧路の企業の競争力を他の地域よりも上げ
ることができる。
これも理想論ですが、そういったものを想定して
k-Hack がそういう各会社さんに副業でいいから就職
する、雇用してもらう。月１社員、月２社員、週 1
社員みたいな形で入っていくことを想定しています。
これは入っただけでは使い方も分からないでしょう
し、その人も辞めたくなっちゃうかもしれない。われ
われはそこを、使い方もお伝えしていきたいですし、
そのエンジニア自体がコミュニティです。エンジニア
自体が孤立しないように。「あの会社、入ったけれど
も居づらくて」みたいにならないように、われわれは
常に場として存在し続けて、励ます存在としてやって
いきたいと思っています。
それが３年後、４年後、５年後、もしくは 10年かか
るかもしれませんが。そういった形で起きることが
k-Hack がこの地域に生まれた本当の目的だと思って
います。
われわれが人を呼んで、育てて、各地域の方に使って
いただく。そういう仕組みを今、作ろうと思って動い
ている形になります。
当然、僕もＩＴのプレイヤーじゃないです。大変あり
がたかったのは、こういった会社を作る時に、この佐
藤君です、この釧路が生んだ天才エンジニア。中学生
ぐらいからＩＴ企業にスカウトされるようなコーディ

ングの達人がいたのです。自分で事業売却した経験も
あるような人間がいるのです。その彼が釧路に帰って
きていて、釧路の仕事は一切しなかったのですが、釧
路にいながらメガベンチャーのＣＴＯをやっていたの
です。その彼が協力してくれるということで、一気に
このプロジェクトは現実味が増したところがありま
す。また釧路出身の方ですが、釧路高専を出て日本ハ
ムファイターズで、「次はカーブではないか」「次はス
トライクが来るのではないか」をやっていたデータ・
サイエンティストの兒玉君が 10月から参加すること
になっています。こういった釧路出身の人材がしっか
り協力してくれることで我々としては体制が組めたか
なと思っています。
現在の採用状況ですが、全てあけっぴろげでご説明さ
せていただきます。９月１日から釧路高専の新卒の日
本人１名が入社します。中途の韓国人で東京からの転
職で１人が入ります。日本人の大学生アルバイト、こ
れも高専卒が１人入ってきます。その後、中途・新卒
それぞれが韓国人エンジニアを採用していて、年内に
10人／月のコースを持ち切るようになることが内定
辞退されない限りは入る予定になっています。
そこで皆さんは「どうして韓国人なのだ」と率直に思
うと思います。当然、日本人を採用できたらいいので
すが、日本人のエンジニアは本当に少ないのです。本
当に少ない中で奪い合いになっています。しかも、数
が少ない、釧路に呼んでくる、中では採用しないとい
うと、日本人にこだわったら、いつまで経っても会社
が始まらないのです。
最初から年齢不問・国籍不問で募集をかけていて、韓
国人の良いルートが見つかって、今、韓国人が中心に
なっています。釧路のポータスさんにはミャンマー人
のエンジニアさんがいますし、われわれは国籍不問で
やっていて良いルートが見つかっているのは韓国だと
いうことです。
韓国の状況もご説明させていただきます。なぜと採れ
るのかでいうと、韓国は大企業戦略をずっと昔から
とっていて、ほとんど中小企業が存在しないのです。
そうすると東大・京大卒のレベルの子たちしか韓国の
大企業には就職できないのです。なので、エンジニア
になりたい人はエンジニアになれない。育成機能を国
として持っていないので、最初からそういう子たちは
育成してくれるみたいな日本の大学に入った時から、
１年生の時から日本語の勉強をしているのです。
日本でいうと東大京大以上ですね。大学の世界ランク
で 1,500 位までしか発表されていないのですが、日
本の六大学で 1,500 ギリギリかそれぐらいの層なの
ですが、僕らが採っているのは世界ランク 1,000 位
以内の韓国のエリート層です。なので、コリアンパブ
のイメージとかで韓国を見ないでいただけたらと思い
ます。めちゃくちゃ優秀です。めちゃくちゃ日本語も

喋れる、英語も喋れる、ビザもすぐ下りる。この優秀
な子たちはビザなんか即、下ります。そういう子たち
をわれわれが採用したという感じです。
どうして釧路で採用できるのか。採ってみるまで分か
らなかったことです。「釧路を知っている？　渋谷・
原宿に行けないよ」と何回も説明したのですが、それ
でも「エンジニアになれる。育成してくれるのだった
ら私は行きたいです」と言っていただいて、かなりの
ボリュームが採れているのです。
皆さんも思い出してほしいのです。今の大学生って腹
立ちますよね、割と労働意欲が低くて就職率 60%な
のです。このレベルの環境から来たら無茶苦茶、労働
意欲が高いのです。皆さまが若者に求めるような高い
労働意欲です。「社長、頑張ります」みたいな労働意
欲も圧倒的に高い、能力も高い、という人材を僕らと
しては見つけたので、そこを中心に採っています。英
語は当然、みんな喋れますので、この先の海外からの
受注というのもこの体制を使って狙って行きたいとい
う感じです。
「韓国から来て釧路に残るのか」と疑問に持たれると
思うのです。皆さんのご子息ですら残らない状況の中
で、韓国人と差がありますかという話なのです。この
人たちは「日本語を喋って、定年まで日本でやりたい」
と思って日本語を勉強してきた人たちですので、来て
からが勝負なのです。残る保証は全くないです。ただ
釧路を好きになってもらって、定年の６０歳迄しっか
り釧路でやってみたいと思わせられるか、がこっちの
勝負です。僕たちの会社が魅力的であるかどうか。釧
路という街が魅力的であるのか。釧路という企業、釧
路にある企業を見て彼らが独立したいと思うかどう
か。
それは、国籍で判断する、国籍が違うからといって判
断する時代ではないと思っています。非常に優秀な人
材が今どんどん採れています。彼らに釧路を好きに
なってもらうことも同時にやっていかないといけない
と思っています。もちろん日本人の採用もずっと続き
ますけど、今後、国籍がどういうバランスになるかは
僕自身も分からないです。優秀な人、労働意欲の高い
ルートを常に見つけて採っていきたいと思っていま

す。
今後、補助事業の３年で体制を整えさせていただいて、
年商を少なくとも４億円、従業員 50名、これはハー
ドル高いのですが、従業員 50名ぐらいの規模になっ
ていきたいと思っています。補助事業終わった後から
は、研修事業、いろんな中小事業さん、金融機関から
の学び直し、先ほどの各会社に送り出すところもあり
ます。何なら中の筋がよさそうな人をわれわれの会社
で育てさせていただくみたいな受け入れ事業もあるの
かなと思います。釧路の問題である収入が低い層・未
経験者からの採用をやっていきたいですし、ハロー
ワークでレベルの高いプログラムをやってくれたらわ
れわれが採用しますよ。釧路刑務所は初犯刑務所なの
であまり重大な犯罪の人はいないので釧路刑務所でレ
ベルの高いプログラムを終了した人はわれわれが採用
するよ。シングルマザーとか生活保護受給者も手に職
をつければプログラミングで暮らして行けますから、
というところを支援していきたいと思っています。わ
れわれが一旦、請負でやっていきますが自社サービス
もやっていきたいと思っています。
最近のニュースですが、学び直しに 30億円で、「正
社員 7割に 30億円使って学び直しさせますよ」とか
の動きが始まっているので、これの中小企業版、地方
版みたいなものを事業としてやって行きたいと検討し
ているところです。
すみません、時間が過ぎてしまいましたが、私が釧路
でやりたいことまだまだいろいろありまして、公教育
も変えていきたいですし、いろんな街中再生もやって
いきたいです。いろいろやりたいことありますので、
皆さまに投資のお願いにお伺いすることもありますの
で、ぜひお話を聞いていただけたらと思います。
「元々、そういう気あるよ」という方は、事前に教え
ておいていただけるとどんどんお伺いさせていただき
ます。よろしくお願いいたします。
お時間が過ぎてしまいました。以上になります、あり
がとうございます。



 

　　　　　　　　　　後藤　公貴会長
　皆さま、改めま
してこんにちは。
お食事の方はどう
ぞお続けになって
お耳だけ傾けてい
ただければと思い
ます。
本日、先ほど申し上げましたが、澄川様には大変お忙
しい中、こうしてわれわれのために例会での講話を引
き受けていただきまして心から感謝申し上げます。本
当にありがとうございます。
後ほど、ニコニコ献金でもご紹介あるかと思います。
澄川様とは最近ご縁が生まれまして、私が k-Biz 様の
相談者 1,000 人目ということで大変光栄な取材を受
けさせていただきまして、先日の釧路新聞でも報道さ
れたところで、ご覧になった方がいるかなと思うので
す。
私の相談内容は、僕のお店が釧路市のリバーサイドに
あるものですから、そのリバーサイドゾーンの立地を
活用して、もちろんお客様を増やすということと、名
物になるようなフォトスポットやシンボルゾーンにな
るような働きができないかとご相談させていただきま
した。今、いろんな国や道や市の補助金を活用して、
なんとかできないかと相談を継続させていただいてい
るところです。

ここにおられる皆さま、企業の大・小は関わらず、若
い社員の皆さまのアイデアとか、取り組みを実際に具
現化して、街のため、企業のためになる取り組みを多
くされている k-Biz です。わがクラブにも、滝波君が
ビルのアプリケーション開発のお手伝いをいだたきま
した。舟木米穀店さんではコーヒーの商品化・ブラン
ディングの相談に行って実現されています。ぜひご興
味のある方は澄川様を通じてぜひご活用いただければ
と思っております。
後ほど。詳しくお話いただきますが、釧路市と k-Biz
様が中心となってＩＴ分野の事業に挑戦されます。
私が本年当初から掲げております「より釧路のことを
深く知ろう」というところで、皆さまと今日も有意義
な時間で学びを深めていきたいと思っております。本
日一日どうぞよろしくお願い申し上げます。

幹事挨拶　佐藤　貴之幹事
　皆さま、こんにちは。幹事報告になります。ロータ
リアンマスターズゴルフ大会のご案内です。こちら先
週の委員会報告で前田君よりご報告ありましたが、重
ねてのご案内となります。開催日時ですが９月 24日
（日曜日）12時 30分より、釧路カントリークラブ東
コースにて開催されます。締め切りが９月14日となっ
ておりますので皆さまよろしくお願いします。
当初は、同じ日程でナユタの会が開催予定となってい
ましたが、日にちを変更していただいております。ナ

ユタの会の皆さま、どうもありがとうございます。
各クラブの例会案内はお手元の例会案内をご覧いただ
きますようお願いします。

新入会員のご紹介　スポンサー　曾我部元親君
　それでは、佐藤伸昭さんのご紹介をさせていただき
ます。
佐藤さんは昭和 34年、旭川市で生まれております。
18歳まで旭川にいて、札幌の大学に進学されました。
卒業後はトーヨーサッシ、現在のリクシル（LIXIL）
に就職されました。約 20年前からは、グループ会社
の不動産ＦＣ本部・北海道支店長としてご活躍されま
した。
その後ご縁があり、現在のユタカコーポレーションに
お勤めになっております。現在、社長としてその手腕
を発揮されております。自宅は江別市にありまして、
家族はそちらにおります。現在は、釧路で単身・長期
出張中の状態です。
趣味はゴルフ・麻雀は残念ながらおやりにならない。
休日の帰省時にはもっぱら２匹のニャンコと戯れるこ
と。あと、車や部屋の模様替えなどが趣味で楽しんで
いるようです。それと趣味として、あまり聞いたこと
ない「統計などのデータを見ることだ」と。どんな統
計を見ると興奮するのか気になるところであります。
かなり真面目な方だと推察されます。ちなみに私との
付き合いですが、中小企業家同友会の仲間ということ
で、常に勉強しているのです。先日も隣同士になった
のですが、非常に真面目に勉強される姿を見て、間違
いない人だなと思っております。きっと釧路ロータ
リークラブの活動においてもご活躍されること間違い
ないと思います。次期役員の方々は目をつけておいて
も良いのではないかなと思います。
それでは佐藤さんから自己紹介をしていただきたいと
思います。

新入会員挨拶　
ユタカコーポレーション　代表取締役　佐藤　伸昭君

　はじめまして、佐
藤伸昭と申します。
今回、伝統と歴史の
ある釧路ロータリー
クラブに皆さん満場
一致でお迎えいただ
いたこと本当に嬉し

く思います。紹介いただいたユタカコーポレーション
という不動産会社で６月から代表として席を置かせて
いただいております。
企業の仕事・ビジネスとは別に人を磨きたくて、諸先
輩方にいろいろご指導いただきたいと考えておりま
す。生まれた時のキャラがすごく引っ込み思案の一

人っ子なのです。育ったキャラは、出しゃばりのお喋
りというようなキャラで生きてきております。ぜひ、
そこの席の方では「お前何者だ」とお声がけしていた
だければ幸いと存じます。
簡単ではございますが、ご挨拶させていただきました。
今後ともひとつよろしくお願いします。ありがとうご
ざいます。

スポンサー　木下　正明君
　皆さん、こんに
ちは。曾我部さん
が流れるようなご
紹介をされたので
とてもやりづらい
のですが、ご紹介
させていただきま
す。今回、新入会員になりました桑島洋平さんです。
ＮＨＫ釧路放送局の局長さんで、前任の小野正晴君の
後任となります。ご家族は奥さまと娘さんがおります
が、今、札幌の方にお住まいで、娘さんは高校２年生
ということです。
生年月日が昭和 42年１月 18日で 56歳になります。
１月 18日生まれは私の息子と同じで、全然気にしな
くていいのですが勝手に縁があるなと思っています。
ご出身は仙台で、釧路と似たような雰囲気もありまし
て、炉端があるような所です。
また、趣味は旅行です。ひがし北海道をご担当であり
ますし、ひがし北海道を堪能していただきまして釧路
のファンになっていただければありがたいと思いま
す。ＮＨＫの皆さんは本当になじみ深くて、たくさん
の仲間作っていただいて、楽しん離釧していただくこ
とになると思います。どうぞ出席を多くしていただい
て皆さんと馴染んでいただければと思います。
趣味の方は最近多いのですが、ゴルフと麻雀はされな
いということです。お酒は「好き」ということです。
皆さん遠慮なくお誘いをいただければと思うところで
す。
では、ご本人から自己紹介をよろしくお願いします。

ＮＨＫ釧路放送局　局長　桑島　洋平君
　ご紹介いただきま
したＮＨＫの桑島と
申します。歴史と伝
統のあるこの釧路
ロータリークラブに
入会をお認めいただ
きまして本当にあり

がとうございます。
私はいま局長という立場なのですが、平成３年にＮＨ
Ｋに入っておりまして、この時の初任地がこの釧路な

のです。ＮＨＫの代打の局長でも、初任地に局長で戻っ
て来ることはほとんどなくて、今回は非常に嬉しいと
思って戻ってまいりました。
平成３年と言いますと、漁業と炭鉱・製紙など記者と
しても取材の機会をたくさんいただいて、漁船に乗ら
せていただいたり、炭鉱ですと実際に坑内に入れてい
ただいたり、いろんな経験をさせていただきました。
北方領土も当時はビザなし渡航がありましたので国後
などにも行かせていただいて、釧路・根室の方々、こ
の道東の方々に本当に育てられて、私は記者出身なの
ですがその後の記者人生を決定づけた釧路です。
平成３年に入って６年間この釧路に住んでいました。
そういう意味では本当に忘れられない土地です。最後
に、妻の話がありました。妻も実は釧路の人間でして
今回、単身赴任になったのですが一番釧路に行きた
がったのは妻でした。娘が札幌の高校にいるもので、
どうしても。つい最近も釧路に来て、私のアパートに
「かなり長居して住めるのではないか。やっぱり釧路、
いいな。今度、また来る」と言っていました。
それぐらい釧路という魅力ある土地に再び戻って来ら
れて、また私のプライベートでも家族が住む第二の故
郷という所でして、大事な土地で過ごせることを非常
に嬉しく思っています。
皆さまにいろいろご指導いただいて、ＮＨＫとして地
域に貢献し、私個人としてもこの土地でかけがえのな
い経験を積めればと思います。
皆さま、いろいろご指導をよろしくお願いいたします。
ありがとうございました。

歓迎の言葉　後藤　公貴会長　
　改めまして、佐藤君、桑島君、ご入会、本当におめ
でとうございます。心より歓迎を申し上げます。
敬称が「君」になったということは、正式に私どもの
お仲間になっていただいたということでご理解いただ
ければ思います。私も 11年、このロータリーにいま
すが、引っ込み思案の一人っ子でしたが、しっかりと
皆さま方に可愛がっていただいて現在があるというと
ころです。お二人には、私ども会員の権利であります
「出席」を数多くその機会を行使していただいて 1日
でも早くわれわれに慣れていただければと思います。
今後ともよろしくお願い申し上げます。
お二人の所属委員会ですが、親睦活動委員会になりま
す。本日、濱口委員会が来ております。
ぜひご活躍期待しております。よろしくお願いします。

プログラム委員会　八幡　好洋委員長
　皆さん、こんにち
は。プログラム委員
会の八幡です。本日
は k-Biz センター長
をされております澄
川誠治さんに講師と
してお越しいただい
ております。私から紹介するまでもなく、澄川さんの
ご活躍は皆さんご存じのことと思います。2018 年に
釧路にいらっしゃって、わずか５年程ですが k-Biz の
取り組みは全国各地にある Biz の中でも大変すばらし
い成績を修めているとお聞きしています。澄川さんの
ご活躍も釧路のみならず全国の Biz を取りまとめる役
割を担っていて、釧路を飛び越えて様々な場面でのご
活躍をいただいております。
本日お話いただくテーマは「釧路北大通りでのＩＴ技
術者養成事業について」です。釧路市と連携をした中
で初の行政との連携の取り組みとお聞きしています。
実は明日からスタートというタイミングで、大変お忙
しい中でお越しいただきまして本当にありがとうござ
います。これからの釧路の明るい話題になるのではな
いかなと思います。非常に楽しみにしております。

釧路ビジネスサポートセンター k-Biz
　　　　　　　　　　　センター長　澄川　誠治様
　皆さん、こんにちは。このような機会をいただきま
してありがとうございます。k-Biz のセンター長の澄
川と申します。
先ほど八幡さんからご紹介いただいたのですが、最近
発売された全国紙のコピーを各テーブルに置かせてい
ただいています。そこで Biz モデルの代表みたいな感
じでご紹介いただいております。全国の Biz モデルの
中で一番上手くいっている Biz ということで k-Biz を
選んで、紹介していただきました。そんなに枚数は用
意していないですが、自己紹介代わりにお時間がある
時にご覧いただければと思います。
今回、「釧路の北大通りのＩＴ技術者養成事業」とい
うことでお話させていただけたらと思います。
大変ありがたいことに、いろんなメディアで取り上げ
ていただいているので講演活動もしているのではと思
われる方もいるかと思います。基本的に専門は、マン・
ツー・マンの相談事業なので、こういう１対マスの講
演活動はお断りさせていただいております。今回は「八
幡さんスペシャル」と思っていただけたら幸いです。
今後、皆さんからご依頼いただいた時にお断りするこ
と、結構あります。「あの時、喋ったじゃないか」み

たいな話があるかもしれませんが、本業としておりま
せん。基本的にマン・ツー・マンの形でやらせていた
だいていますのでよろしくお願いいたします。
それではご説明させていただきます。
こちらは、市の公式事業の説明資料となっています。
こちらをかみ砕いてご説明させていただけたらと思い
ます。
釧路市と一緒にやっている事業になります。こういっ
たＩＴ会社を立ち上げた背景ですが、k-Biz を立ち上
げて５年弱。考えたのは、４年の段階で考えさせてい
ただいたのですが、相談件数が１万件に迫るとか、相
談事業主さんが 1,000 件に迫るとか。約 8,000 事業
者のうちの 1,000 事業者さんと統計学的にもある程
度信ぴょう性がある数字というところを通過していく
中で、ＩＴベンチャーの創業がかなり少ない。ＩＴ業界
自体もかなり少ない所で、世界、日本も当然ですけれ
ども、市場が成長しているこの領域において市内にそ
ういった恩恵を受けられる事業者が存在しない。もっ
と言うと、今後、若者がこれからのビジネスマンが就
職するだろう業界に就職先が存在しないという状況に
対して、「市として取り組んでいきたい」という中で、
k-Biz が事業者を良く知っている立場から一緒に考え
ていったという経緯になります。
時を同じくして、市としても何かを始めるにあたり「使
える予算がないか」を検討している中で、国がそのよ
うな予算を作るタイミングでもありました。
これは国のホームページです。「育成 5カ年計画」と
いうものを立ち上げて始めるとあって、これに基づい
てデジタル田園都市構想という予算があり、それに合
わせて釧路市としても事業をやっていきたいと考えて
きました。
政府・国としては「スタートアップ創出」を掲げます。
ですけれども、われわれが考えたのは「スタートアッ
プ人材創出」。というこの似て非なるものだと思って
います。なぜわれわれは「人材」を付け足したのかで
す。国としては今いる人、いろんな理系の学生とか若
者にどんどん独立してほしい。起業してほしい。いろ
んな最先端のサービスをどんどん事業化してほしい、
と。それを支援するやり方、資金提供だったり、そう
いった先輩起業家のネットワークだったり、を例とし
て挙げていたようなガイドラインだったのです。
　釧路は k-Biz もあります。お金がないのか、支援す
る支援機関がないのかというと、それはそこまで大き
な問題ではないのではないか。一番の問題は、人がい
ないということです。そもそも人口がいないですし、
そもそもＩＴ人材がいないということです。
　やりたいという人の環境を整えても、何も起こらな
いだろう。それなりにいろんな企業キャンプとかブー
トキャンプ、いろんなイベント施策は国のお金を使っ
てやろうと思えばできたかもしれないです。おそらく

「空虚なもの」「やりました感じ」になって終わりだろ
うと。何も生み出さない。
そこから市役所とも本当にひざを詰めて、「本当に意
味のあることやりたいですか？」「やった感がいいで
すか？」「本当に何かを生み出したいですか、どっち
ですか？」という覚悟を一緒に決めながら、商業労政
課さんがカウンターパートの中で「本当にこの街に何
か変化を生み出したいところの覚悟感の中でやりま
しょう」と。
「であれば、人」、人がいないと意味がない。第１ステッ
プとしては、支援する仕組みではなくて人です。この
理系人材というものがこの街に住んでもらわないと何
も起こらないですね、と。ここにこだわってスタート
していきました。
じゃあ、その理系人材・ＩＴ人材・ＤＸ人材に住んで
もらうためには何か。一般的な地方自治体のアプロー
チでいうと「誘致」です。ＩＴ企業に支店を出しても
らって、ドバッと人が住んでもらうと即効性がありま
すし、ある程度のボリュームがあります。100 人の
支店など出してくれたら、それだけで地域に 100 人
のエンジニアが生まれるのです。
事業の安定性もあるのですがデメリットは、われわれ
は日本製紙の撤退を経験したばかりです。どれだけ尽
くしても、市長も知らないところで撤退が意思決定さ
れるわけです。主導権がなかったらどれだけ尽くして
も、どれだけ頑張っても、撤退に関しては知らないと
ころで決められてしまう。それは当たり前と言えば当
たり前ですが、「結構、尽くしてきたのに」というこ
とが起きるわけです。どれだけ誘致を頑張って応援し
ても撤退があるということは大きなデメリットかなと
思っています。いろんな人材も定着するかどうかはそ
の企業次第。その企業がどこまで長く進出してくれる
かどうかにかかってしまう。
あと、誘致を簡単に言うけれど誘致がなかなかできな
いわけです。「来てください」と今、1,700 自治体が
どこも言っているわけです。1,700自治体の全員が「Ｉ
Ｔ企業来てください」と言っているわけです。そうす
ると、そもそも来るのだろうかというところがありま
す。
もちろん上手くいっている所があるのです。これは四
国・徳島県の神山町です。地元の建設会社の息子さん
がスタンフォード大学に行って帰ってきて、古民家に
思いっきりエリアごとに光ファイバーを通して、
2010 年ぐらいから「ＩＴ企業、どんどん来てくださ
い」とやって今は、企業も来て、高専を作るぐらい成
功した所もあるのです。もう 2010 年から始めている
みたいな所に先行されているのです。
これを真似しても同じことは起きないのです。これを
真似して 1,700 自治体がみんな頑張っているのです
が、これはそうそう来てくれないですね。誘致をやっ

てもいいのですがなかなか実現はしない。先行してい
る所もあるということです。
であれば、作るということに加わっていきましょう。
何がいいか。繰り返しになりますが主体が釧路市にあ
るので潰れることがあっても撤退がないということで
す。自分たちが知らないところで、釧路の人が全く知
らない意思決定は存在しないということです。
大変難しいのですが、即効性もないのですが、じわじ
わ人が増えるのです。撤退がないことだし、地元企業
に就職してくれるので人材も地元にしっかり長く住ん
でくれる可能性が出る。ということで、こっちが主導
権を持てるやり方で作ろうじゃないか、というところ
です。
これが今までの自治体がやったことがないやり方なの
です。それは当たり前ですね。公共事業なので、ドブ
に捨てる、会社が破綻して無くなるようなものに公共
事業としてお金は出さないです。
なので、民間を中心にそういう会社を作る、民間と連
携をして会社を作る。でも、会社は無くなるかもしれ
ません。というものに普通は、公金を出す踏ん切りは
なかなかつかない中、釧路市が冒頭で確認した「本当
に意味のあるものを今回やるのですよね」で踏ん切り
をつけて一緒に取り組んできた形になります。
誘致ではなくて、取引です。発注してもらう。すでに
人材や会社というのは、釧路に支店を出さなくていい
ので、われわれに発注することで釧路進出をしてくれ
という、そういう企業を探して、仕事の業務としては
安定させて、仕事がある街ということです。釧路に仕
事がある街にして、そこに人を呼ぶ。仕事はあるので
人来てくださいというやり方ができないかを目指して
今回、動いた形になります。
　やっぱり誘致というのはどこかムシがいいのです
ね。これだけいろいろやりますから来てください。で
きれば長くいて下さい。あと、業績は上手くやって下
さい、みたいな感じになります。われわれとしては市
と一緒にリスクを取って覚悟を決めて、われわれは雇
用もしっかり自分たちで採用します。そのうえで、わ
れわれやお宅にメリットがあるから発注してください
と、取引というものを作り出して、釧路に雇用と人材
を生むことをやろうと決めて動いてきました。
　契約のステークホルダーは地元の皆さんです。釧路
市役所・商工団体・金融機関さんが出資して作ります。
個人の資本は１円も入っていない状態になっていま
す。これは補助事業の間だけではあるのですが、基本
的にオーナーは公共団体、公共の方々が持つという形
になっています。
そういったことを伝えて、われわれが仕事を見つけて
きた形になります。東京のベンチャー企業で伸びてい
る『SORAMICHI（ソラミチ）』というウェブ企業から
仕事をもらえて、仕事面では安定したところを作った

形になっています。
　われわれとしてこのソラミチという会社に決めた理
由としては、この会社が大手企業と付き合っているの
です。野村證券だったり、ＴＢＳだったり、大手企業
との販促支援をやっている会社になります。
われわれが人材育成をするときに、このＩＴ開発とい
う仕事は結構ピン・キリなのです。出会い系サイトや
マッチングアプリとかエロ系の仕事も山ほどあるので
す。ただ、われわれとしては「釧路で楽しそうな仕事
があるぞ」というものにならなきゃいけないし、経歴
になるような仕事にならないといけないと思ったので
「TBS のホームページを作っていたよ」「野村証券の販
促に仕組みを作って、バナーを作っていたよ」という
ような、しっかり経歴になる仕事じゃないと意味がな
いと思ったので、そういった「人に言える仕事」をやっ
ている所と組もうということで「ソラミチ」とやりま
した。
この後にも出てきますが、このソラミチという会社が、
いわゆるフロント・エンドといわれるホームページか
らサーバーサイドといわれる顧客管理システムなど幅
広くやっていました。われわれとしては多様なエンジ
ニア層を抱えられる会社になりたかったので、どこか
に特化するのではなく、地域に人材をお送り出そうと
しているので「ある分野だけ、というのはあまり良く
ない」と思って、できるだけオールジャンルで抱えた
いと思ったのでこのソラミチという会社がベストだと
判断をして契約させていただくことにしました。
その契約の上でも、われわれのガバナンスとして、管
理人材はいるけれどもＩＴプレイヤーはいないので
す。ＩＴプレイヤーがいない中で、ＩＴ会社を立ち上げ
るという無茶なものにチャレンジしているのですが、
そういった意味で教えてくれるのはソラミチ社に持っ
てください、コーチはソラミチ。われわれは人材を採
用するけども少なくとも１年間は教えるのはあなた方
です。２年目からはわれわれで自走するのですが、１
年目はあなた方が教えてください、かつ仕事も下さい。
新卒みたいな者を採っても１カ月目からちゃんとお金
を下さい、みたいな包括の業務提携をします。われわ
れにとってはかなり都合のいいことも言うのですが、
当然、制作単価みたいのは思いっきり下げて結構です。
そこをわれわれは耐えます。補助金とか自己資金を活
用しながらそこは耐えるので、われわれの会社を成長
させて下さい。それを途中で抜けられたら困るので、
３年後、補助事業が終わったら 33％の株を持ってく
ださい。これはお互いのためにです。その会社が本当
にうまく行った時に僕らが逃げたらその会社も投資損
ですし、僕らとしても適当な支援をされても困るので、
「3年後に 3分の 1は持ってください。お互いのため
にこれをやりましょう」ということで、3年後 3分の
１を持つという前提で包括的業務契約をしています。

これは先ほどの誘致ではできないのです。ここはしっ
かり契約、「われわれは雇用して、われわれもしっか
り血を出すから、３年後に向けていい会社を作りま
しょう」という話ができることで、リスクをとるから
交渉ができると思っています。誘致なら譲歩しかない
と思っています。この辺も、仕組み自体がこういった
政策でスタートしたのでできたことと思っておりま
す。
これはソラミチがやっている事業の話になります。先
ほどの繰り返しになりますが、左側がホームページな
どの領域で広告代理店がやるような集客領域なので
す。真ん中がホームページを作るデザイナーなどの制
作領域。右側がウェブコンサルという顧客管理とかの
領域になるのです。
この領域ごとにプレイヤーが違うのです。プレイヤー
が違うので自分が売りたい商品を顧客・大きなコング
ロマリットに対して売っていくことになるのですが、
彼らはどこでもソリューションを持っているので、「あ
なたは集客に課題があります」「あなたは顧客管理に
課題があります」をホントに必要なもの提案できるの
でそういう大手会社に受けているという感じです。本
来そこに、例えば広告代理店の電通や博報堂など、制
作だったら制作プロダクション、ウェブコンサルだと
コンサル会社などが入っていますが、彼らはその辺が
全部横断でやっているところが売りだったのです。そ
こが、われわれとして「この会社は成長するのではな
いか」という部分と「オールジャンルでやってくれる」
ので組んだ形になります。
ただ、これはあくまで仮説なので、この会社がコケる
かもしれません。われわれが一気に経営を追い込まれ
る可能性は常にあるわけです。なので、リスクは常に
ある状態の中で進めている状態であります。あっとい
う間に会社潰れるかもしれませんという中で、今、お
話をしたのは「大丈夫なはず」でやっていますが、何
が起こるか分かりません。という意味では公共事業と
しては非常に珍しい体制でやらせていただいていま
す。
運営資金ですが、釧路市からの補助金で年間約 1,200
万円が 3年分、3,600 万円分が出ます。先ほどの公的
団体の資本金で 54万円。あとは僕たちの手出し・役
員からの自己資金で同じくらい 3,000 万円から
3,600 万円、補助金と同額位を拠出する見込みで動い
ています。僕もすでに、この会社の準備で僕の自己資
金 1,000 万円が消えまして、会社経営は本当に大変
ですよね。皆さんもヒリヒリしながらやられています。
あっという間に 4桁消えました。そういう中で僕自
身も覚悟を決めてやらせていただいています。
先ほどのデジタル田園都市構想という予算でやろうと
思っていたのですが、これは僕も詳しくないのですが、
釧路市役所の方が通らず、結局、こちらは自主事業で

釧路市の自前予算でやることになりました。釧路市役
所職員の 2,500 人の方々が削りに削って出していた
だいた予算なので本当に責任が重たい事業だと思って
います。市として本当に数少ない自主事業で取り組め
る予算を捻出していただいたと思っています。何とし
ても形にしていかないといけないと改めて思っている
次第です。
改めてわれわれが何をなしていくか。そういうスター
トアップを作ろうから、あとは、ＩＴ企業が必要だと
いうところからスタートしました。われわれとして、
いざやるぞという時に何をなしていくかで言うと、こ
の２つプラス１つみたいなところで考えて、まず一番
上の大元の人材輩出をしていきたい。釧路にＩＴ人材
を呼び寄せて成長していただいて、どんどん地元に出
していく。それは副業であったり起業であったり、こ
の釧路のＩＴ業界というもの作っていくものになりた
いと思っています。
プラス、その下です。地域のＤＸ業務を副業として社
員がどんどん請負っていきます。もちろん独立してい
いのです。なかなかこの地域で簡単に独立できないと
思っていますので、われわれの方で基礎収入を確保し
ながらどんどん副業ＯＫで、いろんな会社さんの業務
を担っていきたい。もしくは本当に副業という状態、
ダブルワークで本当に雇用をしていただいてその企業
に入っていくのをやっていただきたい。
これはプラス・１になりますが、われわれは事務所を
せっかくなので北大通りに構えました。20代の人が
うようよ北大通りをうろつく、ランチの時間になった
ら 20代がうろうろしている所を作りたいと思いまし
て、北大通りの活性化もわれわれの社員が増えれば増
えるほど起こしていきたいと思っております。
逆にやらないことで言うと、株式会社 k-Hack 自体は、
釧路市内の発注は受け付けません。市内企業から転職
は受け付けないということでやらせていただいていま
す。なので、本当に地域の人材教育、地域のＤＸ化の
推進力にわれわれの企業を起点としてやっていきたい
と思っています。
これは少し一般論になってしまうのですが、企業のＤ
Ｘ化・日本のＤＸ化は難しい理由みたいなものは、僕
は個人的に明らかだと思っています。
上が日本の 2015 年と 2010 年のＩＴ人材、いわゆる
理系人材がどのジャンル、どの分野の会社に入ってい
ますか、です。７割以上が日本ＩＴ企業に、いわゆる
技術会社・ＩＴ会社に入っています。残りの 25％が
それ以外の分野に入っている形です。これは皆さんか
らしたら「普通だ」と思うのですね。ＩＴ人材・理系
人材がそういう専門の会社に入っているのが普通と思
うかもしれません。
下がアメリカです。アメリカの 2021 年、2015 年、
それと同じ調査ですが、アメリカの場合はＩＴ人材、

理系人材の 65％がＩＴ企業以外にいるのです。各会
社でＩＴ業務をやっている。これが日本とアメリカの
根本的な違いです。日本は、自分たちでそういう人材
を抱えてリスクを取って、何かを取り組んでもらうと
いう文化がない感じなのです。
これは難しいのです。実際、そんな人が入ってきても
業務指示書で何をしたらいいか分からない、誰が指示
をするのだ。誰がどんな仕事をさせるのだ。難しいの
ですが、自社のＤＸ化を進めるというと、そこは他社
に任せないで自社でしっかり抱えて取り組んでいくこ
とをしないと、なかなか本気では起きないということ
ですね。しっかりした人間が自社の事業もよく知って
いて、ＤＸについての知識があるからできるのです。
外部の会社と組もうが、なかなか簡単に起きない。
われわれがやりたいことは、釧路の中小企業にＩＴ人
材が副業でいいから務めている状態を作りたいと思っ
ています。これはすぐには無理で、３年ぐらいかかる
と思っています。k-Hack で育てた人間が各会社の中
に副業でいいから務めてもらって、そこですぐにはで
きないと思いますが、その会社さんの事業をしっかり
理解して、その上で自分のＩＴ知識とその会社さんの
事業環境を理解したうえでＤＸに取り組んでいく。こ
れが日本の会社は、他の会社がやれないので、この場
に行ってやれると限らないので、釧路だけそういった
仕組みができたら釧路の競争力が高いのです。釧路の
中小企業、釧路の企業の競争力を他の地域よりも上げ
ることができる。
これも理想論ですが、そういったものを想定して
k-Hack がそういう各会社さんに副業でいいから就職
する、雇用してもらう。月１社員、月２社員、週 1
社員みたいな形で入っていくことを想定しています。
これは入っただけでは使い方も分からないでしょう
し、その人も辞めたくなっちゃうかもしれない。われ
われはそこを、使い方もお伝えしていきたいですし、
そのエンジニア自体がコミュニティです。エンジニア
自体が孤立しないように。「あの会社、入ったけれど
も居づらくて」みたいにならないように、われわれは
常に場として存在し続けて、励ます存在としてやって
いきたいと思っています。
それが３年後、４年後、５年後、もしくは 10年かか
るかもしれませんが。そういった形で起きることが
k-Hack がこの地域に生まれた本当の目的だと思って
います。
われわれが人を呼んで、育てて、各地域の方に使って
いただく。そういう仕組みを今、作ろうと思って動い
ている形になります。
当然、僕もＩＴのプレイヤーじゃないです。大変あり
がたかったのは、こういった会社を作る時に、この佐
藤君です、この釧路が生んだ天才エンジニア。中学生
ぐらいからＩＴ企業にスカウトされるようなコーディ

ングの達人がいたのです。自分で事業売却した経験も
あるような人間がいるのです。その彼が釧路に帰って
きていて、釧路の仕事は一切しなかったのですが、釧
路にいながらメガベンチャーのＣＴＯをやっていたの
です。その彼が協力してくれるということで、一気に
このプロジェクトは現実味が増したところがありま
す。また釧路出身の方ですが、釧路高専を出て日本ハ
ムファイターズで、「次はカーブではないか」「次はス
トライクが来るのではないか」をやっていたデータ・
サイエンティストの兒玉君が 10月から参加すること
になっています。こういった釧路出身の人材がしっか
り協力してくれることで我々としては体制が組めたか
なと思っています。
現在の採用状況ですが、全てあけっぴろげでご説明さ
せていただきます。９月１日から釧路高専の新卒の日
本人１名が入社します。中途の韓国人で東京からの転
職で１人が入ります。日本人の大学生アルバイト、こ
れも高専卒が１人入ってきます。その後、中途・新卒
それぞれが韓国人エンジニアを採用していて、年内に
10人／月のコースを持ち切るようになることが内定
辞退されない限りは入る予定になっています。
そこで皆さんは「どうして韓国人なのだ」と率直に思
うと思います。当然、日本人を採用できたらいいので
すが、日本人のエンジニアは本当に少ないのです。本
当に少ない中で奪い合いになっています。しかも、数
が少ない、釧路に呼んでくる、中では採用しないとい
うと、日本人にこだわったら、いつまで経っても会社
が始まらないのです。
最初から年齢不問・国籍不問で募集をかけていて、韓
国人の良いルートが見つかって、今、韓国人が中心に
なっています。釧路のポータスさんにはミャンマー人
のエンジニアさんがいますし、われわれは国籍不問で
やっていて良いルートが見つかっているのは韓国だと
いうことです。
韓国の状況もご説明させていただきます。なぜと採れ
るのかでいうと、韓国は大企業戦略をずっと昔から
とっていて、ほとんど中小企業が存在しないのです。
そうすると東大・京大卒のレベルの子たちしか韓国の
大企業には就職できないのです。なので、エンジニア
になりたい人はエンジニアになれない。育成機能を国
として持っていないので、最初からそういう子たちは
育成してくれるみたいな日本の大学に入った時から、
１年生の時から日本語の勉強をしているのです。
日本でいうと東大京大以上ですね。大学の世界ランク
で 1,500 位までしか発表されていないのですが、日
本の六大学で 1,500 ギリギリかそれぐらいの層なの
ですが、僕らが採っているのは世界ランク 1,000 位
以内の韓国のエリート層です。なので、コリアンパブ
のイメージとかで韓国を見ないでいただけたらと思い
ます。めちゃくちゃ優秀です。めちゃくちゃ日本語も

喋れる、英語も喋れる、ビザもすぐ下りる。この優秀
な子たちはビザなんか即、下ります。そういう子たち
をわれわれが採用したという感じです。
どうして釧路で採用できるのか。採ってみるまで分か
らなかったことです。「釧路を知っている？　渋谷・
原宿に行けないよ」と何回も説明したのですが、それ
でも「エンジニアになれる。育成してくれるのだった
ら私は行きたいです」と言っていただいて、かなりの
ボリュームが採れているのです。
皆さんも思い出してほしいのです。今の大学生って腹
立ちますよね、割と労働意欲が低くて就職率 60%な
のです。このレベルの環境から来たら無茶苦茶、労働
意欲が高いのです。皆さまが若者に求めるような高い
労働意欲です。「社長、頑張ります」みたいな労働意
欲も圧倒的に高い、能力も高い、という人材を僕らと
しては見つけたので、そこを中心に採っています。英
語は当然、みんな喋れますので、この先の海外からの
受注というのもこの体制を使って狙って行きたいとい
う感じです。
「韓国から来て釧路に残るのか」と疑問に持たれると
思うのです。皆さんのご子息ですら残らない状況の中
で、韓国人と差がありますかという話なのです。この
人たちは「日本語を喋って、定年まで日本でやりたい」
と思って日本語を勉強してきた人たちですので、来て
からが勝負なのです。残る保証は全くないです。ただ
釧路を好きになってもらって、定年の６０歳迄しっか
り釧路でやってみたいと思わせられるか、がこっちの
勝負です。僕たちの会社が魅力的であるかどうか。釧
路という街が魅力的であるのか。釧路という企業、釧
路にある企業を見て彼らが独立したいと思うかどう
か。
それは、国籍で判断する、国籍が違うからといって判
断する時代ではないと思っています。非常に優秀な人
材が今どんどん採れています。彼らに釧路を好きに
なってもらうことも同時にやっていかないといけない
と思っています。もちろん日本人の採用もずっと続き
ますけど、今後、国籍がどういうバランスになるかは
僕自身も分からないです。優秀な人、労働意欲の高い
ルートを常に見つけて採っていきたいと思っていま

す。
今後、補助事業の３年で体制を整えさせていただいて、
年商を少なくとも４億円、従業員 50名、これはハー
ドル高いのですが、従業員 50名ぐらいの規模になっ
ていきたいと思っています。補助事業終わった後から
は、研修事業、いろんな中小事業さん、金融機関から
の学び直し、先ほどの各会社に送り出すところもあり
ます。何なら中の筋がよさそうな人をわれわれの会社
で育てさせていただくみたいな受け入れ事業もあるの
かなと思います。釧路の問題である収入が低い層・未
経験者からの採用をやっていきたいですし、ハロー
ワークでレベルの高いプログラムをやってくれたらわ
れわれが採用しますよ。釧路刑務所は初犯刑務所なの
であまり重大な犯罪の人はいないので釧路刑務所でレ
ベルの高いプログラムを終了した人はわれわれが採用
するよ。シングルマザーとか生活保護受給者も手に職
をつければプログラミングで暮らして行けますから、
というところを支援していきたいと思っています。わ
れわれが一旦、請負でやっていきますが自社サービス
もやっていきたいと思っています。
最近のニュースですが、学び直しに 30億円で、「正
社員 7割に 30億円使って学び直しさせますよ」とか
の動きが始まっているので、これの中小企業版、地方
版みたいなものを事業としてやって行きたいと検討し
ているところです。
すみません、時間が過ぎてしまいましたが、私が釧路
でやりたいことまだまだいろいろありまして、公教育
も変えていきたいですし、いろんな街中再生もやって
いきたいです。いろいろやりたいことありますので、
皆さまに投資のお願いにお伺いすることもありますの
で、ぜひお話を聞いていただけたらと思います。
「元々、そういう気あるよ」という方は、事前に教え
ておいていただけるとどんどんお伺いさせていただき
ます。よろしくお願いいたします。
お時間が過ぎてしまいました。以上になります、あり
がとうございます。

本日のニコニコ献金

■浅川 正紳君 　当社の愛国にある店舗が、加盟するフランチャイズの接客サービスコンテストで全国約
　　　　　　　　1200 店舗中３位入賞しました。私も出場選手に負けない様笑顔で精進して参ります。
■後藤 公貴君　ケービズ様の千人目の相談者として報道して頂きました。
■宮田 昌利君（札幌 RC）　伝統と歴史のある釧路 RCにメーキャップできて、大変光栄に存じます。

今年度累計　　78,000 円　　


